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序 

 国立健康・栄養研究所は、平成 13 年 4 月の独立行政法人化以来、5 か年の第 1 次中期目標・計画期間を平成 17

年に終え、平成 18 年 4 月からは新たな５か年の第２次中期目標・計画期間に入りました。 

 歴史を遡りますと、設立後 20 年経った昭和 15 年には公衆衛生院、体育研究所と合併され、厚生科学研究所国

民栄養部、さらに昭和 17 年には厚生省研究所となりました。この時期に、大戦末期の深刻な食糧難への対策に役

立てるために国民栄養調査が行われました。これが戦後の GHQ による迅速な栄養調査の成功の基となり、食糧

配給対策の基礎データが導き出され、戦後の食糧難を乗り切ることに貢献いたしました。 

 そして昭和 22 年に新宿区戸山に「国立栄養研究所」として再建されて以来、長年にわたり逐次の栄養所要量（現

在の食事摂取基準）策定や毎年の国民栄養調査（現在の国民健康・栄養調査）をはじめ各般にわたる研究を行っ

てまいりました。 

 平成元年には、「国立健康・栄養研究所」と改称され、栄養・食生活のみならず、運動を取り入れた、より幅広

い健康の保持増進の研究に取り組むことになり、国民健康づくりに不可欠な、食事や運動・休養のガイドライン

作成にも寄与してきました。平成 13 年に独立行政法人化してからの 5 年間では、新しい食事摂取基準を作ったこ

と、健康増進法に沿って国民健康・栄養調査を行って肥満者の増加、糖尿病患者の増加の実態を明らかにしたこ

と、また健康食品の安全性を調査し、情報発信を始めたこと、サプリメントの効能と安全性を正しく消費者に伝

えられるように NR 制度を発足させたことは、実学の精神に沿って展開された大きな成果といえます。 

 新体制のもと、所内全員の協力を得て成果を挙げることができました。これからも、長寿社会の到来、肥満者

の増加とメタボリックシンドロームの激増、食育の問題など、次々と食と健康にからむ問題が生じています。さ

らに、サプリメントや「健康食品」については有効性や安全性に関しても対応が求められております。 

 平成 18 年 4 月から研究所の職員の身分は非公務員化しました。それと共に今までの部室制を廃止し、プログラ

ム・プロジェクト制にしました。栄養疫学、健康増進、臨床栄養、栄養教育、基礎栄養、食品保健機能の６プロ

グラムは研究所の柱として、また情報センター、国際産学連携センターは外に向かっての活動拠点とするための

組織です。 

 広く国民の健康と栄養に関する正しい知識を普及するとともに、市町村、保健所、病院、学校給食などの現場

で働く管理栄養士等の方々に的確なエビデンスを提供することが研究所に望まれていることであります。これら

の変化の中においても、研究所の歴史と伝統を踏まえながら、国際的なネットワークも含めて、開かれた研究所

として、実学としての健康・栄養の研究にまい進するつもりです。 

 

 平成 19 年 3 月 31 日 

 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 

理事長 渡邊 昌 
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(1) 平成 18 年度研究・業務の概況 
（研究企画評価主幹 吉池信男） 

 当研究所は、平成 13(2001)年度より独立行政法人

となり、平成 18 年度は第 2 期中期計画(～平成 22 年

度)の初年度として、新たな目標・計画、組織体制の

もとに研究及び業務を開始した。 
 ｢人々の栄養･食生活、運動と健康との関わりについ

て、基礎から応用に至るまでの調査及び研究を包括的

かつ国際的な水準で行い得る試験研究機関｣として、

｢特にヒトを対象とした研究に関して、わが国の大

学・研究機関の中心的存在として、総合的・統合的な

研究を推進するとともに、研究者を育成する役割を果

たす。厚生労働行政上の重要な健康･栄養施策を推進

する上で不可欠な科学的根拠を質の高い研究によって

示し、それらを専門的立場から要約して発信するとと

もに、健康科学･栄養学領域において、アジア地域へ

の貢献を含め、国際的なリーダーシップを担う｣(中期

目標より抜粋)ことが、我々の研究所の役割である。 
 具体的には、わが国の健康･栄養政策の企画･推進･

評価の基盤となる科学的根拠を提示するため"ミッシ

ョン"として、3 つの重点調査研究業務を開始した。 
①生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究 
②日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する栄

養疫学的研究 
③「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及

び健康影響評価に関する調査研究 
 その他にも、外部からの競争的研究資金を獲得して、

関連領域の基礎から応用、開発型の研究を行っている。

また、今後の新たな研究展開につながるような萌芽的

研究も若手研究者を中心に活発に行っている。さらに、

今年度より法人が非公務員型へと移行し、研究成果の

実社会への還元や正しい情報の普及啓発を目指した民

間企業等との共同研究も積極的に進めている(下表)。 
 

 競争的研究費 公的機関からの

受託・請負 

民間からの 

受託・共同研究厚生労働省 文部科学省 その他 

主任研究者 14 件 15 3 10 15

分担研究者 17 件 1 0 4 0

研究費額 226 百万円 50 21 56 26
 
 個々の研究内容及び研究成果の発表については、プ

ログラム/センターからの報告(p.6～28)や、研究成果

の発表(p.30～77)を参照されたい。研究成果の発表実

績の一部を下表にまとめる。 
 

原著論文 学会発表(招待講演) 学会発表(一般演題)

英文 和文 国際学会 国内学会 国際学会 国内学会

119 20 31 68 47 179 
 
 研究の成果を社会に還元し、皆様の健康づくりに役

立てていただけるよう、新たに設置した情報センター

(情報部門)及び国際産学連携センター(対外部門)、並

びに事務部業務課が中心となって、ホームページ等を

介した情報提供、NR 事業、セミナー(一般及び専門

家向け)、研究所の公開等を行った。NR 事業として

は、平成 18 年 6 月には第 3 回の NR 認定試験を行い、

合計で約 1,900 名の NR を世に送り出すとともに、有

資格者へのフォローアップ研修の充実を図った。専門

家を対象としたセミナーとしては、平成 20 年度から

新しい医療制度構造改革の一環として開始される特定

健診・保健指導を効果的に行い、その科学的評価を行

う基盤をつくるために、都道府県等の健康・栄養調査

手法の標準化、平成 18 年夏に新しく発表された｢運動

指針･エクササイズガイド 2006｣等にタイムリーに対

応したセミナーを主催した。 
 若手研究者の育成という観点からは、お茶の水女子

大学、東京農業大学、女子栄養大学、早稲田大学との

連携大学院や、全国の管理栄養士を養成する大学・大

学院での特別講義等を通じて、"ネットワーク型"の人

材育成を着々と進めている。また、国際協力について

もアジア諸国における栄養関係の研究所との連携を中

心に、研究ネットワークの構築を進めている。 

(2) 評価委員会 
1) 外部評価委員会 
 下記の 9 名の委員により構成される国立健康･栄養

研究所外部評価委員会については、平成 18 年 6 月 1
日(木)(平成 17 年度業務実績事後評価)、平成 19 年 3
月 23 日(金)(平成 19 年度計画事前評価)を行った。 

【委員】 
五十嵐脩 (茨城キリスト教大学教授)(委員長) 
伊藤裕 (慶応義塾大学医学部教授) 
逢坂哲彌 (早稲田大学理工学術院教授) 
加賀谷淳子 (日本女子体育大学客員教授) 
加藤則子 (保健医療科学院研修企画部長) 
川島由起子 (聖マリアンナ医科大学病院栄養部長) 
林徹 ((独)農業･食品産業技術総合研究機構

食品総合研究所長) 
豊田正武 (実践女子大学教授) 
三保谷智子 (女子栄養大学出版部書籍編集課長) 

2) 内部研究業務評価委員会 
 下記により構成される国立健康･栄養研究所内部研

究業務評価委員会については、平成 18 年 12 月 7 日

(木)にプログラム/センター中間報告会を行い、平成

19 年 3 月 29 日(木)には年度事後評価を行った。 
【委員】 
芝池伸彰 (理事) (委員長) 
吉池信男 (研究企画評価主幹) 
佐々木敏 (栄養疫学プログラムリーダー) 
田畑泉 (健康増進プログラムリーダー) 
門脇孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 
江崎治 (基礎栄養プログラムリーダー) 
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山田和彦 (食品保健機能プログラムリーダー) 

(3) 研究所主催･共催セミナー 
1) 第 8 回独立行政法人国立健康･栄養研究所主催 

一般公開セミナー 
主題: 健康づくりと「健康食品」 
日時: 平成 19 年 2 月 17 日(土) 
場所: よみうりホール(東京都千代田区) 
主催: 独立行政法人国立健康･栄養研究所 
共催: 栄養情報担当者(NR)協会 
後援: 厚生労働省、文部科学省、東京都、千代田区、

独立行政法人国民生活センター、社団法人日本

医師会、社団法人日本栄養士会、財団法人健

康･体力づくり事業財団、NPO 法人日本健康運

動指導士会 
賛助企業: アサヒ飲料株式会社、アピ株式会社、大塚

製薬株式会社、花王株式会社、キャドバリー･

ジャパン株式会社、中外製薬株式会社、株式会

社ディーエイチシー、日清オイリオグループ株

式会社、日本豆乳協会、ニュースキンジャパン

株式会社、ハウス食品株式会社、不二製油株式

会社、三基商事株式会社、株式会社ミツカング

ループ本社、株式会社ヤクルト本社、株式会社

リコム 
プログラム: 
研究所の活動報告（吉池信男） 

（講演 1） 健康情報のウソ、ホント(佐々木敏) 
（講演 2） ｢健康食品」とのつきあい方 (梅垣敬三) 
（講演 3） 健康づくりのコツ～食事編～(由田克士) 
（講演 4） 健康づくりのコツ～運動･休養編～(宮地元

彦) 
(講演 5） かしこく使う「健康食品」(パネルディスカ

ッション) 
座長: 芝池伸彰、山田和彦 
パネリスト: 

宗林さおり((独)国民生活センター商品テス

ト部調査役)、三橋清治(三橋健康 Care Club
主幹、NR)、田口素子(日本女子体育大学講

師)、毛利好孝(兵庫県龍野保健所長) 

2) 研究所主催専門家向けセミナー 
①健康・栄養調査技術研修セミナー～はじめの一歩か

ら実践・応用まで～ 
日時: 平成 18 年 8 月 24 日（木）、26 日（金） 
場所: 国立健康・栄養研究所共用第一会議室 
協力: 厚生労働科学研究事業「都道府県等の生活習慣

病リスク因子の格差及び経年モニタリング手法

に関する検討」研究班 
プログラム： 

（講義 1） 食事調査法の概要（佐々木敏） 
（講義 2） 効果的な食事調査を行うための準備（由田

克士） 
（講義 3） 食事調査を行う上での留意点～食品読替、

外食取扱、調理コードの考え方～ 
    （名古屋女子大学 今枝奈保美） 
（演習 1） 調査票を使った食事調査のデータ処理（由

田克士、今枝奈保美） 

（講義 4） 調査結果の解釈・活用のイロハ～DRIs を活

用した個人へのﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸと地域評価のため

に～（国立保健医療科学院 横山徹爾） 
（講義 5） メタボリックシンドロームの判定を中心と

した検査項目の基準（吉池信男） 
（講義と実技 1）調査方法の精度管理とその意義（腹

囲等身体状況編）（中京女子大学 甲田道

子） 
（講義と実技 2）調査方法の精度管理とその意義（食

事調査編）（由田克士） 
（講義 6） 平成 18 年度国民健康・栄養調査のトピック

ス～運動基準・エクササイズガイドを踏ま

えて～（田畑 泉） 
②第 11 回地域栄養指導者研修会パネルディスカッシ

ョン 
主題: 医療制度改革に伴う健診・保健指導のあり方と

市町村栄養士の役割 
日時: 平成 18 年 9 月 12 日（火） 
場所: 全社連研修センター（東京都港区） 
主催: 社団法人全国保健センター連合会、独立行政法

人国立健康・栄養研究所 
プログラム: 座長・コーディネーター 吉池信男 

国の立場から（厚生労働省健康局 清野富久

江） 
研究教育の立場から（浜松医科大学 尾島俊

之）（宮地元彦）  
市町村保健師の立場から（埼玉県狭山市保健

センター 有原一江） 
管理栄養士・栄養士の立場から（日本栄養士

会全国行政栄養士協議会 迫和子） 
③「健康づくりのための運動基準」、「健康づくりのた

めの運動指針」に関するセミナー 
主題: 新しい健康づくりのための運動基準，エクササ

イズガイドの考え方とその展開～新しい保健指

導，健康づくり対策に向けて～ 
日時: (1)平成 18 年 11 月 19 日（日）、(2) 平成 18 年

11 月 23 日（木）、(3) 平成 18 年 12 月 17 日

（日） 
場所: (1)福岡大学（福岡市城南区）、(2)仙台大学（宮

城県柴田郡柴田町）、(3)東京医科大学（東京都

新宿区) 
主催: 厚生労働省、独立行政法人国立健康・栄養研究

所、NPO 法人日本健康運動指導士会、社団法

人日本栄養士会 
共催: 福岡大学、仙台大学、東京医科大学 
プログラム: 進行・コーディネーター 田畑泉 

最近の厚生労働省施策の動向について（厚生

労働省健康局 石井安彦） 
健康づくりのための運動基準 2006～身体活

動・運動・体力～について（田畑 泉） 
健康づくりのための運動指針 2006（エクササ

イズガイド 2006）について 
（福岡会場：福岡大学スポーツ科学部 田中

宏暁） 
（仙台会場：国立長寿医療センター 太田壽

城） 
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（東京会場：東京医科大学 下光輝一） 
運動基準・運動指針の保健指導への生かし方

（宮地元彦） 
食事との関連から運動基準・運動指針を考え

る（吉池信男） 
④管理栄養士養成施設の専門分野別担当教員を対象に

したファカルティデベロップメント（ＦＤ） 
日時: 平成 18 年 11 月 3 日～5 日（熱海） 
主催: 独立行政法人国立健康・栄養研究所、社団法人

日本栄養士会、社団法人全国栄養士養成施設協

会 
プログラム: コーディネーター 吉池信男 

（基調講演）公衆栄養学と管理栄養士養成（お茶の水

女子大学生活科学部 山本茂） 
（講演 1） 最近の栄養に関わる行政施策の動向と管理

栄養士の役割 厚生労働省健康局 清野富

久江） 
（講演 2） 運動基準、運動指針（エクササイズガイ

ド）の基本的な考え方と今後の展開（田畑

泉） 
（講演 3） ｢公衆栄養｣の｢公｣と｢衆｣（public）を考える 

～  WHO Global Strategy on Diet, Physical 
Activity and Health"(DPAS) から学ぶ～（吉

池信男） 
（講演 4） 食事調査とそのデータ活用の考え方（由田

克士） 
（講演 5） 公衆栄養活動とソーシャルマーケティング 

（女子栄養大学栄養学部 武見ゆかり） 
（グループワーク・発表）(1)食事摂取基準の正しい理

解のために、(2)行政施策の動向と管理栄養

士の教育への導入について、(3)食事調査と

そのデータ活用を正しく理解するための教

育方法について、(4)地域に密着した公衆栄

養活動及び研究について 

(4) 意見交換会 
1) 国立保健医療科学院 
 日時: 平成 18 年 7 月 20 日(木) 
 議題: 保健医療従事者への研修、人材育成等の協力

について 
2) 社団法人全国栄養士養成施設協会 
 日時: 平成 18 年 9 月 22 日(金) 
 議題: 管理栄養士等の人材育成について、栄養情報

担当者（NR）制度について 
3) 国立医薬品食品衛生研究所安全情報部 
 日時：平成 18 年 11 月 20 日(月) 
 議題：「健康食品」等の安全性情報の発信、危機管

理に係る協力について 
4) 独立行政法人農業･食品産業技術総合研究機構食

品総合研究所 
 日時: 平成 18 年 12 月 18 日(月) 
 議題: 組織体制の変更と今後の研究方向、新プロジ

ェクト研究の紹介と今後の連携について 
5) 社団法人日本栄養士会 
 日時: 平成 19 年 2 月 16 日(金) 

 議題: 組織、研究･事業計画の紹介と今後の協力に

ついて 
6) 社団法人日本フィットネス産業協会 
 日時: 平成 19 年 3 月 15 日(木) 
 議題: 組織、活動内容の紹介と今後の協力について 

(5) 研究倫理審査委員会 
 研究倫理審査委員会の各部会において、以下のとお

り、研究計画の倫理的適切性等を審査した。 
1) ヒトゲノム･遺伝子解析研究部会 
・「新規の遺伝子多型解析法を用いた佐久コホートに

於ける肥満治療介入研究」 
2) 実験動物研究部会 
・糖代謝に及ぼす身体活動の影響 
・血管内皮細胞と膵β細胞における IRS-2 の役割につ

いて 
・細胞内脂肪蓄積による生活習慣病発症機序の解明 
・血糖値を調節する新規転写因子の機能解析 
・黒糖抽出液の脂肪細胞分化および脂肪蓄積に及ぼす

影響 
・肝臓における脂質代謝･合成の制御による生活習慣

病予防法の開発 
・食品の機能性と機能性成分の役割の解明 
・個体特性に着目した大豆イソフラボンの骨粗鬆症予

防効果に関する研究 
・筋萎縮発症機序の解明 
・運動による生活習慣病予防機序の解明 
・葉酸の生体利用性の実験 
・健康食品の評価系の構築と規格基準の設定に関する

基礎的実験 
・視床下部腹内側核破壊動物の肥満病態に関する研究 
・熱産生における脳および消化管ペプチドの役割 
・睡眠とエネルギー代謝調節の脳機構の研究 
・ニュートリゲノミクスを用いた非タンパク性アミノ

酸の多機能解析 
3) 疫学研究部会 
・日本人の無機質必要量に関する基礎的研究 
・介護保険施設における栄養ケア･マネジメントの有

効性評価に関する調査(質問票調査) 
・生活習慣病予防のための介入研究･生活習慣病一次

予防に必要な身体活動量･体力基準値策定を目的と

した大規模介入研究 
・日常生活における活動後の代謝亢進が総エネルギー

消費量におよぼす影響 
・閉経後女性におけるビタミン K の機能性評価に関

する研究 
・一過性の肉体的あるいは精神的負荷によって生じる

疲労の回復過程における非特異性免疫能と心臓自律

神経バランス変動に関する検討 
・若年女性を対象としたエクオール含有食品の継続摂

取による安全性の検討 
・健康志向に基づく食品(とくにビタミンの E 含有食

品)摂取状況に関するアンケート 
・生体内タウリン動態と体脂肪蓄積に関する研究 
・保育所栄養士における食育の効果についての調査研
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究 
・加速度計を用いた身体活動強度の推定法に関する検

討 
・第 2 回栄養関連学科女子学生の栄養と健康に関する

多施設共同型観察疫学研究 
・親子のサプリメント使用に関するアンケート調査 
・地域における障害者の栄養管理に関する調査研究 
・健診機関におけるメタボリックシンドロームリスク

の出現頻度の推計に関する検討 
・安定同位対比による栄養状態評価に関する基礎研究 
・各種年代･活動レベルの対象における身体活動量の

把握及び簡易な身体活動量調査方法の評価に関する

研究 
・公衆浴場を活用した健康づくりで用いる教材開発な

らびに教育効果の評価に関する検討 
 
【研究倫理審査委員会－ヒトゲノム･遺伝子解析研究部

会委員名簿】 
芝池伸彰 (理事、委員長) 
稲葉裕 (順天堂大学教授) 
後藤田貴也 (東京大学医学部附属病院助教授) 
佐々木和枝 (前お茶の水女子大学附属中学校副校

長) 
吉池信男 (研究企画評価主幹) 
佐々木敏 (栄養疫学プログラムリーダー) 
門脇孝 (臨床栄養プログラムリーダー) 
江崎治 (基礎栄養プログラムリーダー) 
横尾年裕 (事務部長) 

(6) 栄養情報担当者（NR） 
1) 栄養情報担当者認定試験 
 日時: 平成 18 年 6 月 17 日(日) 
 場所: 共立薬科大学(東京都港区) 
      明治学院大学(東京都港区) 

    関西大学(大阪府大阪市北区) 
 受験者数: 2,063 名 
  合格者数: 1,177 名 
2) 栄養情報担当者認定試験受験資格確認試験 
 日時: 平成 18 年 11 月 12 日(日) 
 場所: 共立薬科大学(東京都港区) 
    関西大学(大阪府大阪市北区) 
 受験者数: 283 名 
 合格者数: 144 名 
3) 栄養情報担当者(NR)研修会の開催 
 大阪会場: 平成 18 年 10 月 1 日(日) 
 東京会場: 平成 18 年 10 月 7 日(土) 
 福岡会場: 平成 18 年 11 月 18 日(土) 
 名古屋会場: 平成 18 年 12 月 2 日(土) 
 岡山会場: 平成 18 年 12 月 10 日(日) 
 仙台会場: 平成 18 年 12 月 17 日(日) 

 東京(追加): 平成 19 年 3 月 25 日(日) 
4) その他 
①NR 養成施設との意見交換会 
 日時: 平成 19 年 3 月 20 日(火) 
 参加施設数: 21 施設(養成講座指定数 31 施設) 
 議題: NR 制度の今後の方向性について 
②NR 制度あり方検討会準備打合会 
  日時: 平成 19 年 3 月 23 日(金) 
 議題: NR 制度あり方検討委員会について 

(7) 連携大学院 
1) 国立大学法人お茶の水女子大学 
2) 東京農業大学大学院 
3) 女子栄養大学大学院 
4) 早稲田大学スポーツ科学学術院 
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2．研究･業務の進捗及び成果の概要 

Ⅰ．栄養疫学プログラム 
 
 

(1) プログラムの概要 
1) プログラムの目標 
 栄養疫学に関する基礎ならびに応用研究を行ない、

日本人の食生活の多様化と健康への影響を明らかにす

ることを目的とする。具体的には、国民健康･栄養調

査の集計業務を担当するとともに、結果の質の向上を

めざした環境整備や基礎研究を行なう。また、食事摂

取基準の次期改定において必要とされる学術的資料を

作成するとともに、そのための基礎研究を行なう。 
2) 年度計画 
A. 国民健康･栄養調査プロジェクト 
 国民健康･栄養調査の集計業務を担当する。従来に

もまして適切な結果が得られるよう、調査精度の向上

や技術的･学術的なレベルアップに対応できるよう、

取り組む。従来からの調査に関わるルーチンの集計業

務に加え、本調査に求められている様々な事柄につい

て、その質的な向上を図るための、調査･研究等を実

施する。また、都道府県、政令市、中核市、特別区等

に勤務する行政栄養士を中心に関連業務に関わる支援

業務を行う。 
B. 食事摂取基準プロジェクト 
 2004 年から 2006 年の間に発表された『食事摂取基

準』に関連する学術論文を収集するともに、『日本人

の食事摂取基準(2005 年版)』の英語訳を作成し、諸

外国の関係者に配布する。また、次期改定の資料とし

て重要と考えられる、①エネルギー等摂取量の申告誤

差に関する現象の詳細、②鉄･食物繊維等摂取量の健

康影響に関する栄養疫学研究を行なう。 
C. 生体指標プロジェクト 
 ミネラル、ビタミン K、ビタミン D、大豆イソフラ

ボンの栄養生理学的意義を明らかにするとともに、こ

れらの血中及び尿中濃度(生体指標)の定量システムを

確立する。また、ニュートリゲノミクスにより、新規

生体指標の開発を目指す。 
3) 研究業務概況 
A. 国民健康･栄養調査プロジェクト 
 平成 17 年国民健康･栄養調査の基本集計表一式を平

成 18 年 8 月 18 日に、厚生労働省健康局総務課生活習

慣病対策室へ提出した。また、行政栄養士を対象とし

た技術研修会を開催した。 
B. 食事摂取基準プロジェクト 
 次に掲げる業務ならびに研究を行なった:①『食事

摂取基準』に関連する学術論文の収集、②『日本人の

食事摂取基準(2005 年版)』の英語訳、③日本人若年

女性を対象とした栄養素摂取量の申告誤差の要因、な

らびに、鉄摂取量･食物繊維、水、マグネシウム摂取

量の健康影響に関する栄養疫学研究。 
C. 生体指標プロジェクト 
 次に掲げる研究を行なった:①大豆イソフラボンの

栄養生理学的意義に関する研究、②ビタミン K の栄

養生理学的意義に関する研究、③ミネラルの出納に関

する研究、④時間分解蛍光免疫測定法による各種生体

指標測定法の確立、⑤その他。 
4) 構成メンバー 
プログラムリーダー: 
佐々木敏 (食事摂取基準プロジェクト) 
プロジェクトリーダー: 
由田克士 (国民健康･栄養調査プロジェクト) 
石見佳子 (生体指標プロジェクト) 
上級研究員: 
西牟田守、近藤雅雄、山内淳 
研究員: 
荒井裕介 (平成 19 年１月から) 
任期付研究員: 
宇津木恵 
特別研究員: 
野末みほ 
猿倉薫子 
客員研究員: 
太田篤胤 (城西国際大学) 
呉堅 (日清オイリオグループ株式会社研究所) 
吉武裕 (鹿屋体育大学) 
協力研究員: 
大久保公美 (女子栄養大学) 
千葉大成 (城西大学) 
那暁琳 (ハルピン医科大学) 
岩本珠実 (県立広島大学) 
大木和子 (昭和女子大学) 
佐藤七枝 (聖徳大学短期大学部) 
島田美恵子 (千葉県立衛生短期大学) 
児玉直子 (東京栄養食糧専門学校) 
森國英子、吉岡やよい、松崎伸江 
技術補助員: 
石井美子、大野尚子、福羅由美、鈴木洋子、 
村上健太郎、江崎潤子、井上絵里奈、小板谷典子、 
吉野亜紀 
事務補助員: 
嶺佳華 
研修生: 
江崎治朗 (広島大学) 
藤吉朗 (Mayo Clinic, USA) 
大友拓弥 (東京理科大学) 
脇村智子 (東京栄養食糧専門学校) 
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飯田礼子 (共立女子大学) 
川原恵 (東京家政大学) 
石塚梓 (東京家政大学) 

(2) プロジェクトの概要 
A【国民健康･栄養調査プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 

・当研究所の法定業務である国民健康･栄養調査の集

計業務を担当する。 
・国民健康･栄養調査等における調査精度の向上や技

術的･学術的なレベルアップに寄与できる調査･研究

等を実施する。 
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行

政栄養士を中心に関連する事柄について研修や情報

提供等の支援業務を行う。 
(目標) 
・国民健康･栄養調査の迅速かつ適切な集計 
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行

政栄養士を対象とした技術講習セミナーの開催 
・平成 18 年国民健康･栄養調査及び各自治体等が実施

する健康･栄養調査に関する適切に実施する関連し

た情報提供 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
●平成 17 年国民健康･栄養調査の集計 
・平成 17 年国民健康･栄養調査について、基本集計表

一式を平成 18 年 8 月 18 日に厚生労働省健康局総務

課生活習慣病対策室へ提出した。 
●平成 18 年国民健康･栄養調査の集計 
・平成 18 年国民健康･栄養調査については、各自治体

からの調査票の提出を確認後順次作業を開始してい

る。 
●健康･栄養調査技術講習セミナー等の開催  
・都道府県、政令市、中核市、特別区等に勤務する行

政栄養士を対象とした「健康･栄養調査技術講習セ

ミナー ～はじめの一歩から実践･応用まで～」を

平成 18 年 8 月 24 日･26 日に当研究所において開催

した。 
●平成 18 年国民健康･栄養調査及び各自治体等が実

施する健康･栄養調査に関する情報提供 
・研究所のホームページ上に平成 18 年国民健康･栄養

調査の適正な実施に資する情報提供を行った。同時

に保健所における調査員の研修に用いる教材や練習

問題についても公開した。 
・国民健康･栄養調査及び各自治体独自に実施する健

康･栄養調査等に関して、個別に技術支援を行った。 
・調査を担当した保健所の栄養士を対象としたアンケ

ート調査を実施し、本年度の支援業務の評価と次年

度以降の在り方等について情報収集を行った。 
●厚生労働省健康局総務課生活習慣病対策室との連携 
・平成 18 年国民健康･栄養調査の企画、各種調査票の

設計、食品番号表･調査必携の作成並びに担当者会

議等に関し、生活習慣病対策室と連携して対応した。 

●その他関連する請負業務等 
・厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課からの

請負業務として平成 16 年度より実施している食品

摂取頻度･摂取量調査(国民健康･栄養方式の栄養摂

取状況調査等を季節ごとに各 3 日間実施)を今年度

も全国 8 地域で調査を実施した。 

B【食事摂取基準プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
・2010 年に予定されている『日本人の食事摂取基

準』の改定の作業に先立ち、必要かつ有用な資料

(学術論文等)を収集、整理、解読し、改定の準備を

する。 
・『日本人の食事摂取基準』の改定に有用と考えられ

る基礎資料を栄養疫学的研究によって得るための調

査･研究等を実施する。 
(目標) 
・2004 年から 2006 年の間に発表された『食事摂取基

準』に関連する学術論文を収集すること。 
・『日本人の食事摂取基準(2005 年版)』の英語訳を作

成し、諸外国の関係者に配布すること。 
・エネルギー等摂取量の申告誤差に関する現象の詳細

を明らかにすること。 
・鉄、食物繊維等、『日本人の食事摂取基準(2005 年

版)』において日本人の知見が特に乏しい栄養素に

関して、日本人を対象とする栄養疫学研究を行ない、

その健康影響を明らかにすること。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
●『食事摂取基準』に関連する学術論文の収集 
・新しく提案された指標(目安量など)の活用方法に関

する基礎的検討などを中心に諸外国からの報告を系

統的に収集した。鉄、食物繊維等、いくつかの栄養

素についても最近の学術論文を中心に収集を行なっ

た。 
●『日本人の食事摂取基準(2005 年版)』の英語訳 
・『日本人の食事摂取基準(2005 年版)』のうち、特に

重要と考えられた章(総論、各論のエネルギー、概

要)を英語訳した。 
●『日本人の食事摂取基準(2005 年版)』に資するた

めの栄養疫学研究 
・日本人若年女性 353 人を対象として、栄養素摂取量

の申告誤差の要因に関する研究を行なった。24 時

間尿中排泄量を評価指標に用いて、たんぱく質、カ

リウム、ナトリウム摂取申告量の誤差が肥満度に強

く関連することを明らかにした。 
・日本人若年女性 417 人を対象として、鉄摂取量と鉄

欠乏製貧血との関連を検討した。鉄摂取量よりも生

理による経血量のほうが鉄欠乏製貧血に強く関連し

ていることを明らかにした。 
・日本人若年女性 3835 人を対象として、食物繊維、

水、マグネシウム摂取量と機能性便秘との関連を検

討した。食物繊維摂取量よりも水とマグネシウム摂

取量のほうが機能性便秘に強く関連している可能性
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を示した。 
・日本人若年女性 3931 人を対象として、食物繊維摂

取量と肥満度との関連を検討し、食物繊維摂取量が

肥満に予防的に働く可能性を示した。 

C【生体指標プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
・栄養素摂取量並びにその生体指標の収集を中心とし

た疫学研究及びミネラルとミネラルの代謝に関与す

る栄養素に着目し、その必要量に関する基礎的研究

を行ない、日本人の食事摂取基準のための基礎的資

料を作成する。また、新たな生体指標の確立を目指

す。 
(目標) 
・Mg、Ca、Na 等のミネラル、ビタミン K、ビタミン

D、大豆イソフラボンの栄養生理学的意義を明らか

にするとともに、これらの血中及び尿中濃度(生体

指標)の定量システムを確立する。 
・ニュートリゲノミクスにより、新規生体指標の開発

を目指す。 
・閉経後女性における食品成分と運動の併用効果に関

する研究の追試験を継続する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
●大豆イソフラボンの栄養生理学的意義に関する研究 
・閉経後女性を対象に、大豆イソフラボンの骨代謝に

対する有効性と安全性を評価し、1 年間の大豆イソ

フラボン配糖体の摂取(アグリコン換算 47mg/日)が

大腿骨近位部の骨量減少を僅かに抑制するとともに、

血中の性ホルモン濃度には影響を及ぼさないことを

示した。 
●ビタミン K の栄養生理学的意義に関する研究 
・閉経後女性を対象にビタミン K の介入試験を実施

し、骨代謝に関連する生体指標の評価を行なった。 

●ミネラルの出納に関する研究 
・栄研式キャリパー法で測定した Lean Body Mass 

(LBM)と DEXA 法による結果を比較したところ、

両者による測定結果に強い相関が認められたことか

ら、前者により LBM 当たりでのミネラル出納を評

価できることが示された。 
・ナトリウム(食塩)の摂取量とカルシウム及びマグネ

シウムの出納が相関することから、ナトリウム制限

はカルシウムとナトリウムの出納を負に傾けること

を示した。これらの点を考慮して、ミネラル(Na, K, 
Ca, Mg, P)の出納を維持する摂取量(平衡維持量)を

明らかにした。 
●生体指標の定量システム確立に関する研究 
・時間分解蛍光免疫測定法による各種生体指標の測定

系及び RIA 法によるビタミン D の定量システムを

確立するための準備を行なった。 
●新規生体指標の開発に関する研究 
・活性型ビタミン D である 1α,25(OH)2D3 が、遺伝

子発現を介さないノンジェノミックなシグナル伝達

に関与することを見出した。 
・ヘムタンパク質の出発物質である非タンパク性アミ

ノ酸をマウスに摂取させ、その多機能性をニュート

リゲノミクスの手法を用いて解析したところ、935
遺伝子の発現が変化した。 

●閉経後女性における食品成分と運動の併用効果に関

する研究 
・大豆イソフラボンの摂取と運動の一年間の併用が、

閉経後女性の大腿骨骨密度の低下及び体脂肪量の増

加を有意に抑制することを明らかにした。運動はウ

オーキングを採用し、週 3 回、45 分/回(9Mets･時/
週)の実施が有効であることが示された。また、介

入を中止して一年後の追跡調査を行なった。 
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Ⅱ．健康増進プログラム 
 
 

(1) プログラムの概要 
1) プログラムの目標 
中期計画に関係する事業 
・生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に関

する研究を行うこと。 
・運動･身体活動による生活習慣病予防、運動と食事

指導の併用を行った場合の効果等について、実験的、

疫学的調査研究を行う。これにより「健康づくりの

ための運動基準」と「健康づくりのための運動指針

(エクササイズガイド)」及び「日本人の食事摂取基

準」を改定するための科学的根拠の提示を行う。 
2) 年度計画 
・「健康づくりのための運動基準 2006」及び「健康づ

くりのための運動指針 2006(エクササイズガイド

2006)」策定に関するシステマティックレビューを

行う。 
・運動基準とエクササイズガイドの普及･啓発のため

の研究･活動を行う。 
・運動基準やエクササイズガイドで示された運動･身

体活動量の妥当性の検討を行う。 
・メタボリックシンドローム解消のための身体活動･

運動指導マニュアル策定に関する検討を行う。 
・介護予防と動脈硬化予防を両立させる筋力トレーニ

ングの実施法の検討を行う。 
・身体活動と食事由来成分の併用効果により、閉経後

女性の骨密度への影響を明らかにする。 
・成人、高校生、幼児を対象に身体活動量の評価法に

関する研究を質問紙法、加速度計、二重標識水法を

用いて行う。 
・エネルギー代謝の変動要因に関する研究を行う。 
・身体疲労指標に関する研究に関する研究を行う。 
・睡眠の機序に関する研究を行う。 
3) 研究業務概況 
・生活習慣病発症と身体活動量･運動量･体力に関する

システマティックレビューを行い、「健康づくりの

ための運動基準 2006」及び「エクササイズガイド

2006」の策定に貢献した。 
・運動所要量ワーキンググループ(厚生労働省健康局 

以下同じ)、運動指針小委員会、運動所要量･運動指

針の策定委員会に委員として参加し、これらの厚生

労働省の運動施策の推進に寄与した。 
・運動基準とエクササイズガイド 2006 の説明会(独立

行政法人 国立健康･栄養研究所主催及び他団体主催

を含む)の講師として全国に赴き、それらの普及･啓

発のために貢献した。運動基準 2006 とエクササイ

ズガイド 2006 の普及定着のために「新しい運動基

準･運動指針普及定着ガイド」を発行した。 
・運動基準やエクササイズガイドで示された運動･身

体活動量の妥当性を検討するための大規模前向き研

究実施ためのシステム、指導マニュアル、測定評価

法の確立を終え、調査を開始した。 

・健康運動指導士がエビデンスに基づいた身体活動･

運動指導を行うための研究論文データベースを、健

康･体力づくり事業財団と協力して作成した。これ

らのデータベースは厚生労働省が委託し健康･体力

づくり事業財団が運営する「健康ネット」に公開さ

れた。 
・メタボリックシンドロームの改善のための標準的な

身体活動･運動指導マニュアルを構築し、フィール

ドでの効果を検証中である。 
・介護予防と動脈硬化予防を両立させる筋力トレーニ

ングの効果的実施方法として有酸素トレーニングと

の併用が効果的であることを示した。また、緊張力

維持法(スロトレ)の効果を検討した。 
・身体活動(ウオーキング)とイソフラボンの併用効果

により閉経後女性の大腿骨頸部の骨密度の低下が予

防されることを明らかにした。 
・60 名の成人を対象に加速度計法を用いて 15 種の身

体活動(運動、家事など)の強度の評価法を確立する

ことを目的に 3 種類の加速度計の評価を行った。 
・JALSPAQ 等の既存の質問紙や運動基準･食事摂取基

準のための質問紙、および上記で検討する加速度計

を使って、二重標識水法とあわせて、日常生活にお

ける身体活動量の妥当性を検討した。 
・約 3 ヶ月間のレジスタンストレーニングは脂質酸化

能に影響を与えないことを明らかにした。 
・自律神経バランスの変動を用いた休養･疲労に関す

る研究の基礎として、自律神経バランスに及ぼす生

理周期の影響を心拍スペクトル解析によって明らか

にした。 
・麻酔ラットにおいて視床下部視索前野の GABA 受

容機構を阻害すると睡眠脳波の典型であるデルタ波

が誘起されること睡眠機構との関係を明らかにした。 
4) 構成メンバー 
プログラムリーダー: 
田畑 泉 
プロジェクトリーダー: 
宮地元彦 (運動ガイドラインプロジェクト) 
田中茂穂 (エネルギー代謝プロジェクト) 
上級研究員: 
柏崎 浩、高田和子、熊江 隆、大坂寿雅 
特別研究員: 
谷本道哉、高橋佳子、大河原一憲(平成 19 年 1 月よ

り) 
流動研究員: 
呉 泰雄 
客員研究員: 
山川純 
石田良恵 (女子美術大学) 
木村靖夫 (佐賀大学) 
川中健太郎 (新潟医療福祉大学) 
真田樹義 (早稲田大学) 
井上修二  (共立女子大学) 
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協力研究員: 
町田修一 (早稲田大学) 
薄井澄誉子 (早稲田大学) 
山本健太 (早稲田大学) 
二見順 (東日本国際大学) 
別所京子 (鎌倉女子大学短期大学部) 
小林優子 (杏林大学保健学部) 
技術補助員: 
岩崎芽生、大森由美、黒瀬苗子、河野寛、小暮寛子、

引原有輝、田中祥子、坂田晶子、亰須薫、阿部瑞恵、

吉田美代子、山田陽未 
研修生: 
藤本恵理 (早稲田大学) 
高橋恵理 (早稲田大学) 
丸藤祐子 (早稲田大学) 
内山恵梨子 (昭和女子大学) 
山本祥子 (昭和女子大学) 
千田英子 (昭和女子大学) 
山田直子 (エームサービス) 
古沢剛 (YMCA 高等学院) 
田栗恵美子 (お茶の水女子大学) 
曹筱琤 (お茶の水女子大学) 
三宅理江子 (県立広島大学) 
鈴木洋子 (共立女子大学) 
小山有布 (共立女子大学) 
塚本絢子 (共立女子大学) 

 

(2)プロジェクトの概要 
A【運動ガイドラインプロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
 厚生労働省の運動施策の中心である「健康づくりの

ための運動基準」と「健康づくりのための運動指針

(エクササイズガイド)」の改定に必要なエビデンスに

関する調査研究を行うこと。 
(目標) 
・運動基準 2006 で示された身体活動量、運動量、体

力の基準の妥当性について検討するための、大規模

無作為割り付け介入研究を開始するための基礎研究

を実施する。 
・レジスタンストレーニングやその実施方法が生活習

慣病危険因子ならびに体力指標に及ぼす影響に関す

る研究を実施する。 
・健康運動指導士がエビデンスに基づいた運動指導を

行うための研究論文データベース作成を実施する。 
・栄養教育プログラムと協力し、佐久肥満克服プログ

ラムの身体活動量評価ならびに身体活動･運動介入

を行う。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・運動基準 2006 で示された身体活動量、運動量、体

力の基準の妥当性について検討するための大規模無

作為割り付け介入研究について、本年度は、被験者

割り付け管理ならびに研究支援システムの構築、3
次元加速度計による活動量計、身体活動改善カリキ

ュラム、食事調査･介入カリキュラムが完成した。

またベースライン測定を行う準備を行った。協力機

関の南部健康づくりセンターとともに被験者リクル

ートを開始し、ほぼ 200 名の予備検査を行った。平

成 19 年 3 月より、ベースライン測定を開始し、被

験者エントリーを開始した。 
・レジスタンストレーニングや、その実施方法が生活

習慣病危険因子ならびに体力指標に及ぼす影響に関

する研究のために、中年男性ボディビルダー･リフ

ターと健康一般男性を比較した横断研究を実施した

結果、中年ボディビルダー･リフターの動脈スティ

フネスが高いという好ましくない効果と、一方で、

四肢血流量が多く、体脂肪率が低いなどの好ましい

効果も見られた。また、新しい筋力トレーニング方

法の一つである緊張力維持法(スロトレ)の効果を検

討するために、37 名の健康男性を対象として、ス

ロトレ群、通常筋トレ群、対照群の 3 群を比較する

無作為割り付け介入研究を実施した結果、通常の筋

トレとは対照的に、スロトレは動脈スティフネスを

改善すること、通常筋トレとスロトレ群両方で四肢

血流量が増加することが示唆された。 
・健康運動指導士がエビデンスに基づいた身体活動･

運動指導を行うための研究論文データベースを、健

康･体力づくり事業財団と協力して作成した。国内

の多くの研究者の協力のもと、本年度は約 750 本の

論文の概要をまとめた。昨年度の約 700 本と併せて、

約 1450 本の論文データベースが構築できたのを受

け、健康体力づくり事業財団と協力して、平成 19
年 4 月より、本データベースをインターネット上で

公開し、運用を開始する予定である。 
・栄養教育プログラムと協力し、佐久肥満克服プログ

ラムの身体活動量評価ならびに身体活動･運動介入

を担当した。平成 18 年 7 月のベースライン測定か

ら約 9 ヶ月間の運動･身体活動量評価とその介入を

実施し、継続中である。 

B【エネルギー代謝プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
 厚生労働省の運動施策である「健康づくりのための

運動基準」と「健康づくりのための運動指針(エクサ

サイズガイド)」における身体活動量･運動量の把握に

関する調査研究と、栄養対策である「日本人の食事摂

取基準」における推定エネルギー必要量に関する調

査･研究を行う。 
(目標) 
 加速度計法や質問紙法による身体活動量評価法の検

討を目的に、様々な身体活動の強度を、DLW(二重標

識水法)を基準として加速度計で推定する方法を確立

する。 
・性･年齢階級･体格毎の基礎代謝推定法の再検討を行

う。 
・身体活動に伴う代謝亢進が総エネルギー消費量に及

ぼす影響を明らかにする。 
・レジスタンストレーニングが身体活動量や脂質代謝
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に及ぼす影響を明らかにする。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・15 種類の身体活動(運動、家事など)における活動

強度の評価法を確立することを目的に、約 60 名の

成人を対象として、4 種類の加速度計による評価法

の検討を行った。また、既存の加速度計については

妥当性の検討を、新しい加速度計については推定式

の作成を行った。加速度と活動強度との間に、歩行

と生活活動とで異なる関係式が得られた。また、歩

行を評価するためにつくられた既存の加速度計では、

生活活動をかなり過小評価することが明らかとなっ

た。 
・JALSPAQ 等の既存の質問紙や運動基準･食事摂取基

準のための質問紙、および上記で検討している加速

度計を使って、約 180 名の成人を対象に、DLW 法

とあわせて日常生活における身体活動量の妥当性を

検討するための測定を開始した。子ども(中学生･高

校生･幼児)についても、DLW 法や加速度計による

測定を実施した。 
・20 歳代女性 84 名の基礎代謝量を測定し、「日本人

の食事摂取基準(2005 年版)」で採用されている

1940 年代の女性の値と異なることを明らかにした。

また、ヒューマンカロリメーターを用いて測定した

睡眠時代謝量については、体格等からの推定誤差が

小さく、正確な測定に基づいた安静時代謝量(睡眠

時代謝量･基礎代謝量など)については、個人間差は

それほど大きくないことが示された。日本人肥満者

において、様々な推定式が基礎代謝量を過大評価す

ることも明らかとなった。 
・一般に、身体活動量が多い人においては、エネルギ

ー消費量や身体活動量が過小評価される傾向にある。

そこで、考えられる原因の一つとして、日常生活に

みられるような短時間の身体活動の繰り返しによる

代謝亢進が 1 日のエネルギー消費量に与える影響に

ついて、ヒューマンカロリメーターを用いて測定を

行った。その結果、総エネルギー消費量に対する寄

与は約 1％と小さいこと、ただし、値に個人差がみ

られ、その個人差は体力と関連することが明らかと

なった。 
・約 3 ヶ月間のレジスタンストレーニングが脂質酸化

能および日常の身体活動量に与える影響について、

介入前後に、ヒューマンカロリメーター、DLW 法、

基礎代謝量、加速度計法等の測定を実施した。現在

分析中であるが、ヒューマンカロリメーターにおけ

る呼吸商から推定した脂質酸化能については変化が

ないことを明らかにした。 

C【休養プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
 「健康づくりのための運動指針 2006(エクササイズ

ガイド 2006)」で示された身体活動･運動量の実施を

可能とするために、適切な休養の取り方に関する研究

を行う。 

(目標) 
・一過性の肉体的あるいは精神的負荷による身体疲労

あるいは精神疲労による非特異的免疫能と心臓自律

神経バランスの変動を測定し、測定データの解析方

法を確立する。 
・麻酔ラットを用いて視床下部における GABA の睡

眠等への関与について検討し、睡眠･覚醒状態を計

測･判定するシステムを確立する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・感染症防御に重要な非特異的免疫能の変動を休養の

客観的な指標とすることを目的に、身体活動が制限

される 21 日間の出納実験に参加した女子大学生を

被験者とし、血清オプソニン化活性とイムノグロブ

リン及びミエロペルオキシダーゼ濃度の変動を測定

した。イムノグロブリン濃度は出納実験中にほとん

ど変化せず、ミエロペルオキシダーゼ濃度は低下傾

向を示した。一方、血清オプソニン化活性は出納実

験中に増強し、イムノグロブリン濃度との間に相関

関係はない事を明らかとし、これらの成果を論文発

表した。 
・休養の基礎としての睡眠に着目し、主として精神的

疲労･ストレスを睡眠時の自律神経バランスの変動

から明らかとする研究を開始した。女子大学生を被

験者とし、心臓自律神経バランスを心拍スペクトル

解析により求め、睡眠時の自律神経バランスに及ぼ

す生理周期の影響を検討中である。すでに実験室内

での宿泊条件では生理周期の影響を明らかとするこ

とに成功しており、次の段階として通常の生活状況

下での検討を繰り返している。 
・客観的な疲労度指標の開発に関する研究の一部とし

て、血中逸脱酵素活性等の変動について検討を行っ

た。短時間の肉体的負荷として、別府大分毎日マラ

ソンに参加した 40 名の選手を被験者としてマラソ

ンレース前後での変動を検討し、発汗によると思わ

れる血液濃縮及び血中逸脱酵素の増加より筋肉への

大きな負担を明らかとし、論文発表した。 
・女子長距離選手(運動群)20 名と BMI で長距離選手

に近い体格の一般女子学生(対照群)21 名を選抜し

て被験者とし、主観的疲労度、血中逸脱酵素活性、

及び血液性状の変動を 6 ヶ月間検討した。主観的疲

労度を Profile of Mood States (POMS)と産業衛生の

自覚症状調べで検討した。対照群では調査中に心理

状況の改善が示唆され、対照群は運動群より血中逸

脱酵素活性が低値であり、鉄欠乏性貧血の特徴を示

した。運動群と対照群では、主観的疲労度と血中逸

脱酵素活性あるいは血液性状との間の相関関係が異

なっている事を明らかとし、これらの成果を論文発

表した。また、心理的ストレスによる影響を検討す

ることを目的とし、21 日間の出納実験が主観的疲

労度、血中逸脱酵素活性、及び血液性状に及ぼす影

響を女子学生 10 名で検討した。出納実験中に

POMS の緊張と混乱の項目は低下し、この出納実験

では精神的ストレスは無かったと思われる。血中逸

脱酵素活性に有意の変動はなかったが、血液性状は

有意に変動した。主観的疲労度と血中逸脱酵素活性
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あるいは血液性状より、疲労感がある時や全体的に

ネガティブな気分の時は身体活動量の低下を明らか

とし、これらの成果を論文発表した。 
・ラットの睡眠･覚醒状態を判定するシステムを立ち

上げた。GABA が視床下部視索前野では睡眠抑制

に働き、背内側野では睡眠促進に働いていることを

示唆する結果を得た。 
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Ⅲ．臨床栄養プログラム 
 
 
(1) プログラムの概要 
1) プログラムの目標 
 臨床栄養プログラムは、「重点調査研究に関する事

項」の「生活習慣病予防のための運動と食事の併用効

果に関する研究」に対応し、運動･身体活動による生

活習慣病の一次予防、食事と遺伝的因子の相互作用の

解明並びに運動と食事とによるテーラーメード予防法

に関して、ヒトを対象とした試験、動物や細胞等を用

いた研究を行う。近年、我が国において糖尿病患者は

増加の一途をたどり、罹患者数は約 740 万人を数える

に到っている。糖尿病は高齢者における主要な疾患で

あり、糖尿病に肥満･高脂血症･高血圧が合併するメタ

ボリックシンドロームは動脈硬化を促進し、心筋梗

塞･脳卒中のリスク増大を介して日本人の健康寿命を

短縮する最大の原因となっている。糖尿病などの生活

習慣病は、複数の遺伝因子に加えて環境要因が組み合

わさって発症する多因子病であり、その 1 つ 1 つの因

子は単独では生活習慣病を発症させる効果は弱いが、

複数の因子が組み合わさって生活習慣病を発症させる

と考えられている。また近年の我が国における糖尿病

患者数の急増については、日本人が欧米人に比し膵β

細胞のインスリン分泌能が低い(遺伝的素因)ために、

高脂肪食などの食事内容の欧米化や運動量の低下とい

った変化(生活習慣要因)による肥満･インスリン抵抗

性状態に対して、膵β細胞がこれを十分に代償できな

いことがその一因と考えられている。このような生活

習慣病の特性を踏まえて、本プログラムでは糖尿病や

動脈硬化症の発症･進展の遺伝的要因、環境要因並び

にその分子メカニズムを解明することを目標とする。 
2) 年度計画 
A. メタボリックシンドロームプロジェクト 
I. 各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討 
 既にインスリン抵抗性に関連することを明らかにし

ている遺伝子と食習慣との相互作用による肥満･メタ

ボリックシンドローム発症への影響を検討するため、

本年度は、新潟県新発田市の 700 名からなるコホート

対象者について、2 個以上のインスリン抵抗性関連遺

伝子多型の遺伝子型をタイピングする。その上でこれ

らの遺伝子の多型と各栄養素摂取量並びに身体活動量

を説明因子として、肥満度、血糖値、糖尿病発症の有

無などの従属変数をどのように説明しうるかを多変量

解析によって検討する。 
II. 基礎代謝に影響を与える遺伝素因の研究 
 インスリン抵抗性に関連することを明らかにし、基

礎代謝に影響を与える可能性のあるアディポネクチン

遺伝子、アディポネクチン受容体 1 および 2 遺伝子、

AMPKα2 サブユニット遺伝子、レジスチン遺伝子、

PPARγ2 遺伝子、β3 アドレナリン受容体遺伝子、

PGC-1 遺伝子について SNP(一塩基多型)のタイピン

グ法を最適化する。 

B. 栄養療法プロジェクト 
 高脂肪食がどのようにして糖尿病･メタボリックシ

ンドロームを惹起するかのメカニズムと糖質･脂質･エ

ネルギー比率からみた適切な生活習慣病の栄養療法の

あり方を検討する。 
I. 糖尿病の研究(インスリン分泌を中心に) 
 生理的濃度の遊離脂肪酸はインスリン分泌に必須で

あり、遊離脂肪酸は短期的にはグルコース応答性イン

スリン分泌を増加させるが長期的には低下させる。そ

の程度は膵ランゲルハンス島中の中性脂肪含量とよく

相関することが知られているが、どの程度の遊離脂肪

酸の負荷がインスリン分泌を抑制するのか、あるいは

どのような遊離脂肪酸がインスリン分泌抑制に作用す

るのかは不明である。そこで本プロジェクトでは私共

が遺伝子操作によって作製した 2 型糖尿病モデル動物、

肥満モデル動物を使用し、種々の脂肪量･脂肪酸構成

の餌を与え、脂肪量、脂肪酸構成のインスリン分泌に

与える影響について検討する。 
II. メタボリックシンドロームの研究(インスリン抵抗

性を中心に) 
 平成 17 年に策定されたメタボリックシンドローム

の診断基準では腹囲の増加、すなわち肥満がその診断

に必須な項目となっている。肥満の原因として脂肪摂

取量の増加が上げられるが、その原因としては脂肪以

外の栄養素が門脈を経て肝臓で代謝されるのに対し、

脂肪酸(特に長鎖脂肪酸)はリンパ管を経由して全身を

循環するため脂肪組織に蓄積されやすいこと、摂取し

た過剰な糖質や蛋白質は脂肪に変換するためにエネル

ギーを消費するのに対し、脂肪は余分なエネルギーを

消費せず、直接脂肪組織に蓄積されることなどが考え

られる。また脂肪の質によっても肥満の程度は異なり、

近年その摂取量が増加している飽和脂肪酸は不飽和脂

肪酸に比べ、肥満を発症しやすいことが報告されてい

る。そこで本プロジェクトでは、私共が遺伝子操作に

よって作製したインスリン抵抗性モデル動物、2 型糖

尿病モデル動物、肥満モデル動物を使用し、種々の脂

肪酸構成の餌を与え、脂肪量全体の全エネルギーに占

める適切な量、あるいは各脂肪酸の適切な割合などに

ついて検討する。 
3) 研究業務概況 
A. メタボリックシンドロームプロジェクト 
I. 各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討 
・新潟県新発田市の地域住民 700 名のコホート対象者

について、これまでに明らかにした日本人 2 型糖尿

病感受性遺伝子多型について迅速にタイピングでき

る環境を整備する。 
・日本人 2 型糖尿病感受性遺伝子のうち、インスリン

抵抗性に関与する遺伝子の多型について遺伝子型を

決定する。 
・日本人 2 型糖尿病感受性遺伝子のうち、インスリン
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抵抗性に関与する２個の遺伝子と食習慣との相互作

用を解析する。 
・新規に 2 個以上のインスリン分泌低下の感受性遺伝

子を明らかにする。 
II. 基礎代謝に影響を与える遺伝素因の研究 
・8 個の日本人 2 型糖尿病感受性遺伝子について多型

のタイピング法を最適化する。 
B. 栄養療法プロジェクト 
I. 糖尿病の研究および、II．メタボリックシンドロ

ームの研究 
・2 型糖尿病モデル動物、肥満モデル動物と高脂肪食

に関して； 
モデル動物としてグルコース応答性インスリン分泌

(GSIS)低下を認めるが、糖尿病は発症しない膵β

細胞特異的グルコキナーゼへテロ欠損マウス

(Gck+/-マウス)を使用した。洋食に相当する高脂肪

食(HF; high fat diet)と、伝統的な和食を模した高炭

水化物食(HC; high carbohydrate diet)を投与した。脂

肪含量は HC は 4.0％、HF は 32％とした。 
・高脂肪食負荷とインスリン抵抗性に関する解析； 

Gck+/-マウス、野生型マウスとも 20 週間の HF 負

荷によって HC 負荷群と比較して有意な肥満と高

FFA 血症をきたしたが、インスリン抵抗性悪化の程

度に関しては同等であった。 
・高脂肪食負荷とインスリン分泌に関する解析； 
糖負荷試験で、HF 負荷野生型マウスは代償性高イ

ンスリン血症によりほぼ正常な耐糖能を維持したの

に対し、HF 負荷 Gck+/-マウスは代償性高インスリ

ン血症を欠き、耐糖能が悪化して糖尿病を発症した。

膵組織像では膵島増大が認められず、膵β細胞増殖

能は低下していた。単位膵β細胞あたりの GSIS に

関しては、HC 負荷群に比較して HF 負荷群では、

Gck+/-マウス･野生型マウスともに低下を認めた。 
・高脂肪食負荷と代償性膵β細胞過形成に関する解

析； 
膵島の DNA チップ解析では、HF 負荷野生型マウ

スと比較して HF 負荷 Gck+/-マウスでは、IRS-2 の

発現が-25 倍と最も減少していた。蛋白レベルでも

HF 負荷 Gck+/-マウスの膵島では IRS-2 の発現上昇

を欠くことを確認した。 
・高脂肪食負荷と IRS-2 に関する解析； 

膵β細胞 IRS-2 過剰発現マウスを作出し、Gck+/-マ
ウスと交配した。膵β細胞に IRS-2 を補充した HF
負荷 Gck+/-マウスでは、膵β細胞増殖能の回復と

膵島増大が認められ、単位膵β細胞あたりの GSIS
に変化はなかったが、個体レベルでの耐糖能が部分

的に改善した。 
4) 構成メンバー 
プログラムリーダー: 
門脇 孝 
プロジェクトリーダー: 
原 一雄 (メタボリックシンドロームプロジェ

クト) 

窪田直人 (栄養療法プロジェクト) 

研究員:  
窪田哲也 (任期付研究員) 
特別研究員: 
大石由美子 (平成 19 年 3 月まで) 
客員研究員: 
野田光彦 (国立国際医療センター研究所･内分泌

代謝･臨床検査部長) 
協力研究員: 
眞鍋一郎 (東京大学大学院医学系研究科循環器

内科) 
窪田直人 (東京大学大学院医学系研究科糖尿病

代謝内科) 
原 一雄 (東京大学大学院医学系研究科糖尿病

代謝内科) 
松下由実 (国立国際医療センター研究所･国際臨

床研究センター･国際保健医療研究部

国際疫学研究室長) 
研修生: 
高本偉碩 (東京大学大学院医学系研究科糖尿病

代謝内科) 
泉 和生 (財団法人国際協力医学研究振興財団) 
加藤昌之 (財団法人国際協力医学研究振興財団) 
中嶌美晴 (東京大学大学院医学系研究科糖尿病

代謝内科:平成 19 年 3 月まで) 
笹本さやか (東京大学大学院医学系研究科糖尿病

代謝内科:平成 18 年 7 月から) 
技術補助員: 
三木裕子 (平成 18 年 4 月まで)、 
藤田りつ子 (平成 18 年 9 月から) 
事務補助員: 
小野祐子 (平成 18 年 6 月まで)、 
河野小由紀 (平成 18 年 6 月から) 

 

(2)プロジェクトの概要 
A【メタボリックシンドロームプロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
 生活習慣病を効果的に予防するためには、生活習慣

病の根本的な分子病態に立脚した生活習慣への介入が

必須である。メタボリックシンドロームは内臓脂肪の

蓄積が第一義的な原因であるが、近年の内外の研究に

より脂肪細胞で産生･分泌されるアディポカイン(特に

アディポネクチン)が内臓脂肪の蓄積によって質的･量

的に変化することがインスリン抵抗性や糖尿病を引き

起こしていることが明らかになってきている。そこで、

食事療法･運動療法のアディポカインに対する影響を

検討し、生活習慣病の予防の観点から最も食事･運動

療法によってメリットがある対象者をスクリーニング

する方法の開発や、最適な食事･運動療法プログラム、

テーラーメード食事･運動療法を開発していくことも

本来の業務として重要な研究であると考える。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
●各栄養素摂取量と遺伝子多型の相互作用の検討 
 インスリン抵抗性遺伝子と食習慣などの環境因子と

の相互作用による肥満･メタボリックシンドローム発
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症への影響の有無を検討するために、新潟県新発田市

の 700 名のコホート対象者のほぼ全員について、2 個

のインスリン関連遺伝子多型(PPARγ遺伝子 Pro12Ala
多型、アディポネクチン遺伝子 SNP276 多型)につい

てタイピングを終了し遺伝子型を決定した。新潟県新

発田市のコホート対象者について各栄養素摂取量並び

に身体活動量についての情報は既に収集済みであり、

PPARγ遺伝子 Pro12Ala 多型、アディポネクチン遺伝

子 SNP276 多型、各栄養素摂取量並びに身体活動量と

これらの相互作用項を説明因子とし肥満度を従属変数

とした多変量解析を行い、PPARγ遺伝子、アディポ

ネクチン遺伝子と環境因子の相互作用については検討

を行った。PPARγ遺伝子 Pro12Ala 多型については脂

肪摂取量と相互作用して肥満に関係する可能性が示唆

された。 
●基礎代謝に影響を与える遺伝素因の研究 
 基礎代謝に影響を与えることが推定される 8 個の遺

伝子、すなわちアディポネクチン遺伝子、アディポネ

クチン受容体 1 および 2 遺伝子、AMPKα2 サブユニ

ット遺伝子、レジスチン遺伝子、PPARγ2 遺伝子、

β3 アドレナリン受容体遺伝子、PGC-1 遺伝子の多型

についてそれぞれ個別にタイピング法について最適化

を完了した。アディポネクチン遺伝子の SNP276 多型

遺伝子について PCR-RFLP(restriction fragment length 
polymorphism)の原理を利用した簡便･迅速なタイピン

グ法を開発した。本法については臨床検査会社に既に

ライセンシングを行っており大量に解析可能な体制と

なっている。他の遺伝子の多型については直接シーケ

ンス法のプローブの作成や Taqman 法による Real 
Time PCR の最適温度について調整済みとなっている。 

B【栄養療法プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
 近年の我が国における糖尿病患者数の急増について

は、日本人が欧米人に比し膵β細胞のインスリン分泌

能が低いという遺伝的素因をベースとして、高脂肪食

に代表される食習慣の欧米化により惹起された肥満･

インスリン抵抗性状態に対して、膵β細胞がこれを十

分に代償できないことがその一因と考えられている。

従って、低インスリン分泌能と高脂肪食誘導性のイン

スリン抵抗性との相互作用を分子レベルにおいて解明

することが求められており、モデル動物を用いた詳細

な検討が重要であると考える。 

2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
 モデル動物としてグルコース応答性インスリン分泌

(GSIS)低下を認めるが糖尿病は発症しない膵β細胞

特異的グルコキナーゼへテロ欠損マウス(Gck+/-マウ

ス)を使用した。洋食に相当する高脂肪食(HF ; high 
fat diet)と、伝統的な和食を模した高炭水化物食(HC ; 
high carbohydrate diet)を投与した。 
 脂肪含量は HC は 4.0%、HF は 32%とした。Gck+/-
マウス、野生型マウスとも 20 週間の HF 負荷によっ

て HC 負荷群と比較して有意な肥満と高 FFA 血症を

きたしたが、インスリン抵抗性悪化の程度に関しては

差を認めなかった。しかしながら、糖負荷試験を行う

と、HF 負荷野生型マウスは代償性高インスリン血症

によりほぼ正常な耐糖能を維持したのに対し、HF 負

荷 Gck+/-マウスは代償性高インスリン血症を欠き、

耐糖能が悪化して糖尿病を発症した。膵組織像では膵

島増大が認められず、膵β細胞増殖能は低下していた。

単位膵β細胞あたりの GSIS に関しては、HC 負荷群

に比較して HF 負荷群では、Gck+/-マウス･野生型マ

ウスともに低下を認めた。これは膵β細胞における脂

肪毒性を反映しているものと考えられた。 
 次に膵島の DNA チップを行い、網羅的に遺伝子発

現を解析した。HF 負荷野生型マウスと比較して HF
負荷 Gck+/-マウスでは、IRS-2 の発現が-25 倍と最も

減少していた。その上流の IGF-1 受容体、下流の

PDK-1 の発現も低下していた。蛋白レベルにおいて

も HF 負荷 Gck+/-マウスの膵島では HF 負荷野生型マ

ウスで認められる IRS-2 の発現上昇を欠くことを確認

した。 
 そこで膵β細胞 IRS-2 過剰発現マウスを作出し、

Gck+/-マウスと交配することで IRS-2 の補充により

HF 負荷 Gck+/-マウスの表現型が rescue されるか検討

した。コントロールの HF 負荷 Gck+/-マウスと比較し

て膵β細胞に IRS-2 を補充した HF 負荷 Gck+/-マウス

では、膵β細胞増殖能の回復と膵島増大が認められ、

単位膵β細胞あたりの GSIS に変化はなかったが、個

体レベルでの耐糖能が部分的に改善した。 
 以上から、HF 誘導性のインスリン抵抗性に対する

代償性膵β細胞過形成にグルコキナーゼ、IRS-2 は重

要な役割を果たしていることが明らかとなった

(Journal of Clinical Investigation 2007 Jan;117(1):246-57
に論文発表)。 
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Ⅳ．基礎栄養プログラム 
 
 

(1) プログラムプロジェクトの概要 
1) プログラムの目標 
 運動･食事療法が生活習慣病発症予防に有効である

ことは周知の事実である。しかし、現実には長期間の

運動･食事療法を行うことは難しく、特に高齢になる

と、意欲の低下、筋肉量の減少、関節の摩耗、バラン

ス感覚の障害などにより、運動を継続することが困難

となる。食事療法にしても、個人の嗜好を変えること

は容易ではない。 
 生活習慣病発症原因となる遺伝要因、環境要因には

多く要因が想定されている。各個人の遺伝要因、環境

要因を考慮し、予防法や治療法が策定されるべきであ

るが、発症機序の研究に比べ、運動･食事の予防機序

は十分に解明されていないため、それぞれの個人に、

どのような運動･食事療法が適するか不明である。 
 基礎栄養プログラムでは各個人の生活習慣、遺伝的

背景を考慮にいれた個人別の運動･食事療法の開発の

ため、分子レベルでの運動･食事療法の生活習慣病予

防機序を明らかにする研究を行う。 
2) 年度計画 
A. 脂質・糖代謝プロジェクト 
a. 運動による肥満/糖尿病予防機序の解明 
・運動は、筋肉での脂肪酸の燃焼を亢進させ、定期的

な運動は肥満を予防する。抗肥満効果が筋肉で

AMP-activated protein kinase の活性化によるものか、

ミトコンドリア数増加によるものか、トランスジェ

ニックマウスを用いて明らかにする。 
・運動によるミトコンドリア数増加には PGC-1αが

関与する。このため、運動による PGC-1α増加機

序を解明する。 
b. 高脂肪食、高蔗糖食による脂肪肝発症機序の解明

とその予防法の開発 
・人では、脂肪及び蔗糖の過剰摂取は脂肪肝や肥満を

生じる。この機序を明らかにするため、マウスモデ

ルを作成する。 
・それぞれのマウス肝臓での遺伝子発現の変化を調べ

ることにより、機序を推定し、原因別の予防法を考

案する。 
c. 脱共役蛋白質(UCP2)の肥満発症の役割を明らか

にする 
・どこかの組織でエネルギー消費を亢進させると肥満

が予防される。ミトコンドリア呼吸鎖での脱共役

(uncoupling)の亢進はエネルギーを熱として消費す

る有力な方法である。魚油は肝臓での脱共役蛋白質

(UCP2)の発現量を増加させるとともに、エネルギ

ー消費を増加させ、肥満を予防する。脱共役蛋白質

(UCP2)欠損マウスを用い、UCP2 の抗肥満の役割

を明らかにする。又、UCP2 を肝臓、脂肪組織に過

剰発現させ、抗肥満作用が認められるかどうか調べ

る。 

3) 研究業務概況 
A. 脂質・糖代謝プロジェクト 
a. 運動による肥満/糖尿病予防機序の解明 
 筋肉中の AMP-activated protein kinase が減弱したマ

ウスでは、運動トレーニングを行っても体脂肪の減少

は認められなかったが、wild-type mice と同程度の耐

糖能の改善は認められた。すなわち、定期的な運動に

よる抗肥満効果は、筋肉での AMP-activated protein 
kinase の活性化によるものであった。運動による

PGC-1α増加の少なくとも約 70％は交感神経活性化

によるものであった。 
b. 高脂肪食、高蔗糖食による脂肪肝発症機序の解明

とその予防法の開発 
 高脂肪食及び高蔗糖食により、同程度の脂肪肝を発

症するマウスモデルを作成した。脂肪肝の発症機序は

原因により異なり、高脂肪食では PPARγの活性化が、

高蔗糖食では SREBP-1c, ChREBP の活性化が認められ

た。予想どおり、SREBP-1c を不活性化する魚油を添

加すると、高蔗糖食による脂肪肝は予防されたが、高

脂肪食による脂肪肝は逆に増悪した。脂肪肝の成因に

より、予防法が異なることが示された。 
c. 脱共役蛋白質(UCP2)の肥満発症の役割を明らか

にする。 
 UCP2 knockout mice に魚油を投与しても、魚油によ

る肥満予防作用は認められた。肝臓 UCP2 過剰発現マ

ウスに、高脂肪食を摂取させても wild-type mice と同

様に肥満が生じた。以上のデータから肝臓 UCP2 は肥

満発症とは関連がないことが示された。 
4) 構成メンバー 
プログラムリーダー: 
江崎 治 
プロジェクトリーダー: 
三浦進司 (脂質・糖代謝プロジェクト) 
上級研究員: 
山﨑聖美 
研究員: 
笠岡(坪山)宜代 
客員研究員: 
辻 悦子 (兵庫大学) 
笠岡誠一 (文教大学) 
亀井康富 (東京医科歯科大学) 
協力研究員: 
柳沢佳子 (自治医科大学人類遺伝学部門･花王株

式会社ヘルスケア第１研究所) 
研修生: 
和田智史 (東京農業大学大学院) 
派遣職員: 
甲斐裕子 
技術補助員: 
佐野佳代、勝又阿貴、田村真弓、中森明子、 
座波優子、榊原圭代子 
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Ⅴ．栄養教育プログラム 
 
 

(1) プログラムの概要 
1) プログラムの目標 
 生涯を通じた健康づくりのための栄養教育のあり方

について、食育･生活習慣病予防･栄養ケア･マネジメ

ント(食介護)の 3 プロジェクトで研究する。 
 食育プロジェクトでは食育の実践活動を通じながら、

食育の現状解析と評価、食育実施の為の食育ツールの

開発、食育実践の為の科学的基盤づくりを行う。また、

食育の方法について評価し、管理栄養士･栄養教諭等

の食育専門家へ対して情報提供を行う。 
 生活習慣病予防プロジェクトでは肥満者を対象に認

知行動変容理論にもとづいて、運動及び栄養教育によ

る介入研究を実施し、性格や遺伝子多型 SNP のデー

タと組み合わせてテーラーメードヌトリションをめざ

す。 
 栄養ケア･マネジメントプロジェクトでは今後増大

する高齢者の食介護を現状分析し、嚥下困難食の基準

化をはかり、食事を通じた QOL の向上に関する研究

を行う。 
2) 年度計画 
A. 食育プロジェクト 
・生涯を通じた効果的な食育を実践する為の、子ど

も･成人･高齢者の食生活や食習慣についての断面調

査を実施する。 
・食育ツールである食事バランスガイドを有効活用す

るために、子どもに適応できる食育ツール展開につ

いて構築する。 
・新規健診･保健指導の為の技術開発･推進の一環とし

て、「栄養教育実施の為の科学的基盤データベー

ス」の構築をする。 
B. 生活習慣病予防プロジェクト 
・メタボリックシンドローム･生活習慣病発症の大き

な要因である肥満に焦点をしぼり、肥満者を対象に

した運動及び食事指導による介入研究を開始する。 
・一般健康住民を対象に大規模なコホートを設定し、

生活習慣病の発症･進展･予防に関する研究を開始す

る。 
・他施設･他大学との分子疫学、予防疫学等の共同研

究に協力し、生活習慣病予防のための科学的根拠の

整理を図る。 
・働き盛りの食育にかかわる普及･啓発実践活動を展

開する。 
C. 栄養ケア･マネジメントプロジェクト 
・摂食･嚥下障害を有する高齢者に対する食事療法･栄

養療法のあり方について問題の把握と対策に関する

研究を実施する。異分野の専門家によるワークショ

ップを開催し、問題点を整理する。 
3) 研究業務概況 
A. 食育プロジェクト 
・新規健診･保健指導の為の技術開発 

「栄養教育実施の為の科学的基盤データベース」の

構築を行った。本データベースの使用目的は、健康

教育従事者がメタボリックシンドロームのリスクを

有する者への教育に際して有効活用できるようにす

る事である。食生活･栄養にかかわる科学的論文を

生活習慣病予防ガイドライン文献及び PubMed 検索

により選択収集し、673 件の論文をデータベース化

した。 
・高齢者における食生活と食習慣について調査し、日

本型食生活と日本人の健康維持との関連性を明らか

にし、食育で推進される「日本型食生活」の具体的

食事パターンの提示とその有効性について明らかに

した。また、親の食習慣及び食教育が子どもの食習

慣に与える影響を検討するために、アンケート調査

を実施した。 
・成人用食育ツールである食事バランスガイドを、学

童用に合った食育ツールとして「3 食バランスガイ

ド」へ展開した。 
・食育にかかわる普及活動として、大阪で開催された

食育推進全国大会にブースを出展し食育の重要性を

提示した。 
B. 生活習慣病予防プロジェクト 
・肥満者の運動及び食事指導による介入研究 
佐久総合病院人間ドック受診者を対象に、肥満克服

のための介入研究を 3 年計画で開始した。対象者は

235 名で、無作為に 2 群に分けクロスオーバー法で

認知行動変容理論に基づく介入効果を検証中である。

栄養士･運動指導士などによる食事･運動指導と本人

の意欲の改善による肥満解消への効果およびその要

因を解析している。ベースラインデータによる肥満

者の特性の解析および介入デザインの検討について

は、結果を学会で発表するとともに論文にまとめ、

現在投稿準備中である。 
・健診受診者を対象とした大規模コホート研究 
佐久総合病院人間ドック受診者を対象とした一万人

規模のコホートを設定し、肥満や糖尿病などのリス

ク因子抽出のための、後向き前向き縦断研究を準備

中である。対象者抽出のための名簿、抽出条件や実

施プロトコールの作成を行った。 
・他施設･他大学との分子疫学･予防疫学的共同研究 

 地域住民を対象とした骨粗鬆症コホートの 10 年

目の追跡研究を全国 3 ヶ所で行うとともに、これま

での研究成果を踏まえ、遺伝子多型を用いた骨粗鬆

症のテーラーメード予防にかかわる解析結果を学

会･論文で発表した。テーラーメードヌトリション

への基礎研究として、肥満者の遺伝子多型に関する

研究を行った。 
C. 栄養ケア･マネジメントプロジェクト 
 摂食･嚥下障害を有する高齢者に対する食事療法･栄

養療法のあり方について問題の把握と対策を抽出する

ために、専門家によるワークショップを開催した。

「摂食･嚥下障害を考える研究交流会」を開催し、総勢 
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232 名の栄養士･医師･歯科医師等が参加し、7 名の各

分野の専門家からの問題提議が行われ、摂食障害での

共通問題の認識を行った。 
4) 構成メンバー 
プログラムリーダー: 
渡邊昌 (併任:理事長) 
プロジェクトリーダー: 
饗場直美 (食育プロジェクト) 
森田明美 (生活習慣病予防プロジェクト) 
渡邊昌 (栄養ケア･マネジメントプロジェク

ト) (平成 18 年 12 月 31 日まで併任) 
手嶋登志子 (栄養ケア･マネジメントプロジェク

ト) (平成 19 年 1 月 1 日から) 
上級研究員: 
山田晃一 
客員研究員: 
Melissa Melby 
石渡尚子 (跡見学園) 
岡純 (東京家政大学) 
梶本雅俊 (相模女子大学) 
協力研究員: 
柘植道代 (山村短期大学) 
平川あずさ (「食生活」編集員) 
井手智子 (東京家政大学) 
高橋東生 (聖徳大学) 
研究補助員: 
竹澤純、須田尚美、金子典子、宮木晶子、清水睦美、 
宮崎亜紀子、串田修、中出麻紀子、 
田口浩子  
研修生: 
二瓶敦子、和田碧、金子悦子 (東京家政大学)、 

鈴木望、（東京農大） 

(2) プロジェクトの概要 
A【食育プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
 食育の実践活動を通じながら、食育の現状解析と評

価、食育実施の為の食育ツールの開発及び科学的基盤

づくりを行う。また、食育の方法について評価し、管

理栄養士･栄養教諭等の食育専門家に対して情報提供

を行う。 
(目標) 
1. 新規健診･保健指導の為の技術開発･推進の一環とし

て、「栄養教育実施の為の科学的基盤データベー

ス」の構築をする。19 年度末までに 1000 件のデー

タベースを作成することを目的に、18 年度はメタ

ボリックシンドローム予防の為の栄養･食生活に関

連する科学的論文を疾患予防ガイドライン文献と

PubMed 検索により収集しデータベース化を行う。 
2.生涯を通じた効果的な食育を実施する為に、子ども、

成人、高齢者それぞれの食生活･食習慣についての

調査研究を実施し、食生活と健康に関する問題を検

証し、食育の方法について研究･評価する。 
3. 食育推進実践活動において有効な食育ツールを開発

する。 
4. 食育にかかる情報の普及･啓発活動を実践する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
1. 「栄養教育実施の為の科学的基盤データベース」を

構築した。本事業は平成 20 年度から施行される新

規健診･保健指導の専門家向け学術データベースの

基盤を築く事にある。従って、メタボリックシンド

ロームのリスク者を指導するさいに、科学的根拠と

なるデータベースであることが必須条件であり、18
年度はメタボリックシンドローム予防の為の栄養･

食生活に関連する科学的論文を各生活習慣病予防ガ

イドライン文献(343 件)と PubMed 検索(330 件)に

より収集し、論文をレビューし、これまでに総計

673 件のデータベース化を行った。 
2. 生涯を通じた食育実施の為の科学的基盤を築くため

に、健康と食生活や食習慣の関連性について、高齢

者、青年について調査研究を実施した。食育基本法

での「日本型食生活」推進の基盤として、現在の日

本では具体的にどの様な食事内容が求められるのか

を明らかにした。今年度は高齢者について検討し、

食育で推進される日本型食生活が血圧に対してどの

様な効果があるのか検討し、現代日本型食事パター

ンが肥満予防及び血圧降下に有効で有ることを明ら

かにした。また、食習慣形成に親の食習慣が影響す

ることが推測されることより、親の食育態度と子ど

もの食習慣形成との関連についてアンケート調査を

実施し、現在解析中である。 
3. 食育を効果的に子どもに推進する為の食育ツールの

開発を行った。食育ツールである食事バランスガイ

ドを直接学童に使用することは難しいと考えられる

為、食事バランスガイドをわかりやすいツールにす

ることを提案した。これまで全国の学校において使

用されてきた「3 食栄養バランスガイド」へ食事バ

ランスガイドを適応させ、新たな食育ツールを試作

した。 
4. 食育にかかる実践的活動として小学校等にて食育講

演を 3 回実施し、第 1 回全国食育推進大会において

国立健康･栄養研究所としてブースを出展し、約

2000 名の来ブース者を得た。 

B【生活習慣病予防プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 

・生涯を通じた健康づくりに有効な栄養教育方法の確

立を目指して、特に成人期の生活習慣病予防のため

の、リスク因子抽出･介入方法検討の基礎的基盤を

築く。 
・新規健診･保健指導に寄与するため、メタボリック

シンドローム予備群･有病者群を減少させる効果的

介入の科学的基盤を確立する。 
(目標) 
1. メタボリックシンドローム･生活習慣病予防のため

に、肥満者を対象に運動及び食事指導による減量を

目標とした介入試験デザインを構築し、介入研究を

開始する。 
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2. 健診を受診している一般健康住民を対象に大規模な

コホートを設定し、レトロスペクテイブおよびプロ

スペクティブに検討を行い、生活習慣病の発症･進

展･予防に関する研究を開始する。 
3. 他施設･他大学との疫学･基礎医学的共同研究に協力

し、生活習慣病予防のための科学的根拠の基盤形成

を図る。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
1. 肥満者の運動及び食事指導による介入研究 
 佐久総合病院人間ドック受診者を対象に、肥満克服

のための介入研究を 3 年計画で開始した。対象者は、

235 名(男性 116 名、女性 119 名)で、無作為に 2 群に

分けクロスオーバー法で介入効果を検証中である。医

師･栄養士･運動指導士などから組まれたチームによる

肥満克服プログラムを構成した。認知行動療法の概念

に基づいた食事及び運動への行動変容教育を実施し、

食事･運動と本人の意欲の改善による肥満解消への効

果及びその要因(血液生化学、エネルギー消費量およ

び基礎代謝、遺伝性素因や性格傾向など)を解析して

いる。3 ヶ月毎の健診および個別面談による指導と、

1 ヶ月毎の郵送による状況把握および指導を実施中で

ある。ベースラインデータによる肥満者の特質の解析

および介入デザインの検討については、結果を学会で

発表するとともに論文にまとめ、現在投稿準備中であ

る。 
2. 健診受診者を対象とした大規模コホート研究 
 佐久総合病院人間ドック受診者を対象とした 1 万人

規模のコホートを設定し、肥満や糖尿病などのリスク

因子(身体計測値･血液生化学･内臓脂肪･遺伝子型･性

格傾向など)抽出のための、縦断研究の準備中である。

対象者抽出のための名簿、抽出条件や実施プロトコー

ルの作成を行った。 

3. 他施設･他大学との分子疫学･予防疫学的共同研究 
 地域住民を対象とした骨粗鬆症コホートの 10 年目

の追跡研究を全国 3 ヶ所で約 1500 人を対象に行い、

骨折の発生率および動脈硬化を基盤とする循環器疾患

の合併率を検証した。これまでの研究成果を踏まえ、

遺伝子多型を用いた骨粗鬆症のテーラーメード予防に

かかわる解析結果を学会･論文で発表した。 
 がん予防の基礎研究として、がんを引き起こす

DNA 修復異常について癌細胞･ニワトリの変異細胞を

用いて解析した。修復に関する機序の一部を明らかに

し、成果を論文で発表した。 

C【栄養ケア･マネジメント】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
 高齢者の食環境を調査研究し、QOL を高く保つ方

法を研究する。摂食･嚥下障害を有する高齢者に対す

る食事療法･栄養療法のあり方について問題の把握と

対策をたてる。異分野の専門家によるワークショップ

を開催し、実行にむけて改善案を提言する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
 摂食･嚥下障害を有する高齢者に対する食事療法･栄

養療法のあり方について問題の把握と対策を抽出する

ために、専門家によるワークショップを開催した。

「摂食･嚥下障害の食事の歴史と現状」「高齢者の嚥下

障害の臨床と栄養･食事」｢口腔機能からみた問題点｣

「摂食･嚥下訓練と食事―言語聴覚士の立場から」「物

性面からみた摂食･嚥下障害の食事」「介護食の栄養士

教育への位置付け」「業界の対応をユニバーサルデザ

インフード」の報告がなされた。総勢 232 名の栄養

士･医師･歯科医師等が参加し、7 名の各分野の専門家

を交えた総合討論がなされ、摂食障害での共通問題が

認識された。現在書籍として出版印刷中である。 
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Ⅵ.食品保健機能プログラム 
 
 

(1) プログラムの概要 
1) プログラムの目標 
 中期目標は、健康増進法に基づく業務、及び、「健

康食品」を対象とした食品成分の有効性評価及び健康

影響評価に関する調査研究を行う。 
I. 健康増進法に基づく業務 
・厚生労働省が収去した特別用途食品、栄養表示され

た食品の試験業務を的確かつ迅速に実施する。 
・特別用途食品の許可に係る試験業務について、分析

技術が確立している食品成分の試験業務は、127 検

体の受理から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うこ

とを目指す。 
・分析技術の確立していない特定保健用食品の関与成

分等の新たな食品成分技術的対応については、他登

録試験機関での応用も可能な分析技術の規格化及び

当該食品成分の標準品の開発の実現を図る。 
II. 健康食品を対象とした食品成分の有効性及び健康

影響評価に関する調査研究 
・保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用実態

等の情報を収集･把握し、栄養表示及び健康表示の

側面から、健康影響について調査検討する。 
・栄養素以外の食品成分から広く健康影響を持つ食品

素材をスクリーニングして、癌抑制及び動脈硬化抑

制効果等、ヒトにおける有効性評価について細胞モ

デル及び動物モデルを用いて検討する。 
2) 年度計画 
A. 食品分析プロジェクト 
・収去した特別用途食品、栄養表示がなされた食品に

ついて表示とおりの栄養素や成分が入っているか確

認する。 
・特定保健用食品の新食品成分への技術的対応を図る

ための分析技術の規格化。 
・厚生労働省への特定保健用食品申請時の関与成分分

析とそのヒアリング対応。 
・関与成分の成分分析法のマニュアル化推進。 
B. 補完成分プロジェクト 
・食品成分から広く健康影響を持つ食品素材をスクリ

ーニングして、生活習慣病に代表される慢性疾患の

予防･治療に有効な補完成分を特定し、細胞モデル、

動物モデルを用いてその有効性を科学的に裏付ける

ことを研究する。現在市場で注目されているサプリ

メント成分について簡単な実態調査を行う。 
・補完成分としての可能性をいくつかの評価系を用い

て評価する。 
・大豆食品加工の際に未利用な画分に多く含まれる機

能性成分について、新たなサプリメント成分として

の可能性を探る。 
C. 食品機能プロジェクト 
・動脈硬化の独立した危険因子である糖尿病の三大合

併症の一つである糖尿病性網膜症に対して、抑制作

用を有する可能性のある機能性食品成分として、ド

コサヘキサエン酸(DHA) に着目して研究を行う。

DHA は中性脂肪の低下、細胞増殖因子の抑制、血

小板凝集抑制作用等により抗動脈硬化作用が期待さ

れるが、抗炎症作用を有することも知られている。 
・DHA が in vitro でヒト網膜内皮細胞において炎症

反応時の白血球接着分子 ICAM-1 及び VCAM-1 の

発現を抑制するという近年の報告を受け、DHA の
摂取が糖尿病性網膜症初期における炎症反応の減弱、

血管障害の抑制そして抗動脈硬化の可能性について

検討する。 
3) 研究業務概況 
A. 食品分析プロジェクト 
・収去食品分析を遅滞無く行った。 
・大豆イソフラボン分析の規格化を厚生労働省ととも

に行った。 
・申請食品 70 検体の分析及びヒアリング。 
(ヒアリング:28 日/年 及び調査会･部会合計:20 日/年) 
・分析方法の資料及び標準品等の情報収集 
B. 補完成分プロジェクト 
・食品保健成分の中から、広く使用され可能性がある

成分を選び出し、その成分の摂取状況調査(アンケ

ート調査)を行うと同時に、その成分の補完成分と

しての有効性･安全性について調査した。 
・補完成分のスクリーニングに際して、よい指標にな

る候補遺伝子を文献調査から選び出し、その遺伝子

をターゲットにした補完成分スクリーニングシステ

ムを開発する 
・癌予防の可能性が高い食品(大豆等)に着目し、その

食品の中に含まれる成分を使い、今後発症率の増加

が予測され、かつ治癒率が極端に低く、早急に予防

法の構築が行政的に求められている中皮腫に対する

予防の可能性を探り in vitro でその予防法構築の可

能性を評価した。 
C. 食品機能プロジェクト 
・ラット(SD 系または Long-Evans 系)を n-6 系多価不

飽和脂肪酸(PUFA)であるリノール酸(LA)または n-
3 系 PUFA である DHA を豊富に含む飼料で 1 ヶ月

飼育した後に実験的に糖尿病とし、さらに 1 ヶ月飼

育した後網膜を採取した。 
・現在、糖尿病性網膜症の初期に網膜で認められる炎

症性サイトカイン、接着分子等の発現が LA 食に対

して DHA 食で抑制されるかどうか測定を行った。 
4) 構成メンバー 
プログラムリーダー: 
山田和彦 
プロジェクトリーダー: 
萩原清和 (食品分析プロジェクト) 
矢野友啓 (補完成分プロジェクト) 
齋藤衛郎 (食品機能プロジェクト) 
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上級研究員: 
永田純一 
研究員: 
松本輝樹 
特別研究員: 
佐藤(三戸)夏子、竹林 純 
流動研究員: 
萩原ヒロミ(HS 振興財団研究員) 
客員研究員: 
江指隆年、中嶋洋子、中川靖枝、清瀬千佳子、 
久保和弘 
協力研究員: 
石田達也、笠井通雄、小島圭一、寺田幸代、 
花井美保、馬場貴司、渡部景子、前田剛希、 
室田一貴、 
技術補助員: 
金原糸恵、垣外菜生子、小林香、佐伯明子、 
佐藤洋美 
研修生: 
石井利英、大出雄介、柏木真維人、斉藤光芳、 
砂田 崚、仙波裕信、原島恵美子、原田佳世乃、 
藤本絵里子、増田 絢 

(2) プロジェクトの概要 
A【食品分析プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
 食品分析業務(厚生労働省新開発食品保健対策室と

の連携) 
・特別用途食品(病者用食品、乳児用調製粉乳、高齢

者用食品、特定保健用食品など)許可時の食品成分

分析を行う。 
・収去食品の分析を行う。 
・「特定保健用食品関与成分分析方法」の規格化及び

技術的示唆。 
・食品行政における分析に関する技術的サポート 
(目標) 
分析業務 
・特定保健用食品及び特別用途食品の分析手法の適正

化を図ると共に、分析結果精度の向上と情報管理シ

ステム構築の準備。 
・新たな分析技術の習得や新規分析機器に関する情報

収集。 
・多様化する分析法に対応するため、各自の研究分野

における様々な分析手法への取り組み。 
・特定保健用食品審査業務における柔軟かつ円滑な対

応。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・特別用途食品許可時の分析 
 特定保健用食品を含む特別用途食品許認可時の分析

を行っている。特に特別用途食品に関しては表示され

た栄養成分全般に関して、また特定保健用食品は関与

成分の定量および定性分析を行っている。本年度の試

験実績は H19/3/31 現在 60 件(うち特定保健用食品 40
件)の分析依頼があり、2 件は分析継続中である。 

・特別用途食品および栄養表示食品などの収去食品分

析 
 厚生労働省の指示により各都道府県保健所が栄養成

分表示の行われている食品群を収去し、3 月中旬を目

途に研究所に提出を行う。提出された収去食品の栄養

成分分析を行い、市販されているこれらの食品群の栄

養成分含有量の確認および適正表示の確認検査を行う。

本年度の分析食品数は 80-85 品目を予定している。 
・特定保健用食品関与成分分析方法の規格化及び技術

的示唆 
 分析方法の規格化に関して従来の分析方法を順次見

直し、精度の向上と汎用的な分析方法への変更を促し

ている。また、特定保健用食品申請資料における分析

法の確認と適正化の指導を行っている。 
・その他 
・厚生労働省新開発食品保健対策室と連携し、食品行

政における適正な分析法の確立と運用に関する対応

を適宜行っている。 
・分析精度の向上と結果に関する適正な評価および情

報管理を行うためのシステムを検討中である。分析

法の妥当性に関しては、同一試験プロトコールを複

数名で実施し結果の均質性が保たれていることを確

認する。適正な評価に関しては、各ロット 5 検体を

基準に分析を行った値に基づく分散検定を行い、分

析値の妥当性を評価する。これらの検討を行った結

果の管理方法とトレーサビリティー手法について今

後検討する予定である。 

B【補完成分プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
・健康志向に基づく食品成分の使用状況等の情報を収

集･把握する。 
・予防･治療が望まれる慢性疾患に対して栄養素以外

の食品成分から有効な成分を検索し、その有効性を

評価する。 
(目標) 
・食品生理活性成分の中から、今後広くサプリメント

として使用される可能性がある成分を選び出し、そ

の成分の使用状況等に関する調査(アンケート調査)

を行うと同時に、その成分の補完成分としての有効

性について評価する。 
・慢性疾患の予防･治療に有効と思われる補完成分を、

新たに食品由来成分の中から、慢性疾患の抑制に有

効な遺伝子を標的にしてスクリーニングし、その有

効性を作用機構も含めて検討する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・今後サプリメント成分として需要の増大が予測され

ているトコトリエノールは強い抗酸化作用以外に、

コレステロール合成阻害作用等の多様な生理活性を

持ち、幅広く慢性疾患予防に有効と考えられるので、

調査対象に選択し、トコトリエノールの使用状況等

に関するアンケート調査の承認を当研究所倫理委員

会で得た上で、日本栄養改善学会の協力を得てアン

ケート調査を実施した。 
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・慢性疾患の補完･代替医療に幅広く適用可能な新た

な成分を食品中に含まれる生理活性成分の中から、

迅速にかつ的確に選び出し、その有用性を評価する

スクリーニング法を確立するために、慢性疾患の発

生抑制に幅広く作用する可能性がある遺伝子として、

細胞間の情報伝達に関与し、隣接する細胞間のホメ

オスターシス維持に寄与し、細胞の分化機能維持、

細胞増殖や細胞死の制御を行っているコネキシン

(Cx)43 遺伝子を標的遺伝子として選択した。その

上で、Cx43 の機能維持･回復を指標にした FACS を

利用した新たな補完成分のスクリーニング法を樹立

し、その方法を使って食品由来成分の活性を評価し

たところ、現在、サプリメント成分としては未利用

な大豆由来の Bowman-Birk protease inhibitor (BBI)
の活性が高いことを確認した。 

・長期腎透析患者に多発する腎臓癌は治療予後が悪く、

患者の QOL が低いため、新たな腎臓癌の予防や治

療法の確立が望まれているが、我々はこの腎臓癌の

予防･治療に有用な抑制遺伝子として Cx32 遺伝子

を特定し、実際、Cx32 の発現･機能回復が腎臓癌発

生抑制に有用であることを腎臓癌移植マウスモデル

を用いて明らかにした。 

C【食品機能プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
・抗動脈硬化機能性食品の研究･開発、安全性等に関

する調査研究を行う。 
・上記研究結果を公表することにより、「健康食品」

の適切な利用による健康の保持･増進を推進し、国

民の QOL の向上に寄与する。 

(目標) 
・動物を利用して、動脈硬化抑制効果を持つ食品成分

をスクリーニングするための実験系を確立する。 
・上記実験系を用いて、抗動脈硬化機能性食品成分の

検索、複数の機能性成分の併用効果、安全性等に関

する調査研究を行う。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・比較的短時間で実験結果が得られるスクリーニング

系を確立するため、糖尿病性網膜症の初期病変に対

する抑制作用を評価する系について検討を行った。

その結果、本年度中には完全な系の確立には至らな

かったが、系を確立するにあたっての問題点や検討

すべきポイント等を明確にすることが出来た。 
・本年度は系の確立を兼ね、動脈硬化抑制作用を有す

ると期待される機能性食品成分としてドコサヘキサ

エン酸(DHA)を選び検討を行った。上述のように、

スクリーニング系が完全なものではないため DHA
摂取の効果の有無について明言することは出来ない

が、一部 DHA 摂取の効果を示唆するデータが得ら

れている。 
・抗動脈硬化作用を有するとされている食品に関する

情報を収集整理した。生活習慣病の発症率の増加に

伴いセルフメディケーションの必要性が高まる中、

「健康食品」が補完代替医療の一つとして脚光を浴

びつつある。しかし、動脈硬化予防･改善作用が標

榜されている食品の中には、充分な科学的知見があ

るとは言い難いものも多数存在している。今後これ

らに関して実験による検証を行い、科学的根拠に基

づいた情報を提供して行く。 
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Ⅶ．情報センター 
 
 

(1) センターの概要 
1) センターの目標 
A. 健康食品プロジェクト 
 健康食品に関する正しい知識の普及と健康被害の未

然防止並びに拡大防止を目的に、公正で科学的な健康

食品の情報を継続的に収集･蓄積し、幅広く公開する。

情報はホームページで一般公開し、ページアクセス数

を 6000 件/日以上維持できるようにする。また、社会

的ニーズの把握、消費者とのリスクコミュニケーショ

ンの一つとして、現場の専門家、関係機関との連携が

可能な新たなシステムの構築を検討する。 
B. 健康･栄養情報プロジェクト 
 所内の他プログラムとの連携等により、これまでに

収集･蓄積してきた情報をホームページ等を通じて継

続発信するとともに必要な情報の更新に努める。また、

国民の要望や意見、健康･栄養分野の専門家が必要と

する情報を、各種セミナー･シンポジウム等の機会や

情報技術を用いて把握する。 
C. IT 支援プロジェクト 
 研究所の活動情報についてのデータベースや特許情

報他、研究所からの対外的に総合的な情報発信を行う

基盤としてのインターネットワーク、また内部におけ

る研究活動の促進とデータの活用を促すためのイント

ラネットワーク、双方にまたがる総合的なネットワー

クシステムの基盤整備を行う。 
2) 年度計画 
・健康食品等の有効性･安全性に関する情報発信に関

して、科学的根拠のある最新の情報並びに国内外の

危害情報を継続的に蓄積し、web 上で公開する。さ

らに、現場の専門職との連携をより積極的に行うた

め、web 上の既存の情報交換ページを大幅に改良す

る。さらに、ホームページ上で健康食品の情報を幅

広く公開できるよう効率的なフレームワークを取り

入れる。 
・これまでに収集･蓄積してきた情報(各種データベー

ス、FAQ データ、研究所の広報等)を継続発信する

とともに必要な情報の更新に努める。また、食品や

栄養に関する新たな情報発信のページを設けるとと

もに、健康･栄養活動の専門家が必要とする情報や、

広く国民が要望することや意見に関して調査を行い、

今後の情報発信のあり方の参考とする。 
・上記事項や所内の各プログラムからの情報発信を支

える基盤としての総合的なネットワークシステム･

ソフトウェアの運用および改良を行う。 
3) 研究業務概況 
・健康食品の安全性･有効性情報のページの更新を行

った。主なものは、国内外の安全情報･被害関連情

報、新規素材情報、よくある質問(FAQ)の整理、サ

イト利用マニュアル作成、素材情報に対する素材画

像の追加等々である。また専門職から構成する会員

サイトを充実させるために、サイト内の「情報交換

ひろば」の大幅改修と会員情報の整理、トップペー

ジのデザイン改良なども行った。さらに、２月開催

の研究所主催一般公開セミナーにおいては、「健康

食品」をメインテーマに取り上げ、正しい知識の普

及を図った。またメールや電話を介した健康食品に

ついての問い合わせについても的確な対応に努めた。 
・これまでに収集･蓄積してきた健康･栄養情報につい

ては、ホームページでの公開はもとより、ニュース

レター発行(『健康･栄養ニュース』、年 4 回)やオー

プンハウスなどにより国民へわかりやすい形での情

報発信に努めた。また、新たに健康･栄養に関する

子ども向けの内容で構成し、親子で閲覧できる『え

いようきっず』ページを作成、食育推進に対応した。

さらに、当研究所の情報発信のあり方をさぐるため、

一般公開セミナーへの参加者及びホームページ利用

者を対象として、ホームページの内容別利用頻度を

はじめ、当研究所の情報発信に対する要望･意見を

含むアンケート調査を実施した。 
・IT 支援としては研究所のインターネットサーバの

維持とウェブ上のコンテンツの管理等を行うととも

に『機能性食品因子データベース』など新しいホー

ムページを作成した。また、業務効率化を図るため、

研究所主催行事への参加登録システムや NR 試験問

題作成システム等の構築をはじめ、『健康･栄養ニュ

ース』のメール配信などを実施した。さらに所内向

け情報サービスを充実し、外部の競争的研究費の申

請はじめ関係機関情報の周知徹底を図った。予算に

ついても研究部門と事務部門の間で執行情報を共有

できるシステムを整備した。 
4) 構成メンバー  
センター長: 
芝池伸彰 (併任:理事) 
プロジェクトリーダー: 
梅垣敬三 (健康食品情報プロジェクト) 
松村康弘 (健康･栄養情報プロジェクト) 
廣田晃一 (IT 支援プロジェクト) 
研究員: 
卓 興鋼 
特別研究員: 
瀧 優子 
客員研究員: 
林邦彦 (群馬大学) 
梅國智子 (人間総合科学大学)  
協力研究員: 
杉山朋美 (北陸大学) 
木村典代 (高崎健康福祉大学) 
阿部詠子 (慶應義塾大学) 
沢村耕太 (国立がんセンターがん対策情報セン

ター) 
技術補助員: 
佐藤陽子、中西朋子、田中雅子、古池直子 
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細井俊克 (平成 18 年 4 月から) 
小島彩子 (平成 18 年 9 月から) 
海老原美樹 (平成 18 年 8 月から) 
島田光世 (平成 18 年 7 月まで) 
三ツ木敬子 (平成 18 年 8 月から 10 月まで) 
宮下麻子 (平成 18 年 8 月まで) 
研修生: 
遠藤香 (共立女子大学) 
北田多絵 (共立女子大学) 
小寺佑佳 (共立女子大学) 
有澤苑子 (昭和女子大学) 
小野塚淳子 (昭和女子大学) 
金田泰奈 (東京家政大学) (平成 18 年 9 月から) 
熊澤華子 (昭和女子大学) (平成 18 年 9 月から) 
小岩美智子 (昭和女子大学) 
嶋村有里子 (東京家政大学) 
戸谷桂子 (東京家政大学) 
八谷貴子 (昭和女子大学) (平成 18 年 9 月から) 

(2) プロジェクトの概要 
A【健康食品情報プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
・健康食品に関する正しい知識の普及と健康被害の未

然防止並びに拡大防止を目的に、公正で科学的な健

康食品の情報を継続的に収集･蓄積し、幅広く公開

する。 
・健康食品に関する社会的ニーズの把握、消費者との

リスクコミュニケーションの一つとして、現場の専

門家、関係機関との連携が可能な新たなシステムの

構築を検討する。 
(目標) 
・科学的根拠がある最新の健康食品情報、ならびに国

内外の危害情報を継続的に蓄積し、「健康食品の安

全性･有効性情報」のページ(http://hfnet.nih.go.jp/)
を介して効果的に提供する。 

・現場の専門職との連携をより積極的に行うため、

web 上の既存の情報交換ページを大幅に改良する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
 健康食品の安全性･有効性情報ページを介した効果

的な情報提供のため、データベースの継続的更新、望

まれる情報提供の把握等に努めた。 
・国内外の安全情報･被害関連情報、新規素材情報を

週に 1-2 回の頻度で更新した。 
・よくある質問(FAQ)の整理、サイトの利用マニュア

ル作成、素材情報に対する素材画像の追加を行った。 
・専門職から構成する会員サイトを充実させるための

一つの対応としてサイト内の「情報交換ひろば」の

大幅改修と会員情報の整理、トップページのデザイ

ン改良を行った。 
・「健康食品」に関する知識普及のため、研究所の公

開セミナーにも対応し、外部からのメールや電話を

介した健康食品についての問い合わせについても的

確に対応した。 
・医学中央雑誌のデータベース(1983 年-2005 年)から、

健康食品が関連した有効性･安全性情報を収集し、

有害事例については、その特徴(被害を起こした素

材、症状、頻度など)を調査･解析した。またイソフ

ラボンの脂質改善効果に関する無作為化比較試験論

文 11 報のメタ分析を行った。 

B【健康･栄養情報プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
 所内の他プログラムとの連携等により、これまでに

収集･蓄積してきた情報をホームページ通じて継続発

信するとともに必要な情報の更新に努める。また、国

民の要望や意見、健康･栄養分野の専門家が必要とす

る情報を各種セミナー･シンポジウム等の機会や情報

技術を用いて把握する。 
(目標) 
 これまでに収集･蓄積してきた情報(各種データベー

ス、FAQ データ、研究所の広報等)を継続発信すると

ともに、必要な情報の更新に努める。また、食品や栄

養に関する新たな情報発信のページを設けるとともに、

健康･栄養活動の専門家が必要とする情報や、広く国

民が要望することや意見に関して調査を行い、今後の

情報発信のあり方の参考とする。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・これまでに収集･蓄積してきた健康･栄養情報につい

ては、ホームページでの公開はもとより、ニュース

レター発行(『健康･栄養ニュース』、年 4 回)やオー

プンハウスなどにより、国民へわかりやすい形での

情報発信に努めた(ニュースレター配信対象者

数:1077 名、オープンハウス参加者数:92 名)。 
・また、新たに健康･栄養に関する子ども向けの内容

で構成し、親子で閲覧できる『えいようきっず』ペ

ージを作成し、食育推進にも対応した。 
・さらに、当研究所の情報発信のあり方を探るため、

一般公開セミナー参加者および当研究所のニュース

レター配信対象者に対して、当研究所のホームペー

ジの各ページにおける利用頻度はじめ、当研究所の

情報発信に対する要望･意見を含むアンケート調査

を実施した。現時点での集計結果ではあるが、回答

者の内、72％が当研究所のホームページの閲覧経験

があり、その内の 91％がホームページに対して、

普通もしくは良い印象を持っていた。当研究所の情

報発信としてのホームページに対する要望･意見と

しては、ホームページ全般に対するもの、健康食品

関連情報に関するもの、ホームページの内容に関す

るもの、NR に関するもの、コンサルテーションに

関するものが寄せられており、今後それらの要望を

勘案したホームページ作りを目指すこととする。 

C【IT 支援プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
(役割) 
 研究所の活動情報についてのデータベースや特許情

報他、研究所からの対外的な総合情報発信の基盤とし

てのインターネットワーク、また内部における研究活
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動の促進とデータの活用を促すためのイントラネット

ワークの双方にまたがる統合的なネットワークシステ

ムソフトウェアを作成、運用する。 
 加えて、外部からの一般国民、栄養専門職等からの

意見、要望等を広くまた効率的に把握するための意見、

要望等収集機能を有するソフトウェアをインターネッ

トの一部に整備し、さらに収集された意見、要望等を、

内部ですみやかに業務に反映するために周知用掲示板

あるいはメーリングリスト等のソフトウェアを整備す

る。 
(目標) 
 対外的な総合情報発信の基盤としてのインターネッ

トワークと内部におけるイントラネットワークの双方

にまたがる総合的なネットワークシステムソフトウェ

アを作成、運用する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・インターネットサイトの構築と運営 
 研究所のインターネット用サーバのソフト及びハー

ドウエア及びウェブ上のコンテンツの維持管理を行っ

ている。また、多様なニーズに対応するために、いく

つかの新規ホームページ(えいようきっず、健康･栄養

フォーラム(仮称)、機能性食品因子データベース)の

構築を行った。健康･栄養ニュースをメールの形で配

信した(6 月、9 月、12 月、3 月)。また、研究所が主

催する講演会の参加登録システムをウェブ上に構築し

運営した。「『健康食品』の安全性･有効性情報」HP
に使用しているサーバのハードウエアの維持管理を行

った。 
・所内向けサービスページの構築と運営 
 研究費申請書のお知らせ、厚生科学ウイークリー、

研究所予定表等の配信やその他所内での様々な情報共

有のためのサイトを構築、運営している。また予算の

使用状況を各リーダーが把握するための情報共有シス

テムを構築した。 
・NIH-NET におけるクライアントマシン及びユーザ

管理 
 NIH-NET のクライアントマシンとユーザについて、

感染症研究所と連携して、登録･変更･削除の手続きを

行った。また、セキュリティ講習会受講対象者の管理

業務、案内等を行った。 
・データベース開発支援 
 国際産学連携センターと協同で、NR 試験問題作成

システムを構築した。 
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Ⅷ．国際産学連携センター 
 
 

(1) センターの概要 
1) センターの目標 
 研究所の「対外部門」として位置づけられている

「国際産学連携センター」は、国際的な学術交流、情

報提供及び民間企業との共同研究･開発等の対外的な

事業を企画･運営する業務を行う。具体的な目標･課題

は以下の通りである。 
・国際的な研究ネットワークの構築:アジア諸国との

間で共同研究等のネットワーク構築を積極的に行う。

WHO 西太平洋地域における協力センターの設置

(平成 19 年度を目途)に向けて準備をする。「国際栄

養協力若手外国人研究者招へい事業」により年間 2
名程度の若手研究者に研修機会を提供する。アジア

地域の研究者を交えたシンポジウムの開催等を行う。 
・栄養情報担当者(NR):NR に対する研修や情報提供

等を通じて質的向上を図る。中期目標期間開始より

3 年以内に、NR の実際の業務内容、社会でのあり

方についてモニタリングを実施するとともに、制度

のあり方や研究所の係わりの検討を行い、中期目標

期間終了までに結論を得る。 
・知的財産権の活用:中期目標期間内に 20 件以上の特

許出願を行う。特許権情報のデータベースをホーム

ページ上に公開する。 
・講演会等の開催、社会ニーズの把握:健康･栄養関連

の専門家向けのセミナー、幅広い人々を対象とした

講演会等を各年 1 回以上開催する。関係団体による

教育･研修プログラムへの職員の派遣を積極的に推

進する。関連する団体、大学、民間企業等との意見

交換を年 6 回程度行い、社会的ニーズを把握する。

業務関連行政部局との間で、定期的な情報･意見交

換を行う。 
2) 年度計画 
・国際的な研究ネットワークの構築:第 2 回アジアネ

ットワークシンポジウムにおける議論を踏まえ、

WHO 西太平洋事務局との連絡調整を図りながら、

アジア諸国との間で栄養学研究の発展に資する共同

研究や人材育成を進める。国際栄養協力若手外国人

研究者招へい事業を活用し、年間 2 名(モンゴル、

トルコを予定)の若手研究者を受け入れる。食事摂

取基準、国民健康･栄養調査結果、研究所ニュース

レターを、ホームページ上に英語での情報発信に努

める。 
・栄養情報担当者(NR):NR 協会の要望や社会的なニ

ーズに対応したトピックスを含めた最新の情報提供

等を行うため、全国 5 カ所において研修会を実施す

る。NR 認定試験等は、外部有識者の協力の下、的

確かつ公正に実施する。NR のフォローアップ、業

務のモニタリングを行い、外部有識者を含めた検討

会議を設置する。 
・知的財産権の活用:年間約 5 件を目標に特許の出願

を行う。特許に関わる諸情報をホームページ上に公

開するとともに、研究成果に関心を寄せる民間企業

等に積極的に技術紹介活動を行う。民間企業と共同

で研究開発を行うための共同研究を増加させる。 
・講演会等の開催、社会ニーズの把握:一般向けの公

開セミナーを、平成 19 年 2 月に東京で開催する。

専門家向けのセミナーを、他機関との連携による開

催を含めて、2 回程度行う。管理栄養士･栄養士等

の研修や生涯教育のプログラムに対して、職員を積

極的に派遣するとともに、それらのプログラムの企

画等への支援を行う。社会ニーズを把握するため、

健康･栄養に関連する団体、大学、民間企業等との

意見交換会を年 6 回程度行う。 
・ニュートラシューティカルプロジェクト:特に運動

と食事の相互関連を中心に、ヒトを対象とした実験

研究を進め、新たな科学的知見、知的財産、商品開

発に向けた取組を行う。 
3) 研究業務概況 
A. 国際栄養プロジェクト 
 本年度の「若手外国人研究者招へい事業」において

はトルコとモンゴルより研究者を受け入れた。国際機

関の活動(WHO ワークショップ等)に積極的に対応し、

WHO 研究指定研究協力センター設立に向けた準備調

整を行った。「第 2 回アジア栄養ネットワークシンポ

ジウム」の成果として講演集の発刊準備を進めた。英

語版ホームページの拡充、英語版ニュースレター発行

を通じて海外向けの情報発信の強化を図っている。 
B. NR･セミナー業務 
 栄養情報担当者(NR)の学術面への対応として、試

験過去問題のデータベース化と試験問題作成ソフトの

開発を行い、資質維持のための認定試験及び資格確認

試験問題作成業務を体系的に整理し、効率化を図った。

また今までの実績や要望を考慮し、社会的トピックス

を盛り込んだ NR 研修会を全国 6 カ所で開催した。 
 医療制度改革、運動基準･指針等の最新トピックス

に対応した管理栄養士等専門家向けのセミナーを関係

団体との共催を含めて 4 件実施した。さらに、「健康

食品」の正しい理解を深め、健康づくりの科学的根拠、

具体的な実践方法を伝達する一般公開セミナーを開催

した。 
C. ニュートラシューティカルズプロジェクト 
 運動時に摂取した分岐鎖アミノ酸(BCAA)の生体に

及ぼす影響を検証する為、健常成人男性を対象とした

RCT の二重盲検交差試験を実施した。BCAA 含有飲

料の摂取は、BCAA を除いたプラセボ飲料と比較し

て運動に伴う生体ストレス反応に対して抑制的に作用

することを明らかにした。本成果は、来年度の日本栄

養･食糧学会並びに米国スポーツ医学会で発表する予

定である。 
4) 構成メンバー 
センター長: 
吉池信男 (併任:研究企画評価主幹) 



 

30 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 55 号（2006）

プロジェクトリーダー: 
藤井康弘 (平成 19 年 1 月 31 日まで) 
久米村恵 (平成 19 年 2 月 1 日から) 
研究員: 
國井大輔 (平成 19 年 1 月 1 日から) 
荒井裕介 (平成 19 年 1 月 1 日から栄養疫学プロ

グラム併任) 
特別研究員: 
三好美紀、吉田真咲 
流動研究員: 
斉藤京子 (JST フェロー) 
客員研究員: 
草間かおる (高知女子大学) 
菅野幸子 (宮崎県立看護大学) 
大賀英史 
協力研究員: 
高橋東生 (聖徳大学) 
藤井紘子 (和洋女子大学) 
高山光尚 (日本事務機株式会社) 
石田晋也 (大塚製薬株式会社) 
技術補助員: 
林芙美、宇田川孝子、光岡奈緒、角倉知子、 
伊藤真由美、狩野照誉、新島貴子 
事務補助員: 
比留間美香子 
研修生: 
石脇亜紗子 (お茶の水女子大学大学院) 
アンドレア脇田・浅野 (お茶の水女子大学大学院) 

(2) プロジェクトの概要 
A【国際栄養プロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
 国際栄養プロジェクトは国際的な学術交流(招へい

事業、セミナー開催等)、情報提供及び国際機関との

協力を行う。具体的には、海外からの研修生の受け入

れ(「若手外国人研究者招へい事業」等)、国際シンポ

ジウムの開催、アジア各国との共同研究、WHO など

国際機関への協力･連携、海外向け情報発信等を通じ

て、国際的な研究ネットワーク構築を図ることを目指

している。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 

・海外の研究機関との交流･共同研究および国際機関

の活動への対応 
 ベトナム国立栄養研究所との IMCI に関する共同研

究およびモンゴル理工科大学における人材育成を目指

した研究協力の準備をすすめている。本年度は、

WHO 指定研究協力センターの設立に向けて、申請手

順や内容について WHO 西太平洋地域事務局の栄養担

当官と具体的な連絡調整をすすめてきた。特に、

WHO ワークショップ参加に際しては、同担当官と協

議を行い、その結果を受けて WHO 西太平洋地域にお

ける"Diet, Physical Activity and Health"の栄養学研究の

WHO 指定研究協力センターとしての申請内容(特に、

work plan)を具体的に準備調整中である。 
・海外からの訪問･研修受入 

 米国国立衛生研究所(NIH)より小児肥満の専門家の

来訪に際して、日本の小児肥満予防対策の事例として

小学校における栄養プログラムを見学、現場の活動に

ついて具体的に紹介した。また、日米の小児肥満対策

の現状をテーマに外来特別セミナーを開催、その内容

を受けて日本の当該分野の専門家との意見交換ミーテ

ィングを行い、両国の現状と今後の方向性について実

りのある議論が交わされた。 
 また、本年度の「若手外国人研究者招へい事業」で

は、トルコとモンゴルより研究者を受け入れ、それぞ

れ受入研究者との共同研究が進められた。特に、トル

コの研究生の研修成果は(招へい事業の紹介も含めて)

日本国際保健医療学会にて発表、研究生自身も様々な

国際学会にて研修成果を報告している。来年度の招へ

い研究者 3 名が決定しており、現在、受入および来日

に係る準備手続きを進めている。 
・国際シンポジウム･セミナー 
 第 2 回アジア栄養ネットワークシンポジウム(2006
年 3 月 3 日開催)における成果を発展させるため、

2007 年度に講演集を Asian Pacific Journal of Clinical 
Nutrition の Supplement として発刊することを目指し

て編集部･出版社および各著者への連絡調整をすすめ

ている。 
・広報･情報発信 
 2006 年 4 月の組織改編に伴い、研究所紹介パンフ

レット･ホームページともに大幅な改訂が行われ、そ

の英語版を作成した。英語版パンフレットは主に海外

からの来訪者に配布、英語版ホームページにも掲載し

ている。また、「Health and Nutrition News(「健康･栄

養ニュース」英語版)」を作成し、英語版ホームペー

ジ掲載により、英語での情報発信に努めている。招へ

い事業の公募など国際協力業務に関わるアップデート

は随時、行っているが、専門課題のページの拡充は今

後の課題である。また、英語版ホームページに問い合

わせ用メールアドレスを掲載し、海外からの問い合わ

せに対応している。 
 研究所におけるこれらの取り組みは「平成 18 年版 
食育白書(内閣府)」においても国際的な情報交換の事

例として取り上げられている。 

B【NR･セミナー業務】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
 「対外部門」としての国際産学連携センターの中で、

講演会･セミナー等を通じた人材育成、栄養情報担当

者(NR)の学術的基盤づくり、行政部門との各種調整

等を行っている。 
・NR 業務(事務部業務課との連携):栄養情報担当者

(NR)事業の学術面(試験、研修等)への対応を行う。

NR 制度のあり方や研究所の係わりについて検討を

行う。 
・セミナー業務:管理栄養士等の専門家を対象とした

セミナーの企画･運営、外部団体･機関と連携した各

種人材育成プログラムの企画等を、中長期的な視点

から行う。研究の成果を社会に還元するため、一般

向けセミナーを開催する。社会的ニーズを把握する

ため関連機関等と定期的な情報交換の場を設け、社
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会的･行政ニーズを把握する。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
●NR 業務 
・NR 事業の学術面への対応 
NR 認定試験を受験するための資格確認試験(第 4 回

分･H18.11 実施)と、NR 認定試験(第 3 回分･H18.6 実

施、第 4 回分･H19.6 実施)のための試験問題作成の進

行管理を行っている。試験過去問題のデータベース化

と、試験問題をコンピューターで作成するソフトを作

成し、試験問題作成業務の効率化を図った。(情報セ

ンターIT 支援プロジェクトとの協働)。 
・NR 研修会の開催 
今までの実績や要望等を体系的に整理し、研修が行わ

れていなかった分野を中心に、社会的ニーズに対応し

たトピックスを含めた研修会を全国 6 カ所にて行った。 
・NR 制度のあり方検討 
NR 認定者への業務状況などに関するアンケートを集

計し、現状把握を行った。検討会議設置に向けて、3
月に準備委員会を行った。 
●セミナー業務 
・専門家向けセミナー 
単独主催 1 件、関係団体との共同主催 3 件を実施した。

医療制度改革に伴う都道府県健康増進計画見直しに対

する対応、新しい健診･保健指導、食事バランスガイ

ド、運動基準･運動指針等、最新のトピックスに対応

した。 
・一般公開セミナー 

「健康食品」への正しい理解を深めるとともに、健康

づくりの科学的根拠、具体的な実践方法を伝達する。

また研究所を知ってもらう、身近に感じてもらうこと

を目的に平成 19 年 2 月 17 日に開催した。 
・意見交換会、情報交換会 
健康･栄養に関連する団体、研究機関との「意見交換

会」を年 6 回実施した。また、社会的ニーズを把握し、

具体的な事業協力(研修、共同研究等)につなげた。 
厚生労働省(生活習慣病対策室、新開発食品保健対策

室)等との「情報交換会」を施策の動向を踏まえなが

ら実施し、平成 19 年度事業計画等に反映させた。 

C 【ニュートラシューティカルプロジェクト】 

1) プロジェクトの役割及び目標 
・産学連携の一環として、企業(大塚製薬㈱)からの寄

附金により運営するプロジェクトである。 
・運動と食事(栄養素)の相互関連を中心に、ヒトを対

象とした実験研究を進め、新たな科学的知見、知的

財産、商品開発に向けた取組を行う。 
2) プロジェクトの進捗状況(成果) 
・ヒトを対象とした試験の実施 
 低強度長時間運動時に摂取した分岐鎖アミノ酸

(BCAA)が生体に及ぼす影響について検証した。 
【方法】 
 20～40 歳代の健常成人男性 36 名を対象に RCT の

二重盲験交差試験を実施した。被験者は、自転車エル

ゴメーターを用い、50％VO2max 相当強度の 2 時間の

低強度長時間運動を 10 分間の休憩を挟んで 2 セット

(疲労困憊時には運動終了)行った。運動中 12 分毎に

50ml の被験物を摂取した。運動前、中、後に、採血、

採気および VAS による主観的疲労感の記録を行った。

被験物は、BCAA 含有飲料(BCAA；4g/500ml)とプラ

セボ飲料とした。プラセボ飲料は、BCAA 含有飲料

から BCAA を除いた以外の主要成分を同一組成とし、

香料･人工甘味料等で BCAA 含有飲料と類似の味に調

整した。被験者は、試験前日より研究所に宿泊し、前

日の夕食と翌日の朝、昼、夕食には規定食を摂取した。

2 回の試験の間には 4 週間以上の回復期間を設けた。 
【結果】 
 運動に伴い BCAA 群、プラセボ群のいずれも主観

的疲労感は増加し、血漿コルチゾール、ACTH および

アドレナリン濃度および白血球数が増加した。血清ミ

オグロビン濃度や血清 CK 活性値は運動終了後も増加

した。BCAA 群はプラセボ群と比較して主観的疲労

感には差を認めなかったものの、運動開始 2 時間後の

血漿 ACTH およびアドレナリン濃度、血漿コルチゾ

ール濃度変化率と白血球数変化率が有意に低値を示し

た。また、BCAA 群は、2 セット目の運動時の白血球

数の増加も有意に抑制し、運動終了直後の血漿コルチ

ゾール濃度変化率も有意に低値であった。また、運動

終了 2 時間後の血清ミオグロビン濃度も、BCAA 群

で有意に低値であった。 
【まとめ】 
 低強度長時間運動中において、BCAA は、運動に

伴う生体ストレス反応に対して抑制的に作用すること

が示唆された。BCAA を含有する飲料の摂取は、競

技スポーツだけでなく健康増進の為の低強度の運動時

にも有用であると考えられる。 
 これらの成果は、日本栄養･食糧学会と米国スポー

ツ医学会で発表する予定である。 
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Fatty Acids to Serum C-reactive Protein in Japanese. 
XIV International Symposium on Atherosclerosis. 
2006.06.20, Rome, Italy  

18) Yamauchi J, Inoue E: AMP-activated protein kinase 
regulates PEPCK gene expression by direct 
phosphorylation of a novel Zn-finger transcription 
factor. 20th IUBMB International Congress of 
Biochemistry and Molecular Biology and 11th 
FAOBMB Congress 2006. 2006.06.21, Kyoto  

19) Hagiwara H, Kobayashi S, Sato H, Fukumoto K, Seki 
T, Ariga T, Yano T: Down-regulation of fibrinolytic 
factors by connexin 32 expression in human metastatic 
renal cell carcinoma cells. 20th IUBMB International 



 

 

 3．研究成果等の発表 51

Congress of Biochemistry and Molecular Biology. 
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量減少に対するヘスぺリジンの回復効果. 日本薬

学会第 127 回年会. 2007.03.28,富山  
179) 盛岡正博，渡邊昌，橋詰ふみ子，山崎しげみ，井

出範，桃井 房江，池田せつ子: 家庭用尿糖測定

器による定量的解析の検討. 第 47 回日本人間ド

ック学会. 2006.09.14,沖縄 

２．国家予算による研究(競争的資金)  
(1) 厚生労働省研究費   
a. 主任研究者 
1) 斎藤衛郎（主任研究者）: いわゆる健康食品の健

康影響と健康被害に関する研究. 厚生労働省厚生

科学研究費. 平成 18 年度厚生労働科学研究費補

助金 食品の安心・安全確保推進研究事業. 
2) 石見佳子（主任研究者）: 個体特性に着目した食

品成分の骨粗鬆症に対する予防効果に関する研究. 
厚生労働省厚生科学研究費. 政策創薬総合研究事

業. 
3) 佐々木敏（主任研究者）: 健康づくりのための

個々人の身体状況に応じた適切な食事摂取に関す

る栄養学的研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 循
環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

4) 佐々木敏（主任研究者）: 生体指標を用いた日本

人におけるミネラルの適正摂取量（AI）・許容

上限摂取量（UL）の算定に関する栄養疫学的研

究. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等生

活習慣病対策総合研究事業. 
5) 江崎治（主任研究者）: 細胞内エネルギー代謝制

御分子の機能発現機構の解明と新規治療薬への応

用. 厚生労働省厚生科学研究費. 政策創薬総合研

究事業. 
6) 田畑泉（主任研究者）:「健康づくりのための運

動指針」に関する研究-身体活動量増加による生

活習慣病の一次予防効果-. 厚生労働省厚生科学

研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策研究事業. 
7) 田畑泉（主任研究者）: 高齢者の運動による健康

増進に関する学術論文の系統的レビューとそれに

基づく文献データベースの作成. 厚生労働省厚生

科学研究費. 長寿科学総合研究事業. 
8) 髙田和子（主任研究者）: 大規模コホートの観察

研究に基づく生活機能低下スクリーニング質問表

の開発. 厚生労働省厚生科学研究費. 長寿科学総

合研究事業. 
9) 門脇孝（主任研究者）: 厚生労働省多目的コホー

ト班との共同による糖尿病実態及び発症要因の研

究. 厚生労働省厚生科学研究費.循環器疾患等総合

研究事業. 
10) 門脇孝（主任研究者）: アディポネクチンを標的

にしたと糖尿病・メタボリック症候群の新規診断

法・治療法の床応用. 厚生労働省厚生科学研究費.
基礎研究成果の臨床応用推進研究事業. 

11) 永田純一（主任研究者）: 食用油の安全性に関す

る研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 厚生労働科

学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業).  
12) 矢野友啓（主任研究者）: コネキシン遺伝子の癌

抑制機能の網羅的解析；癌予防および治療への応

用. 厚生労働省厚生科学研究費. 政策創薬総合研

究事業. 
13) 田中茂穂（主任研究者）: エネルギー必要量推定

法に関する基盤的研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 平成 18 年度厚生労働科学研究費補助金（循

環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業). 
14) 山田和彦（主任研究者）: 特定保健用食品の新た

な審査基準に関する研究. 厚生労働省厚生科学研

究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 
15) 梅垣敬三（主任研究者）: いわゆる健康食品の安

全性に影響する要因分析とそのデータベース化・

情報提供に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 
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16) 渡邊昌（主任研究者）: 健診受診者のコホート化

と運動、栄養介入による生活習慣病予防. 厚生労

働省厚生科学研究費. 糖尿病戦略等研究事業. 
17) 吉池信男（主任研究者）: 若い女性の食生活はこ

のままで良いのか？ 次世代の健康を考慮に入れ

た栄養学・予防医学的検討. 厚生労働省厚生科学

研究費. 子ども家庭総合研究事業. 
18) 吉池信男（主任研究者）: 都道府県等の生活習慣

病リスク因子の格差及び経年モニタリング手法に

関する検討. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器

疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 
b. 分担研究者 
1) 佐々木敏（分担研究者）: 動機付けの差による生

活習慣における行動変容の継続性に関する研究―

歩数確保による運動習慣の形成及び継続性に向け

た新たなインセンティブ構築の提案. 厚生労働省

厚生科学研究費. 糖尿病戦略等研究事業. 
2) 佐々木敏（分担研究者）: カドミウムを含む食品

の安全性に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 
3) 佐々木敏（分担研究者）: 食事バランスガイドを

活用した栄養教育・食環境づくりの手法に関する

研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器疾患等

生活習慣病対策総合研究事業. 
4) 佐々木敏（分担研究者）: 日本人の食事摂取基準

（栄養所要量）の策定に関する研究. 厚生労働省

厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業. 
5) 佐々木敏（分担研究者）: 衛生仮説を含めたアレ

ルギー性疾患の発症関連環境要因の解明に関する

前向きコホート及び横断研究. 厚生労働省厚生科

学研究費. 免疫アレルギー疾患予防・治療研究事

業. 
6) 江崎治（分担研究者）: 慢性疾患としての糖尿病

の病期に注目した病態の解析と、新たな診断・治

療法の探索. 厚生労働省厚生科学研究費.ヒトゲノ

ム再生医療等研究事業. 
7) 山崎聖美（分担研究者）: 内分泌かく乱化学物質

の生体影響メカニズム（低用量効果・複合効果を

含む）に関する総合研究. 厚生労働省厚生科学研

究費.化学物質リスク研究事業. 
8) 三浦進司（分担研究者）: ゲノム抗体創薬による

ガンと生活習慣病の統合的診断・治療法の開発. 
厚生労働省厚生科学研究費. 医薬基盤研究所「保

健医療分野における基礎推進事業」プロジェクト. 
9) 髙田和子（分担研究者）: 介護保険制度における

栄養ケア･マネジメント事業評価に関する研究. 
厚生労働省厚生科学研究費. 長寿科学総合研究事

業. 
10) 門脇孝（分担研究者）: 健康づくりのための個々

人の身体状況に応じた適切な食事摂取に関する栄

養学的研究. 厚生労働省厚生科学研究費.健康科学

総合研究事業. 
11) 門脇孝（分担研究者）: 生活習慣病の鍵分子、ア

ディポネクチン受容体の病態生理的意義と情報伝

達経路の解明. 厚生労働省厚生科学研究費.ヒトゲ

ノム・再生医療等研究事業. 
12) 門脇孝（分担研究者）: 生活習慣と遺伝子型によ

る 2 型糖尿病発症リスク予測法の開発. 厚生労働

省厚生科学研究費.ヒトゲノム・再生医療等研究

事業. 
13) 廣田晃一（分担研究者）: いわゆる健康食品の安

全性に影響する要因分析とそのデータベース化・

情報提供に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究

費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 
14) 廣田晃一（分担研究者）: 民間衛生施設を活用し

た健康増進のための効果的なシステムの開発及び

評価に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 
循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

15) 由田克士（分担研究者）: 都道府県等の生活習慣

病リスク因子の格差及び経年モニタリング手法に

関する検討. 厚生労働省厚生科学研究費. 循環器

疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 
16) 由田克士（分担研究者）: 勤労者の健康づくりの

ための給食を活用した集団及びハイリスク者への

対策に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 
循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

17) 由田克士（分担研究者）: 生活習慣病予防のため

の効果的な栄養教育手法に関する研究. 厚生労働

省厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策

総合研究事業. 
18) 吉池信男（分担研究者）: 農薬等の一律基準と加

工食品基準及び急性暴露評価に関する研究. 厚生

労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全確保推

進研究事業. 
19) 吉池信男（分担研究者）: 乳幼児食品中の有害物

質及び病原微生物の暴露調査に関する基礎的研究. 
厚生労働省厚生科学研究費. 食品の安心・安全確

保推進研究事業. 
20) 吉池信男（分担研究者）: 小児疾患包括的対策

(IMCI)の効果的な実施及びモニタリング評価に関

する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 国際医療

協力研究費. 
21) 吉池信男（分担研究者）: 生活習慣病予防のため

の効果的な栄養教育手法に関する研究. 厚生労働

省厚生科学研究費. 厚生労働省循環器疾患等生活

習慣病対策総合研究事業. 
22) 吉池信男（分担研究者）: 健康づくりを支援する

環境とその整備状況の評価手法に関する研究. 厚
生労働省厚生科学研究費. 厚生労働省循環器疾患

等生活習慣病対策総合研究事業. 
23) 田中茂穂（分担研究者）: 高齢者の運動による健

康増進に関する学術論文の系統的レビューとそれ

に基づく文献データベースの作成. 厚生労働省厚

生科学研究費. 平成 18 年度厚生労働科学研究費

補助金（長寿科学総合研究事業). 
24) 松村康弘（分担研究者）: メタボリックシンドロ

ームのアジアと米国における発症機序とその健康

対策に関する研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 
国際医学協力研究事業. 

25) 髙田和子（分担研究者）, 田中茂穂, 佐々木敏, 
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内藤義彦, 宮地元彦: エネルギー必要量推定法に

関する基盤的研究. 厚生労働省厚生科学研究費. 
循環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業. 

26) 髙田和子（分担研究者）: 高齢者の運動による健

康増進に関する学術論文の系統的レビューとそれ

に基づく文献データベースの作成. 厚生労働省厚

生科学研究費. 長寿科学総合研究事業. 
27) 梅垣敬三（分担研究者）: 特定保健用食品の新た

な審査基準に関する研究. 厚生労働省厚生科学研

究費. 食品の安心・安全確保推進研究事業. 
28) 梅垣敬三（分担研究者）: 日本人の食事摂取基準

（栄養所要量）の策定に関する研究. 厚生労働省

厚生科学研究費. 循環器疾患等生活習慣病対策総

合研究事業. 
29) 佐々木敏（分担研究者）: 成育医療の長期追跡デ

ータの構築に関する研究. 成育医療研究委託費.  
30) 髙田和子（分担研究者）: 高齢者の特質に配慮し

た総合検診システムの構築に関する研究. 厚生労

働省長寿医療委託研究.  
31) 山田晃一（分担研究者）: プロテアソーム阻害剤

の損傷バイパス複製に対する阻害機序の解析. 厚
生労働省がん研究助成.  

(2) 文部科学省科学研究費 
a. 主任研究者   
1) 松村康弘（主任研究者）: 女性の健康増進のため

の科学的根拠の新展開. 文部科学省科学研究費. 
科学研究費補助金 基盤研究 (B) 

2) 大石由美子（主任研究者）: 心血管病の基礎病態

としてのメタボリックシンドロームの発症・進展

の分子機構の解明. 文部科学省科学研究費. 若手

研究（スタートアップ） 
3) 窪田哲也（主任研究者）: 内皮細胞におけるイン

スリン情報伝達経路（インスリン受容体基質）と

動脈硬化. 文部科学省科学研究費. 平成 18 年度科

学研究費 基礎基盤 (C) 
4) 山崎聖美（主任研究者）: フルクトース摂取によ

る肥満発症機序の解明と予防法の開発. 文部科学

省科学研究費.基盤研究 (C) 
5) 田畑泉（主任研究者）: 運動で増加する転写補助

因子等による骨格筋 GLUT4 発現増加の分子機構

に関する研究.文部科学省科学研究費補助金 基

盤研究 (B) 
6) 門脇孝（主任研究者）: アディポネクチン受容体

の生理･病態生理的意義解明と生活習慣病治療の

分子標的同定. 文部科学省科学研究費.基盤研究

(A) 
7) 矢野友啓（主任研究者）: 大豆由来成分の新規食

素材としての可能性. 文部科学省科学研究費.基盤

研究 (C) 
8) 三戸夏子（主任研究者）: 高脂肪食誘導性肥満マ

ウスにおける免疫機能と aging. 文部科学省科学

研究費（若手 B） 
9) 田中茂穂（主任研究者）: 肥満のリスクファクタ

ーとしての脂質酸化能および身体活動量に及ぼす

運動の影響. 文部科学省科学研究費. 平成 18 年度

科学研究費補助金 基盤研究 (A) 
10) 森田明美（主任研究者）: 骨折テーラーメイド予

防のために大規模コホートで遺伝ー生活習慣相互

作用を解明する. 文部科学省科学研究費.基盤研究

(C) 
11) 山田和彦（主任研究者）: 男性の骨粗鬆症・骨折

の予防を目的とした運動と食品成分の併用効果に

関する研究. 文部科学省科学研究費.基盤研究 (C) 
12) 大坂寿雅（主任研究者）: 視索前野 GABA 感受

性かつ GABA 作動性ニューロンによる熱産生調

節機構. 文部科学省科学研究費 基盤研究 (C) 
b. 分担研究者   
1) 松村康弘（分担研究者）: 全国女性看護職コホー

トにおける生活保健習慣の変化と健康事象に関す

る経時観察調査. 文部科学省科学研究費.基盤研究 
(B) 

2) 石見佳子, 西牟田守（分担研究者）: 男性の骨粗

鬆症・骨折の予防を目的とした運動と食品成分の

併用効果に関する研究. 文部科学省科学研究費.基
盤研究 (C) 

3) 佐々木敏（分担研究者）: 沖縄特産緑黄色野菜に

よる生体内抗酸化栄養素及び酸化ストレスマーカ

ーに与える影響. 文部科学省科学研究費 基盤研

究 (B) 
4) 髙田和子（分担研究者）: 現代の小・中学生の生

活スタイルと身体活動レベル（PAL）に関する研

究. 文部科学省科学研究費 基盤研究 (A) 
5) 門脇孝（分担研究者）: 糖尿病疾患関連遺伝子同

定と医療への応用.文部科学省科学研究費．特定

領域研究（2） 
6) 門脇孝（分担研究者）: 膵β細胞の増殖と機能に

おけるインスリン受容体基質ファミリー蛋白質の

役割解明. 文部科学省科学研究費.基盤研究 (B) 
7) 門脇孝（分担研究者）: アディポネクチンの肥満

による低下の原因となる新規転写因子の同定と増

加剤の開発. 文部科学省科学研究費.基盤研究 (B) 
8) 門脇孝（分担研究者）: 発生工学的手法を用いた

個体レベルでの脂肪細胞機能と病態の解明. 文部

科学省科学研究費.特定領域研究(2) 
9) 門脇孝（分担研究者）: アディポネクチン受容体

アゴニストの植物からの探索と糖尿病の根本的治

療薬・食品開発. 文部科学省科学研究費.萌芽研究. 
10) 門脇孝（分担研究者）: 発生工学的手法を用いた

レジスチンの個体における機能と受容体・情報伝

達機構解明. 文部科学省科学研究費.基盤研究 (B) 
11) 門脇孝（分担研究者）: 膵ベータ細胞の増殖調節

機構の研究.文部科学省科学研究費 基盤研究 (C) 
12) 門脇孝（分担研究者）: 環境・遺伝素因相互作用

に起因する疾患研究―システム疾患生命科学の研

究拠点形成―. 文部科学省科学研究費. 21 世紀

COE プログラム研究拠点形成費補助金. 
13) 由田克士（分担研究者）: 各種循環器疾患危険因

子の長期変化に関わる栄養学的要因. 文部科学省

科学研究費.基盤研究 (B) 
14) 森田明美（分担研究者）: 大規模無作為標本コホ
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ート十年追跡による骨折の絶対リスクに基づく予

防介入閾値の設定. 文部科学省科学研究費.基盤研

究 (B) 
15) 髙田和子（分担研究者）: 肥満のリスクファクタ

ーとしての脂質酸化能および身体活動量に及ぼす

運動の影響 . 文部科学省科学研究費  基盤研究 
(A) 

16) 大坂寿雅（分担研究者）: ガラニン様ペプチドに

よる摂食・エネルギー代謝調節の機能形態学的解

析. 文部科学省科学研究費 基盤研究 (C) 
(3) その他   
a. 主任研究者   
1) 門脇孝（主任研究者）: 脂肪細胞の分化・形質転

換とその制御の研究. 科学技術振興事業団．戦略

的創造推進事業.  
2) 門脇孝（主任研究者）: 脂肪毒性による生活習慣

病・心血管疾患メカニズムの解明と制御法の確立. 
医薬基盤研究所．保健医療分野における基礎研究

推進事業.  
3) 門脇孝（主任研究者）: タンパク質基本構造の網

羅的解析プログラム（アディポネクチン受容体と

アゴニスト候補の解析）タンパク 3000 プロジェ

クト.  
4) 門脇孝（主任研究者）: アディポネクチンを標的

とした生活習慣病の機能性（予防/改善）食品の

開発. 科学技術振興機構 産学協同シーズイノベ

ーション化事業（育成ステージ） 
b. 分担研究者   
1) 饗場直美,近藤雅雄, 田畑泉（分担研究者）: 高齢

者の QOL 向上のために免疫能の健全性を保持す

る日本型食生活の解析.［食品の安全性および機

能性に関する総合研究」平成 17 年度推進会議資

料、農林水産省水産技術会議事務局、独立行政法

人食品総合研.  

3. 民間等からの受託研究、等 
1) 大石由美子: メタボリックシンドロームから心血

管病の発症にいたる分子機構の解明での検討. 財
団法人日本応用酵素協会. 2006  

2) 大石由美子: 研究助成プログラム「アストラゼネ

カ・リサーチ・グラント 2006」採択研究テーマ、

「Molecular mechanisms of pathogenesis of metabolic 
syndrome」に関する研究助成. アストラゼネカ株

式会社. 2006  
3) 石見佳子: 骨粗鬆症の予防における大豆イソフラ

ボンの生体利用性に関する研究. 第 22 回サッポ

ロ生物科学振興財団研究助成. 2006  
4) 石見佳子: 骨粗鬆症の予防における大豆イソフラ

ボン及び豆乳の効果 . 日本豆乳協会奨励寄附 . 
2006  

5) 石見佳子: 野菜類の骨代謝改善作用の検討に関す

る研究. カゴメ株式会社総合研究所 共同研究. 
2006  

6) 石見佳子, 西牟田守, 佐々木敏: 閉経後女性にお

けるビタミン K の機能性評価に関する研究. 協和

発酵工業株式会社 共同研究. 2006  
7) 髙田和子: 近赤外線法によるエネルギー測定に関

する研究. (株)ジョイ・ワールド・パシフィック、

(財)日本システム開発研究所. 2006  
8) 矢野友啓: 癌抑制遺伝子（コネキシン 43)の発

現・機能回復による中皮腫発生抑制に関する研究. 
不二蛋白質研究振興財団研究助成金. 2006  

9) 矢野友啓: 癌化学予防に有効な食品機能性成分の

スクリーニング. アムウエーとの共同研究. 2006  
10) 佐藤洋美, 矢野友啓: コネキシン遺伝子の癌抑制

機能に関する研究. 平成 18 年度千葉大学重点研

究プロジェクト研究費. 2006  
11) 髙田和子: ライフコーダを用いたエクササイズ値

（Ex）の表現方法.スズケン. 2006  
12) 笠岡(坪山)宜代, 江崎治: ザクロ種子オイル摂取

による体脂肪の低減について. 研光通商. 2006  
13) 廣田晃一, 斎藤衛郎, 笠岡(坪山)宜代:「食と健康

に関する学術文献情報の活用方法」についての研

究. 日本水産株式会社からの受託研究. 2006  
14) 三戸夏子: Effect of continuous coffee consumption in 

high fat diet-induced obese mice. 井上科学振興財

団・海外出張旅費助成 (10th International Congress 
on Obesity, Sydney) 2006  

15) 田中茂穂: ヒューマンカロリメーターを用いたエ

ネルギー代謝に関する研究. 受託研究（オムロン

ヘルスケア株式会社）2006  
16) 熊江隆: 唾液等の体液を用いたヒトの抗酸化能力

の推定法の開発. 共同研究. 2006 

4. 研究所外での講義、講演等 
(1) 大学等、教育機関における特別講義等   
1) Yoshiike N: "Health Japan 21"and National Health 

and Nutrition Survey - An introduction on plan for 
actions and monitoring systems for NCD controls. 
Japan-WHO International Visitors Programme on 
NCD Prevention and Control, WHO WPRO・国立保

健医療科学院. 2006.04.04,和光  
2) 佐々木敏: 保健医学 B EBM 総論及び各論. 琉球

大学医学部. 2006.04.10,沖縄  
3) 矢野友啓: コネキシンによる発がん抑制機構. 千

葉大学大学院講義（高齢者薬剤学). 2006.05.18,千
葉  

4) 矢野友啓: 健康食品と生活習慣病. 千葉大学大学

院講義（高齢者薬剤学). 2006.05.18,千葉  
5) 由田克士: 国民健康・栄養調査方式による栄養摂

取状況調査方法について（１). 女子栄養大学 . 
2006.05.22,坂戸  

6) 由田克士: 国民健康・栄養調査方式による栄養摂

取状況調査方法について（２). 女子栄養大学 . 
2006.05.23,坂戸  

7) 西牟田守 : 健康への探求 . 埼玉医大特別講義 . 
2006.05.23,埼玉  

8) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.05.24,東京  
9) 佐々木敏: 社会医学Ⅱ公衆衛生学. 福岡大学医学

部. 2006.05.26,福岡  
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10) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.05.31,東京  
11) 渡邊昌: 社会医学Ⅱ環境産業医学. ダイオキシン

類の暴露と健康.信州大学医学部. 2006.06.05,松本  
12) 石見佳子: 骨代謝における栄養と運動の併用効果. 

東京理科大学薬学部大学院衛生化学特論 . 
2006.06.07,千葉 

13) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.06.07,東京  
14)佐々木敏: 研究（信頼できる情報). 子ども支援、

高齢者支援、地域・在宅支援、障害児者支援課程

他、神奈川県立保健福祉大学. 2006.06.10,神奈川  
15) 佐々木敏: 患者の栄養アセスメント. 第 64 回東

京薬科大学卒後教育講座、東京薬科大学・同同窓

会 卒後・生涯教育委員会. 2006.06.11,東京 
16) Yoshiike N: Health Japan 21, National Health and 

Nutrition Survey. Seminar on Health System 
Management、国立保健医療科学院. 2006.06.12  

17) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.06.14,東京  
18) 三好美紀: 国際社会と医療活動「途上国における

栄養問題と評価手法」 聖母大学. 2006.06.14,東京  
19) 佐々木敏: 健康栄養学論. 高知女子大学健康栄養

学科講義、高知女子大学. 2006.06.15,高知  
20) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.06.21,東京 
21) 三好美紀: 国際社会と医療活動「途上国における

栄養問題と評価手法」聖母大学. 2006.06.21,東京  
22) 吉池信男: 公衆衛生における"栄養・食生活". 新

潟大学医学部公衆衛生学・特別講義. 2006.06.26,
新潟  

23) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.06.28,東京 
24) 佐々木敏: 衛生学公衆衛生学実習（栄養指導グル

ープ）帝京大学医学部. 2006.07.04,東京  
25) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.07.05,東京  
26) 佐々木敏: 衛生学公衆衛生学実習（栄養指導グル

ープ）帝京大学医学部. 2006.07.11,東京  
27) 佐々木敏: 食品生化学特論. お茶の水女子大学大

学院人間文化研究科. 2006.07.12,東京 
28) 佐々木敏: モンゴル地域研究. 国立大学法人大阪

外国語大学外国語学部. 2006.07.21,大阪 
29) 渡邊昌: 食育基本法と私達. 第 46 回農村医学夏

季大学講座. 2006.07.21,佐久  
30) 吉池信男: メタボリックシンドローム管理. 総合

医療政策研修、国立保健医療科学院. 2006.07.26,
和光  

31) 門脇孝 : 脂肪細胞の神秘と生活習慣病の仕組 . 
2006 東京大学オープンキャンパス医学部 . 
2006.08.01,東京  

32) 三好美紀: 国際保健・栄養協力論. 県立広島大学

大学院 2006.08.08-11,広島  
33) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの病

態と治療. 和歌山県立医科大学第二内科同門会講

演会. 2006.08.12,和歌山  

34) 山田和彦: 食品の健康栄養表示とその対応. 国立

保健医療科学院主催、特別課程公衆栄養コース. 
2006.08.23,和光 

35) 吉池信男: 地域における栄養モニタリング／食生

活指針と食事バランスガイド. 平成 18 年度特別

課程公衆栄養コース、国立保健医療科学院 . 
2006.08.25,和光  

36) 佐々木敏: ①食事摂取基準の概念②EBN からみ

た食事と生活習慣病. 平成 18 年度特別課程公衆

栄養コース、国立保健医療科学院. 2006.08.28,埼
玉  

37) 田畑泉: 運動とエネルギー. 国立保健医療科学院 

平成 18 年度特別課程公衆栄養コース. 2006.08.29，
和光  

38) 吉池信男: 食事摂取基準(2005 年版)の活用と考え

方 ～「集団」給食から「個別」の栄養ケアマネ

ジメントへ～ 食物栄養学科特別講義、富山短期

大学. 2006.09.22,富山  
39) 佐々木敏: 栄養疫学特論. 天使大学大学院看護栄

養学研究科. 2006.09.29-30,北海道  
40) 由田克士: 国民健康・栄養調査の概要ならびに栄

養摂取状況調査について . 和洋女子大学 . 
2006.10.06,市川 

41) 吉池信男: 私たちの食生活の"バランス"を考える

基準とツール～食事摂取基準(2005 年版)の特徴と

食事バランスガイド～食物栄養学科特別講義、十

文字学園女子大学. 2006.10.14,新座  
42) 佐々木敏: 衛生学公衆衛生学. 慶應義塾大学医学

部. 2006.10.16,東京  
43) 饗場直美: 今、子ども達に必要な食育とは. 新宿

区立戸山小学校. 2006.10.21  
44) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの分

子機構と治療戦略 . 産業医科大学大学院講義 . 
2006.10.31,福岡  

45) 佐々木敏: 栄養疫学特論. 女子栄養大学大学院. 
2006.11.08,埼玉  

46) 吉池信男: 公衆衛生、予防医学のための「栄養

学」-栄養・健康づくりと食事摂取基準. 慶應義

塾大学医学部衛生・公衆衛生学講義. 2006.11.13,
東京  

47) 佐々木敏: 栄養疫学特論. 女子栄養大学大学院. 
2006.11.15,埼玉  

48) 佐々木敏 : 公衆衛生学 . 東京大学医学部 . 
2006.11.20,東京  

49) 廣田晃一: 東京家政大学オープンカレッジ・もう

一度栄養学 . 東京家政大学生涯学習センター . 
2006.11.24  

50) 饗場直美: 子どもが育つ生活リズム. 学校保健委

員会講演会、新宿区立落合第五小学校. 2006.11.24 
51) 佐々木敏: 栄養疫学特論. 女子栄養大学大学院. 

2006.11.29,埼玉  
52) 佐々木敏: 疫学研究の計画と解析. 東京大学医学

部. 2006.11.30,東京 
53) 宮地元彦: メタボリックシンドロームの保健指導

における運動・身体活動支援. 鹿屋体育大学客員

講義. 2006.12.01,鹿児島  
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54) 佐々木敏: 『食事摂取基準の活用法』について. 
三重中京大学短期大学部. 2006.12.02,三重  

55) 佐々木敏: ヘルスバイオサイエンスにおける栄養

疫学の位置と役割：過去・現在・そして未来. 徳
島大学大学院. 2006.12.05,徳島  

56) 廣田晃一: 首都大学東京オープンユニバーシテ

ィ・食品情報の収集とデータ整理中級. 首都大学

東京オープンユニバーシティ. 2006.12.09,東京  
57) 佐々木敏 : 日本人の食事摂取基準 . 総合演習

Ⅱ.2006.12.12,北海道 
58) 吉池信男: 食事バランスガイドの基本的な考え方

と活用. 2006 年度看護栄養学部栄養学科学生特別

講義. 天使大学. 2006.12.15, 札幌  
59) 石見佳子: 運動生化学. 早稲田大学スポーツ科学

学術院スポーツ科学部講義. 2006.12.21,所沢 
60) 渡邊昌: がんの疫学. 北里大学医学部. 2007.01.09,

相模原  
61) 佐々木敏: 食事摂取基準について. 公衆栄養学、

和洋女子大学. 2007.01.18,千葉  
62) 吉池信男: 生活習慣病予防のための食生活の把

握・評価と情報技術. 京都大学大学院医学研究社

会医学系専攻健康情報学分野. 2007.02.02,京都  
63) 饗場直美: バランスの取れた食・生活習慣～家庭

や学校でできることとは～. 学校保健委員会 新

宿区立落合第二小学校. 2007.02.22,東京 
64) 永田純一: 健康食品の世界動向 国内の健康食品

事情と海外の健康食品 . 産業医科大大学院 . 
2007.03.12, 北九州  

65) 由田克士: 生活習慣病予防対策における栄養教

育・給食の役割とその取り組み －標準的な健

診・保健指導プログラムを視野に入れて－平成

18 年度女子栄養大学臨地実習・校外実習 講演

会. 2007.03.13,坂戸  
66) 門脇孝: 糖・脂質・エネルギー代謝の新しい調節

機構. 群馬大学生体調節研究所. 2007.03.23  
(2) 大学・研究所における研究セミナー等   
1) 門脇孝: 糖尿病治療の実際的アプローチとうつ的

不定愁訴のマネジメント. 日常診療におけるうつ

的不定愁訴フォーラム. 2006.04.06,埼玉  
2) 門脇孝: 糖尿病治療の実際的アプローチとうつ的

不定愁訴のマネジメント. 日常診療におけるうつ

的不定愁訴のマネージメントフォーラム . 
2006.04.27,富山  

3) 近藤雅雄: 日本のポルフィリン症のすべて. 東京

工業大学公開特別講演. 2006.05.15,横浜  
4) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

を活用した 健康・栄養調査成績の評価に関する

基本的な考え方について. 女子栄養大学 給食・

栄養管理研究室セミナー. 2006.05.23,坂戸  
5) Miura S: Roles of exercise-induced skeletal muscle 

AMP-kinase activation and PGC-1 alpha expression 
on glucose and lipid metabolism.Lab meeting in 
Experimental Transplantation and Immunology 
Branch, Center for Cancer Research. 2006.06.07, 
National Cancer Institute, National Institutes of Health 

(Bethesda, MD)  
6) Miura S: Roles of exercise-induced skeletal muscle 

AMP-kinase activation and PGC-1 alpha expression 
on glucose and lipid metabolism.Seminar in 
Gerontology Department. 2006.06.08, The University 
of Maryland, School of Medicine (Baltimore, MD)  

7) 石見佳子: 骨粗鬆症と栄養. アルカロイド研究会. 
2006.06.10,東京  

8) 佐々木敏: 栄養疫学の基礎コース. 第 64 回東京

薬科大学卒後教育講座小グループサテライトセミ

ナー、東京薬科大学  卒後・生涯教育委員会 . 
2006.06.15,東京  

9) 三好美紀: Breastfeeding and Complementary Food. 
第 1 回子どもの死亡削減と国際協力セミナー. 財
団法人国際保健医療交流センター 2006.06.20, 熊
本  

10) 佐々木敏: 栄養疫学の基礎コース. 第 64 回東京

薬科大学卒後教育講座小グループサテライトセミ

ナー、東京薬科大学  卒後・生涯教育委員会 . 
2006.07.07,東京 

11) 梅垣敬三: サプリメント・健康食品. 地域医療教

育開発センター講習会、東北大学大学院医学系研

究科附属地域医療教育開発センター. 2006.07.15,
仙台  

12) 佐々木敏: 栄養疫学の基礎コース. 第 64 回東京

薬科大学卒後教育講座小グループサテライトセミ

ナー、東京薬科大学  卒後・生涯教育委員会 . 
2006.07.20,東京  

13) 山崎聖美: 食器から出てくる化学物質の安全性. 
つくばサイエンス・アカデミー 第 21 回ランチ

ョン・セミナー. 2006.08.04,茨城  
14) 佐々木敏: 栄養疫学の基礎コース. 第 64 回東京

薬科大学卒後教育講座小グループサテライトセミ

ナー、東京薬科大学  卒後・生涯教育委員会 . 
2006.09.21,東京  

15) 佐々木敏: 栄養疫学の基礎コース. 第 64 回東京

薬科大学卒後教育講座小グループサテライトセミ

ナー、東京薬科大学  卒後・生涯教育委員会 . 
2006.09.27,東京  

16) 梅垣敬三: サプリメントと健康について. 日本女

子大学生活安全保障セミナー. 2006.09.30,東京  
17) 山田和彦: サプリメントと健康. 日本女子大学生

活安全保障セミナー. 2006.09.30,東京 
18) 斎藤衛郎: 特定保健用食品の開発・申請・許可の

現状について. 第一回機能性食品に関する新制度

勉強会 (独)農業・食品産業技術総合研究機構. 
2006.10.10, 筑波  

19) 梅垣敬三: 健康食品の有用性と危険性. 平成 18
年度実践女子大学・実践女子短期大学公開講座. 
2006.10.28,日野  

20) 石見佳子: 植物性ホルモンと健康. 「性と生殖」

公開シンポジウム 早稲田大学人間総合研究セン

ター. 2006.11.26,所沢  
21) 佐々木敏: 新しい食事調査法の学問的価値と社会

的価値～日本の事例、ラオスの事例、そして未来

～. 味の素株式会社 ライフサイエンス研究所. 
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2006.11.27,神奈川 
22) 吉池信男: 日本におけるメタボリックシンドロー

ムへの取り組みと機能性食品. 伝統医学国際シン

ポジウム、富山県国際健康プラザ国際伝統医学セ

ンター. 2006.12.01,富山  
23) 松村康弘: 食育とそれに対するひとつの取組（え

い よ う き っ ず ). 第 ７ 回 食 の フ ォ － ラ ム . 
2006.12.06,大甕 

24) Yoshiike N: Overview of Health and Nutrition Policy 
in Japan. 平成 18 年度 JICA 健康と栄養改善のた

めの女性指導者研修） 2006.12.22,帯広  
25) 石見佳子: 21 世紀の女性科学者の育て方. 「理系

女性エンパワーメントプログラム」シンポジウム. 
2007.01.30,東京  

26) 田中茂穂: １日当たりのエネルギー消費量の推定

法と変動要因―生活活動を含む身体活動の重要性

―慶應義塾大学病院 第３回 META CARE* カン

ファレンス. 2007.02.21,東京 
(3) 地方自治体、栄養士会等主催の講演会等   
1) 吉池信男: ｢食事バランスガイド｣はなぜ誕生した

のか. 第 27 回健康づくり提唱のつどい、(社)日

本栄養士会. 2006.04.07,東京  
2) 吉池信男: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

の活用 ～「集団」給食から「個別」の栄養管理

への転換～ 愛媛県栄養士会福祉協議会研修会、

愛媛県栄養士会福祉協議会・地域活動栄養士協議

会. 2006.04.08,松山  
3) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

の活用について ～特定給食施設等における栄

養・食事計画～ さいたま市保健所 日本人の食

事摂取基準(2005 年版)の活用研修会. 2006.04.21,
さいたま  

4) 田畑泉: 健康づくりのための運動基準～身体活

動・運動・体力～について. 東京都栄養士会行政

部会. 2006.05.09,東京都庁  
5) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「運動と食事摂取基準

（栄養所要量）」「エネルギー代謝」. 健康運動

指導士養成講習会. 2006.05.10,東京 
6) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

を活用した特定給食施設等における栄養計画及び

食事計画の方針. 平成 18 年度船橋市保健所給食

施設従事者研修会. 2006.05.12,船橋  
7) 吉池信男: 食事バランスガイドの活用 ～栄養教

育･指導、食環境整備のために～熊本県栄養士会

福祉栄養士協議会. 2006.05.13,熊本  
8) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

を活用した特定給食施設等における栄養計画及び

食事計画の方針. 平成 18 年度板橋区保健所栄養

管理研修会. 2006.05.16,東京  
9) 梅垣敬三: 健康食品について. 平成 18 年食品安

全行政講習会, 厚生労働省. 2006.05.25  
10) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの有用性及び

医薬品との相互作用. 東京都病院薬剤師会中小病

院実務研修会. 2006.05.25,東京  
11) 由田克士: 健康・栄養調査成績の評価に関する基

本的な考え方について. 平成 18 年度青森県行政

栄養士スキルアップ研修会. 2006.05.29,青森 
12) 門脇孝: メタボリックシンドローム―概念・診断

基準と栄養管理―病院栄養士協議会・春季研修会. 
2006.05.30,新潟  

13) 石見佳子: 更年期の上手なのりこえ方、優しいつ

きあい方. 目黒区碑文谷保健センター. 2006.05.31,
東京  

14) 渡邊昌: 生活習慣病を予防する－栄養士の役割－

第 29 回通常総会特別講演，(社)長野県栄養士会. 
2006.05.31,長野  

15) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

を活用した特定給食施設等における栄養計画及び

食事計画の方針. 平成 18 年度岩手県栄養士会生

涯学習研修会. 2006.06.03,盛岡  
16) 吉池信男: 食事バランスガイドの活用. 平成 18

年度大分県栄養士会総会. 2006.06.03,大分  
17) 門脇孝: 糖尿病の成因と治療に関する最近の知見. 

第 35 回日本内科学会北海道支部生涯教育講演会. 
2006.06.04,札幌  

18) 吉池信男: メタボリックシンドロームと食育. 北
陸「健康づくり提唱のつどい」福井県栄養士会・

福井県健康増進課. 2006.06.10,福井  
19) 吉池信男: 食事バランスガイドを活用した食育. 

学校栄養職員専門研修、三重県教育委員会 . 
2006.06.16,津  

20) 佐々木敏: 食事摂取基準(2005 年版）のより良い

活用. 全国精神科栄養士協議会講演会、全国精神

科栄養士協議会. 2006.06.16,東京  
21) 佐々木敏: わかりやすい EBN と栄養疫学. 平成

18 年度生涯学習、佐賀県栄養士会. 2006.06.17,佐
賀  

22) 佐々木敏:「日本人の食事摂取基準」の見方. 平
成 18 年度研修会、東京都立学校栄養士会 . 
2006.06.20,東京  

23) 梅垣敬三: 健康食品等の安全性情報ネットワーク

について. 茨城県健康食品関連研修会. 2006.06.21,
水戸  

24) 吉池信男: 食事バランスガイドの基本的な考え方

と活用 . 生涯学習研修会、愛知県栄養士会 . 
2006.06.25,名古屋  

25) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

の考え方と学校給食等における活用針. 平成 18
年度金沢市教職員研修講座. 2006.06.30,金沢  

26) 江崎治: 肥満・糖尿病予防のための食事と運動～

その分子機序～第 21 回 奥羽糖尿病教育担当者

セミナー2006.07.02,秋田  
27) 由田克士: 社会福祉施設における食の役割. 平成

18 年度山形県社会福祉協議会「社会福祉施設栄

養士・調理担当者研修」2006.07.07,山形  
28) 吉池信男: 食事摂取基準の活用法と食事バランス

ガイドの普及・活用方法. 生涯学習講座、愛媛県

栄養士会. 2006.07.08,松山  
29) 梅垣敬三: 健康食品の賢い使い方. 健康食品に関

するリスクコミュニケーション、中国四国厚生局. 
2006.07.10,徳島  



 

 

68 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 55 号（2006）

30) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメント こうかがあ

るの、ないの？中央区消費生活夜間講座 . 
2006.07.13,東京 

31) 佐々木敏: 生活習慣病予防と EBN. 日本栄養士会

生涯学習研修会、社団法人高知県栄養士会 . 
2006.07.15,高知  

32) 吉池信男: 地域計画の立案や評価に活用するため

の健康・栄養調査について. 秋田県栄養改善推進

中央研修、秋田県健康福祉部. 2006.07.21,秋田  
33) 吉池信男: 食事バランスガイドの基本的な考え方. 

第 11 回専門研修会（東日本ブロック）全国福祉

栄養士協議会. 2006.07.22,仙台  
34) 吉池信男: 特定給食施設における食事摂取基準の

活用法 . 生涯学習研修会、秋田県栄養士会 . 
2006.07.22,秋田  

35) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

を活用した特定給食施設等における栄養計画及び

食事計画の方針. 岡山県栄養士会生涯学習研修会. 
2006.07.23,岡山  

36) 吉池信男:「調査研究」の手法～計画、実施、解

析のポイント～第 11 回専門研修会（東日本ブロ

ック）全国福祉栄養士協議会. 2006.07.23,仙台  
37) 由田克士: 食事摂取基準の基本的な考え方. 江戸

川区教育委員会夏期栄養士研修会. 2006.07.25  
38) 田畑泉: 健康づくりのための運動基準 2006～身

体活動・運動・体力～について. 東京都栄養士

会・東京都福祉保健局. 2006.07.26,東京  
39) 吉池信男: 食事バランスガイド作成の背景と給食

施設での活用方法. 給食施設栄養管理研修会、横

浜市健康福祉局保健政策課. 2006.07.27,横浜  
40) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

を活用した特定給食施設等における栄養計画及び

食事計画. 平成 18 年度千葉県松戸保健所健康づ

くり研修会. 2006.07.28,松戸  
41) 吉池信男: 食事バランスガイドを活用した食育. 

保育所給食担当職員研修、茨城県社会福祉協議会. 
2006.08.01,水戸  

42) 梅垣敬三: 機能性食品の法規制の現状と機能性食

品の有用性について. 平成 18 年度第 8 回仙台市

薬剤師会学術研修会. 2006.08.06,仙台  
43) 吉池信男: 食事バランスガイドを活用した食育. 

平成 18 年度食育研修会、下北地域県民局地域健

康福祉部. 2006.08.09,むつ  
44) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの有用性・安

全性について. 東京都病院病院薬剤師会臨床薬学

研修会. 2006.08.09,八王子  
45) 由田克士: 日本人の食事摂取基準（2005 年版）

の活用について. 平成 18 年度第 2 回石川県学校

栄養職員研修会. 2006.08.11,金沢  
46) 吉池信男: 食事バランスガイドを活用した生活習

慣病予防. 平成 18 年度食事バランスガイド研修

会、青森県中南地域県民局地域健康福祉部 . 
2006.08.22,弘前 

47) 梅垣敬三: 健康食品とサプリメント. 茨城県栄養

士会新生涯学習研修会. 2006.08.26,水戸  
48) 吉池信男:「調査研究」の手法～計画、実施、解

析のポイント. 平成 18 年度北関東甲信越ブロッ

ク福祉協議会研修会、新潟県栄養士会福祉協議会. 
2006.08.27,新潟  

49) 梅垣敬三: いわゆる健康食品の概要と安全性につ

いて―健康増進法関連―熊本県管理栄養士研修会. 
2006.08.28, 熊本  

50) 廣田晃一: 科学的根拠に基づくアドバイス. 社団

法人東京都栄養士会. 2006.09.02,東京 
51) 宮地元彦: 新しい運動基準・運動指針の活用法. 

平成 18 年村山・置賜地域健康運動指導者研修会、

県村山保健所. 2006.09.07,山形 
52) 梅垣敬三: 科学的根拠のある健康食品情報のとら

え方. 平成 18 年度健康と栄養を考える講演会

（宮城会場）、日本栄養士会. 2006.09.09,仙台  
53) 吉池信男: パネルディスカッション「広げよう 

食の大切さ」第 1 回日本の食育セミナー、日本成

人病予防協会 2006.09.10,東京  
54) 田畑泉: 新たな健康づくりのための運動基準と運

動指針について. 平成 18 年度青森県健康運動指

導者等研究会（青森県健康福祉部保健衛生課）

2006.09.11,青森  
55) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「運動と食事摂取基準

（栄養所要量）」「エネルギー代謝」健康運動指

導士養成講習会. 2006.09.13,東京 
56) 渡邊昌: 平成 18 年度老人福祉のつどい健康講座. 

高崎市倉渕支所. 2006.09.13,高崎  
57) 吉池信男: 食事バランスガイドの基本的な考え方. 

第 11 回専門研修会（西日本ブロック）全国福祉

栄養士協議会. 2006.09.16,長崎  
58) 吉池信男: 「調査研究」の手法～計画、実施、解

析のポイント～第 11 回専門研修会（西日本ブロ

ック）全国福祉栄養士協議会. 2006.09.17,長崎  
59) 近藤雅雄: 高齢者への食育と健康増進. 東京都老

人保健施設連絡協議会、栄養分科会研修会 . 
2006.09.20,東京  

60) 吉池信男: 食事バランスガイドの基本的な考え方. 
第 11 回専門研修会（中日本ブロック）全国福祉

栄養士協議会. 2006.09.23,熱海  
61) 吉池信男:「調査研究」の手法～計画、実施、解

析のポイント～第 11 回専門研修会（中日本ブロ

ック）全国福祉栄養士協議会. 2006.09.24,熱海  
62) 田畑泉: 健康づくりのための運動基準 2006 と運

動指針 2006（エクササイズガイド 2006）につい

て. 東京都多摩立川保健所. 2006.09.27,東京 
63) 吉池信男: 平成 17 年熊本県民健康・栄養調査概

要と食事バランスガイドの活用. 平成 17 年度県

民健康・栄養調査結果概要説明会、熊本県健康福

祉部. 2006.09.29,熊本  
64) 吉池信男: 妊産婦の食事と健康～妊産婦のための

食生活指針を踏まえて. 母子保健指導者研修会、

財団法人母子保健指導者研修会. 2006.09.29,熊本  
65) 山田和彦: 食品の健康表示. 日本栄養・食糧学会

九州・沖縄支部公開シンポジウム. 2006.09.29,佐
賀  

66) 吉池信男: 健診・保健指導事業の進め方 ～現状

分析・計画・評価と対象者の階層化～生活習慣病



 

 

 3．研究成果等の発表 69

予防のための標準的な健診・保健事業に関する基

本研修、日本栄養士会. 2006.09.30,東京  
67) 渡邊昌: メタボリックシンドロームの栄養療法. 

指導者のための健康・栄養セミナー，(社)北海道

栄養士会. 2006.09.30,札幌  
68) 斎藤衛郎: 特定保健用食品の有効性評価. 湘南ラ

イフサイエンスコンソーシアム「特別セミナー」

～機能性食品の科学と開発戦略～第一回「特定保

健用食品の科学：有効性と安全性の実証法」

2006.10.06,藤沢  
69) 吉池信男: 食事バランスガイドの実践的活用. 平

成 18 年度鳥取県栄養士研修会、鳥取県福祉保健

部. 2006.10.06,鳥取  
70) 江崎治: 生活習慣病予防のための脂質摂取. 第 14

回加工油脂栄養研究会. 2006.10.06,山形  
71) 渡邊昌: 糖尿病の予防と克服. 三重県厚生連食育

推進シンポジウム. 2006.10.06,津  
72) 佐々木敏: EBN に役立てる文献検索. 生涯学習研

修会、社団法人兵庫県栄養士会.2006.10.14,神戸 
73) 由田克士: 食事摂取基準の理解と疾病を持つ人へ

の応用について. 東京都栄養士会栄養ケアステー

ション人材養成講座. 2006.10.14,東京  
74) 梅垣敬三: 健康食品の有効性とエビデンス. 千葉

県薬業会健康食品研修会. 2006.10.15,千葉  
75) 宮地元彦: 新しい運動基準と指針を現場に活用す

る. 茨城県健康運動指導者研修会. 2006.10.16,水戸 
76) 吉池信男: 今後の健診、保健指導の方向性. 長野

県栄養改善学会、長野県栄養士会. 2006.10.18,伊
那 

77) 吉池信男:「食事バランスガイド｣を活用した栄養

教育・実践教育について. 新潟県栄養士会佐渡支

部会員研修会、新潟県栄養士会佐渡支部 . 
2006.10.21,佐渡  

78) 梅垣敬三: 食事と健康食品・サプリメント. 健康

都市杉並フェア 2006「食の安全を考える討論

会」. 2006.10.21, 東京  
79) 吉池信男: メタボリックシンドロームの現状と予

防対策. 指導者のための健康・栄養セミナー、山

口県栄養士会. 2006.10.22,山口  
80) 梅垣敬三: 健康食品の安全性と有効性. 食育を考

える市民公開講座. 2006.10.22,広島 
81) 田畑泉: 健康づくりのための運動基準 2006 と運

動指針 2006（エクササイズガイド 2006）につい

て . 栄 養 管 理 講 習 会 （ 都 西 多 摩 保 健 所 ）

2006.10.24,東京  
82) 由田克士: 特定給食施設における給食の役割・ア

セスメントの実践方法. 平成 18 年度防衛庁栄養

士会研修会. 2006.10.25,つくば  
83) 石見佳子: 健康食品の正しいとり方. 長岡市立消

費生活センター. 2006.10.30  
84) 高田和子: アスリートの栄養摂取と食生活. 日本

体育協会. 2006.10.30,東京  
85) 田畑泉: 健康づくりのための運動指針・運動基準. 

健康運動指導士養成制度の見直しに伴う特別補習

講座. 2006.10.31,東京  
86) 宮地元彦: シンポジウム「1 に運動 2 に食事 

しっかり禁煙 最後にクスリ－良い生活習慣は気

持ちがいい！－」第 7 回健康日本 21 全国大会、

厚生労働省ほか. 2006.11.02  
87) 梅垣敬三: 栄養指導におけるサプリメントの基礎

知識. 長崎県栄養士会平成 18 年度生涯学習研修

会. 2006.11.04,長崎  
88) 由田克士: 食事調査とそのデータ活用を正しく理

解するために. 管理栄養士養成施設の専門分野別

担当教員を対象としたファカルティーデベロップ

メント. 2006.11.04,静岡  
89) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「運動と食事摂取基準

（栄養所要量）」「エネルギー代謝」健康運動指

導士養成講習会 . 健康運動指導士養成講習会 . 
2006.11.07,東京 

90) 佐々木敏: エビデンス. 平成 18 年度第 2 回生涯

学習研修会、社団法人埼玉県栄養士会. 2006.11.11,
埼玉  

91) 田畑泉 : ｢健康づくりのための運動の重要性－

「健康づくりのための運動指針 2006 の理解と活

用」－. 健康づくり推進研修会. 2006.11.11,滋賀  
92) 永田純一: 食品の栄養成分表示と健康表示. 健康

と栄養を考える講演会、日本栄養士会. 2006.11.11,
宮崎  

93) 由田克士: メタボリックシンドロームの現状と栄

養・食生活 －平成 16 年国民健康・栄養調査の

成績から－静岡県栄養士会 健康づくり提唱のつ

どい. 2006.11.11,三島  
94) 吉池信男:「食事バランスガイド」の考え方と活

用について.平成 18 年度全国福祉栄養士協議会研

修会、日本栄養士会. 2006.11.25,長野  
95) 佐々木敏: 「調査研究の手法」～簡易栄養アセス

メントスケール調査から～平成 18 年度全国福祉

栄養士協議会研修会、社団法人日本栄養士会 . 
2006.11.26,長野  

96) 梅垣敬三:「健康食品」の現状と対応. 三重県食

品衛生監視員および市町食品衛生推進員講習会,
三重県. 2006.11.28,津  

97) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントで健康になれ

ますか？太田区男女平等推進センター出張消費者

講座, 大田区. 2006.11.29,東京  
98) 梅垣敬三: いわゆる健康食品の概要と安全性につ

いて. 社団法人全国栄養士養成施設協会第 98 回

研修会. 2006.11.30,坂戸  
99) 田畑泉: ｢健康づくりのための運動基準 2006－栄

養士が知っておきたい運動指針－｣：第 20 回食と

医のセミナー（広島県栄養士会）2006.12.02,広島  
100) 吉池信男: 今後の健診、保健指導の方向性～より

効果的な生活習慣病予防をめざして～指導者のた

めの健康・栄養セミナー、宮崎県栄養士会 . 
2006.12.02,宮崎  

101) 吉池信男: 地域ぐるみでの食育の推進について 

～食事バランスガイド等を利用して～横浜市西区

食育講演会、横浜市西福祉保健センター . 
2006.12.08,横浜  

102) 由田克士: 特定給食施設における食事バランスガ

イドの活用. 平成１８年度東京都特定給食施設事



 

 

70 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 55 号（2006）

例報告会. 2006.12.08,東京 
103) 吉池信男: ｢食事バランスガイド｣の目的・基本的

な考え方・活用について. 栄養学術講演会、富山

県栄養士会. 2006.12.10,富山  
104) 斎藤衛郎: 特定保健用食品開発の現状と将来. 四

国食品健康フォーラム. 2006.12.13,愛媛  
105) 梅垣敬三: 賢い健康食品の使い方. 食品に関する

リスクコミュニケーション , 厚生労働省 . 
2006.12.15,奈良  

106) 斎藤衛郎: 特定保健用食品をめぐる最新の情報. 
社団法人  福島県栄養士会研究教育協議会 . 
2006.12.16,福島  

107) 梅垣敬三: 賢い健康食品の使い方. 食の安全・安

心フォーラム, 名古屋市. 2006.12.16,名古屋  
108) 田中茂穂:「健康づくりのための運動基準 2006・

エクササイズガイド 2006 について」「エクササ

イズガイド 2006～身体活動量の評価から実践

～」群馬県健康局保健予防課主催「平成 18 年度

くらしのなかの運動指導者講習会」2006.12.18,前
橋  

109) 梅垣敬三: 健康食品について. 平成 18 年度健康

食品の知識普及員養成事業 , 茨城県栄養士会 . 
2006.12.21,筑西  

110) 田畑泉: ｢健康づくりのための運動指針～エクサ

サイズガイド 2006 ～」保健指導者研修会 . 
2006.12.22,川崎  

111) 石見佳子: 団塊世代の栄養学. 足立区団塊世代の

地域回帰推進事業 盛人フォーラム. 2007.01.08,
東京 

112) 由田克士: 特定給食施設の栄養管理支援・指導に

ついて . 滋賀県保健所管理栄養士研修会 . 
2007.01.09,大津  

113) 由田克士: 働き盛りのメタボリックシンドローム

予防に向けた食育の視点と食環境づくりの重要性. 
杉並区ヘルシーメニュー推奨店調査員講習会 . 
2007.01.12,東京  

114) 由田克士: 食事バランスガイドの活用について. 
平成 18 年度伊勢原市ヘルスメイト専門研修会. 
2007.01.17,伊勢原 

115) 梅垣敬三: 健康食品・サプリメントの賢い使い方

について. 第 4 回岩手県食の安全・安心リスクコ

ミュニケーション, 岩手県. 2007.01.19,花巻  
116) 田畑泉: 健康づくりのための運動基準と指針～身

体活動・運動・体力～平成 18 年度 第 2 回 栄

養技術講習会（東京都福祉保健局，社団法人 東

京都施設給食協会）2007.01.24,東京  
117) 宮地元彦: 健康づくりのための運動指針 2006 に

ついて. 埼玉県在宅保健活動者の会研修会、埼玉

県国民健康保険団体連合会. 2007.02.01,埼玉 
118) 手嶋登志子: 高齢者の栄養管理は食介護の視点か

ら. 静岡県栄養士会. 2007.02.01,静岡  
119) 吉池信男: メタボリックシンドロームの予防と新

しい健診・保健指導. 指導者のための健康・栄養

セミナー、佐賀県栄養士会. 2007.02.03,佐賀 
120) 宮地元彦: 運動・身体活動の保健指導について. 

保健師・看護師リーダー養成会、健康保険組合連

合会. 2007.02.06,東京 
121) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「運動と食事摂取基準

（栄養所要量）」「エネルギー代謝」 健康運動指

導士養成講習会、健康体力づくり事業財団 . 
2007.02.07,東京 

122) 由田克士: 医療制度改革～メタボリックシンドロ

ームに着目した栄養指導について. 平成 18 年度

健康保険組合連合会 保健師・看護師リーダー養

成研修. 2007.02.07,東京  
123) 梅垣敬三: 健康食品とがん.平成 18 年度がん予防

推進員養成講習会、茨城県. 2007.02.08,つくば  
124) 梅垣敬三: 健康食品とはどんなものか？－誇大広

告にはご用心. 平成 18 年度消費者と業界の懇談

会、墨田区. 2007.02.13,東京   
125) 佐々木敏: 生活習慣病予防の EBN. 平成 18 年度

置賜保健所管内栄養・食生活関連事業研修会 . 
2007.02.16,山形  

126) 由田克士: 給食施設における食事バランスガイド

の活用とメタボリックシンドロームへの対応. 品
川区特定給食施設管理講習会. 2007.02.16,東京  

127) 田畑泉: あなたの運動足りてますか？エクサイズ

ガイド 2006. 第 23 回「健康・体力増進フォーラ

ム」2007.02.1,東京 
128) 梅垣敬三: 健康食品のかしこい利用. 平成 18 年

度第３回「世田谷区食の安全・安心区民会議」 
2007.02.20,東京   

129) 梅垣敬三: 健康食品について. 食品の安全・安心

講演会. 2007.02.22,岐阜  
130) 石見佳子: 健康食品の現状. 東京都特別区 9 区薬

事講習会. 2007.02.23,東京 
131) 梅垣敬三: 健康食品（サプリメント等）の有効性

と安全性. サプリメント・健康食品の安全性に関

する研修会、東京都医師会. 2007.02.23,東京  
132)田畑泉: 健康づくりのための運動基準・運動指針. 

健康運動指導士養成制度の見直しに伴う補習講座 

主催 日本健康運動指導士会. 2007.02.24,名古屋 
133) 田畑泉: エクササイズガイド 2006 について. エ

クササイズガイド研修会 共催 高知県栄養士会, 
日本健康運動指導士会高知県支部. 2007.02.25,高
知 

134) 田中茂穂: 栄養摂取と運動「運動と食事摂取基準

（栄養所要量）」「エネルギー代謝」健康運動指

導士養成講習会、健康体力づくり事業財団 . 
2007.02.28,東京 

135) 由田克士: 特定保健指導～栄養・食生活面からの

アプローチ. 平成 18 年度健康保険組合連合会 

保健師・看護師等全国研修会. 2007.03.02,東京  
136) 吉池信男: ｢食事バランスガイド｣の考え方と活用

について. 茨城県福祉栄養士協議会研修会、茨城

県福祉栄養士協議会. 2007.03.03,水戸  
137) 由田克士: 健診・保健指導事業の計画の進め方に

ついて. 平成 18 年度福島県栄養士会 行政栄養

士協議会研修会. 2007.03.03,福島  
138) 由田克士: 標準的な健診・保健プログラムを視野

に入れた特定給食施設における取り組み. 大阪府

北プロツク食育推進検討会（大阪府茨木保健所）
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2007.03.07,大阪  
139) 由田克士: 学校給食における食事摂取基準の活用

について. 平成 18 年度さいたま市学校栄養職員

研修会. 2007.03.09,さいたま  
140) 森田明美: メタボリックシンドロームと生活習慣

病. 国家公務員福利厚生研究会 総務省 人事・

恩給局. 2007.03.12,東京  
141) 饗場直美:. 平成 18 年度国家公務員福利厚生研究

会 総務省 人事・恩給局. 2007.03.12,東京 
142)田畑泉: 健康づくりのための運動基準・運動指針. 

健康運動指導士養成制度の見直しに伴う補習講座 

主催 日本健康運動指導士会. 2007.03.17,東京 
143) 佐々木敏: 介護保険施設における 栄養ケア・マ

ネジメントの有効性に関する調査. 全国福祉栄養

士協議会代表者会議、社団法人日本栄養士会 . 
2007.03.17,東京 

144) 吉池信男: 保育所および障害者施設におけるエビ

デンスの蓄積について. 全国福祉栄養士協議会代

表者会議研修会、日本栄養士会福祉栄養士協議会. 
2007.03.18,東京  

145) 由田克士: 健診の事後指導（生活習慣病一次予

防）強化における今後の対応. 東京都健康保険組

合栄養士連絡協議会研修会. 2007.03.30,東京  
(4) その他、講演会等   
1) 佐々木敏: 糖尿病性腎症の血圧・栄養管理につい

て. 第 14 回千葉県糖尿病性腎症研究会講演会、

武田薬品工業株式会社. 2006.04.21,千葉 
2) 門脇孝: 食後高血糖とメタボリックシンドローム. 

食後高血糖フォーラム 2006 in Nagoya. 2006.04.22, 
名古屋  

3) 近藤雅雄: 食生活と高齢者の免疫強化. いきいき

健康生活、ダイヤモンド八ヶ岳美術館ソサエティ. 
2006.04.30,北杜 

4) 田畑泉: 分科会 5 ｢高齢者の健康とエクササイ

ズ｣ リーダー. 2006 世界女性スポーツ会議 実

行委員会 NPO 法人ジュース，熊本市，日本オ

リンピック委員会，熊本県共催. 2006.05.12,熊本 
5) 門脇孝:「アディポネクチン受容体の構造と機能

及び病態における意義」Opening Remarks「メタ

ボリックシンドロームと糖尿病―日本そして世界

の 取 り 組 み ― 」 Sankyo Diabetes Forum2006. 
2006.05.13,東京  

6) 門脇孝: メタボリックシンドロームの病態と分子

機構―非定型抗精神薬の関与も含めて. 第 8 回新

潟臨床精神薬理フォーラム. 2006.05.30,新潟  
7) 江崎治: 生活習慣病と n-3 系脂肪酸. アマニ・セ

ミナー  主催：日本アマニ（亜麻）協会 . 
2006.06.01,東京  

8) 矢野友啓: 癌抑制遺伝子（コネキシン）の機能回

復をターゲットにした癌化学予防に関する研究ー

大豆由来の BBI を用いた検討ー第 9 回不二たん

白質研究振興財団研究報告会. 2006.06.01,大阪  
9) 門脇孝: わかりやすい糖尿病の話. 第三回健康講

座. 2006.06.03,東京  
10) 佐々木敏 : 栄養摂取と運動  食事アセスメント

（低栄養対策を含む）健康運動指導士養成講習会、

財団法人健康・体力づくり事業財団. 2006.06.07,
東京  

11) 宮地元彦: 運動プログラムの作成と指導の考え方. 
健康運動指導士養成講習会、健康・体力づくり事

業財団. 2006.06.08,東京  
12) 門脇孝: ADIPONECTIN とメタボリックシンドロ

ーム・循環器疾患. 新宿河田町高血圧フォーラム. 
2006.06.08,東京  

13) 佐々木敏: こどもの食生活と地域栄養活動のマネ

ージメント－食育を中心に－第 224 回母子保健関

係者講習会,社会福祉法人恩賜財団母子愛育会総

合母子保健センター. 2006.06.09,東京  
14) 吉池信男: 食事摂取基準、食事バランスガイドと

食品の表示. 食品の品質保証懇話会、食品工業倶

楽部. 2006.06.15,東京  
15) 門脇孝: 糖尿病臨床における最近の進歩. 内科懇

話会. 2006.06.16,東京  
16) 山田和彦: 保健機能食品について. 日本健康・栄

養システム学会主催、臨床栄養師研修会 . 
2006.06.20,東京 

17) 門脇孝: 病態とエビデンスの基づく 2 型糖尿病の

治療戦略 . 第 10 回旭川軽症糖尿病研究会 . 
2006.06.23,旭川  

18) 門脇孝: 精神疾患と肥満・糖尿病の接点―精神科

医と糖尿病・代謝医の連携に向け. ジプレキサ学

術講演会. 2006.06.24,神戸  
19) 渡邊昌: 食育基本法と国立健康・栄養研究所－サ

プリメントの開発にむけて－第 8 回健康食品フォ

ーラム，(財)医療経済研究・社会保健福祉協会. 
2006.06.26,東京  

20) 門脇孝: 大血管障害の抑制を目指した 2 型糖尿病

の治療戦略 . 足立区内科医会学術講演会 . 
2006.06.29, 東京  

21) 門脇孝: 医療・医学とヒューマニズム . ㈱パル 

創立 20 周年記念講演会. 2006.06.30,東京  
22) 門脇孝: メタボリックシンドロームの病態と治療

へのアプローチ―心血管病の予防戦略―第 15 回

Tokyo Bay Heart Forum. 2006.06.30,浦安  
23) 梅垣敬三: フィトケミカルの可能性. メディカル

ハーブ広報センター第 7 回シンポジウム . 
2006.07.01,東京  

24) 宮地元彦:「運動基準・運動指針」平成 18 年度健

康運動指導士・健康運動実践指導者スキルアップ

研修会. 健康運動指導士・健康運動実践指導者登

録更新単位認定講習会、(財)健康・体力づくり事

業財団. 2006.07.02,仙台 
25) 宮地元彦:「運動基準・運動指針」健康運動指導

士・健康運動実践指導者登録更新単位認定講習会、

(財)健康・体力づくり事業財団. 2006.07.02,仙台  
26) 門脇孝: 大血管障害の抑制を目指した２型糖尿病

の治療戦略. 横浜北部糖尿病パネルディスカッシ

ョン. 2006.07.05,横浜  
27) 佐々木敏: 糖尿病食事療法における科学的エビデ

ンスと応用. 第 14 回埼玉糖尿病教育セミナー、

バイエルメディカル株式会社. 2006.07.08,埼玉  
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28) 宮地元彦:「運動基準・運動指針」. 健康体力づ

くり事業財団、平成 18 年度健康運動指導士・健

康運動実践指導者スキルアップ研修会. 2006.07.10,
東京  

29) 江崎治: 肥満・糖尿病予防のための食事と運動；

その分子機序 . 軽症糖尿病学術講演会 2006 主
催：三共株式会社. 2006.07.11,福岡  

30) 宮地元彦: ストレッチング、補強運動. 健康運動

指導士養成校集会、健康体力づくり事業財団 . 
2006.07.13  

31) 石見佳子: 非荷重による骨量減少に対する大豆イ

ソフラボンの効果：雄性マウスによる検討. 日本

豆乳協会. 2006.07.14  
32) Yamada K: Updates of nutrition and health claims in 

Japan. 3rd Asia region workshop on functional foods, 
ILSI Southeast Asian Region. 2006.07.18, Kuala 
Lumpur, Malaysia  

33) 西牟田守: 環境ホルモンと食生活. 日本エステテ

ィック協会 東日本地区 講習会. 2006.07.18,東
京  

34) 田畑泉: 運動指導の実際 健康づくりのための運

動基準 2006~身体活動・運動・体力~人事院職員

福祉課. 2006.07.21,東京  
35) 門脇孝: チアゾリジン薬の糖尿病治療における役

割. Stroke 学術集会. 2006.07.21,東京  
36) 渡邊昌: 食育基本法と私達. 平成１８年度食物実

技講習会，(社)栄養改善普及会. 2006.07.28,千葉  
37) 梅垣敬三: 健康食品の現状と情報提供. 地域にお

けるヘルスケアセミナー、特定非営利活動法人 

医療ネットワーク支援センター. 2006.08.03,東京  
38) 山田和彦: 栄養摂取と運動. (財)健康・体力づく

り事業財団主催、健康運動指導師講習会 . 
2006.08.22,東京  

39) 佐々木敏: 栄養摂取と運動 食事アセスメント

（低栄養対策を含む）健康運動指導士養成講習会、

財団法人健康・体力づくり事業財団. 2006.08.23,
東京  

40) 門脇孝: 病態とエビデンスに基づく 2 型糖尿病病

の治療戦略～大血管症抑制を目指して～.第 5 回

チアゾリジンフォーラム. 2006.08.23,東京  
41) 髙田和子: メタボリックシンドロームと食事. レ

インボー健康体操・水中体操中級指導者養成講座. 
2006.08.25,東京  

42) 門脇孝: インスリン抵抗性とメタボリックシンド

ロームに関する最近の知見. 第 30 回日本産科婦

人科栄養代謝研究会. 2006.08.26,東京  
43) 門脇孝: 2 型糖尿病とオーダーメイドによる経口

糖尿病治療薬の選択とは. 第 23 回糖尿病 Up・
Date 賢島セミナー. 2006.08.26,賢島  

44) 渡邊昌: 味噌・大豆と健康. 東京都味噌卸協議会. 
2006.09.05,東京  

45) Yamada K: Scientific substantiation of claims of 
foods:Current status in Japan. Current status and 
future directions for health claims on foods workshop, 
Korean Nutrition Society. 2006.09.07, Korean FDA, 
Seoul, Korea  

46) Yamada K: Scientific substantiation of health claims 
in Japan. Workshop of Food with health claims, 
Danone institute international. 2006.10.07, Barcelona, 
Spain  

47) 吉池信男: 妊娠中の栄養学～自分に見合った食事

を整えるためのスキルを身につけよう～ベジフル

マタニティ講座、日本ベジタブル＆フルーツマイ

スター協会東京本部. 2006.09.08,東京  
48) 梅垣敬三: 健康食品の賢い使い方. 岐阜県食品の

安全・安心シンポジウム. 2006.09.08,岐阜  
49) 吉池信男: 今後の健診・保健指導の方向性. 保健

健診戦略セミナー、日本事務器株式会社 . 
2006.09.09,大阪  

50) 宮地元彦: 運動プログラム作成の原則. 第 103 回

健康運動指導士養成講習会、健康体力づくり事業

財団. 2006.09.14  
51) 門脇孝 : 話題のピーパーガンマアゴニスト

（PPARγ）抗加齢医学の実際 2006. 2006.09.17,東
京  

52) 西牟田守:「細胞内ミネラル・細胞外ミネラル・

骨ミネラル」の概念とその後のミネラル研究の発

展. 大塚製薬 2006 年度第一回エリアセミナー

（東京）2006.09.19,東京  
53) 渡邊昌: メタボリックシンドローム阻止への国の

対策. ナチュラルプロダクツエキスポジャパン，

㈱ヘルスビジネスマガジン社. 2006.09.21,東京  
54) 西牟田守: マグネシウムと健康. ソルト・サイエ

ンス・シンポジウム 2006「ミネラルと健康」

2006.09.25,東京  
55) 門脇孝: 糖尿病･メタボリックシンドロームの病

態と治療戦略」～J-DOIT3 の重要性～ . Expert 
Meeting in Kanagawa. 2006.09.27, 横浜  

56) 吉池信男: メタボリックシンドロームの視点から

みた生活習慣病対策. 協賛会協議会研修会、社団

法人食生活情報サービスセンター. 2006.09.28,東
京  

57) Yano T: Connexin gene as a tumor suppressor gene. 
ABG meeting. 2006.09.28, Aida, MI, USA  

58) 門脇孝: メタボリックシンドローム・新しい概念

とその対策. 第 6 回最新医学と明日の医療を語る

会. 2006.09.30,栃木 
59) 門脇孝: 生活習慣病の分子標的と創薬戦略. オミ

ックス医療が拓く未来 2006. 2006.10.03,横浜  
60) 宮地元彦: アンチエイジング体操の実習. 高齢者

雇用フェスタ 2006、独立行政法人高齢・障害者

雇用支援機構. 2006.10.04,東京  
61) 吉池信男: 国民健康・栄養調査からみたメタボリ

ックシンドロームの現状と対策. 食品開発展 2006
記 念 セ ミ ナ ー 、 CMP ジ ャ パ ン 株 式 会 社 . 
2006.10.04,東京  

62) 宮地元彦: ストレッチング、補強運動. 第 103 回

健康運動指導士養成講習会、健康体力づくり事業

財団. 2006.10.05  
63) 渡邊昌: 予防のための日常生活管理について. 歩

いて防ごう！メタボリックインお台場，メタボリ

ックシンドローム撲滅委員会. 2006.10.07,東京  
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64) 門脇孝: 大血管症抑制を目標とした 2 型糖尿病治

療戦略. 第 8 回城北糖尿病治療研究会. 2006.10.11,
東京  

65) 門脇孝: 糖尿病患者の PAD について～ADA 合意

文書をふまえて～第 4 回 Gunma Forum on Diabetic 
Complications 講演会. 2006.10.12,群馬  

66) 石見佳子: サプリメントと骨の健康ー大豆イソフ

ラボンを中心にー. 日本サプリメントアドバイザ

ー認定機構フォローアップセミナー. 2006.10.15,
東京  

67) 田畑泉 : 新しい健康づくりのための運動基準

2006~身体活動・運動・体力~. ACSM/CEC セミナ

ー((社)日本エアロビックフィットネス協会）

2006.10.16,東京  
68) 渡邊昌: 糖尿病を食事と運動でコントロールする. 

第 4 回統合医療検討委員会講演会，(社)新宿区医

師会. 2006.10.23,東京  
69) 門脇孝: メタボリックシンドロームの病態と治療

戦略. 岩手生活習慣病フォーラム 2006. 2006.10.24,
岩手  

70) 渡邊昌: 食育基本法と食生活改善推進員の活動. 
平成 18 年度全国食生活改善推進員団体リーダー

中央研修会，日本食生活協会. 2006.10.26,甲府  
71) 石見佳子: サプリメントと骨の健康ー大豆イソフ

ラボンを中心にー日本サプリメントアドバイザー

認定機構フォローアップセミナー. 2006.10.28,大
阪  

72) 門脇孝: 脂肪細胞とメタボリックシンドローム. 
聖路加国際病院 学術講演会. 2006.11.02,東京  

73) 佐々木敏: 栄養摂取と運動 食事アセスメント

（低栄養対策を含む）健康運動指導士養成講習会、

財団法人健康・体力づくり事業財団. 2006.11.06,
東京 

74) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの治

療戦略―スタチンの位置付け. リバロ錠発売３周

年記念学術講演会. 2006.11.11,東京  
75) 森田明美: 健康長寿を支える栄養と生活. 人間ド

ックの集い JA 長野県厚生連 佐久総合病院人

間ドック科. 2006.11.11,佐久  
76) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの病

態と治療―循環器疾患の治療にむけて―第 7 回内

科・治療学セミナー学術集会. 2006.11.16,青森  
77) 門脇孝: メタボリックシンドロームの分子機構と

治療戦略 . 第 5 回糖尿病と心血管病研究会 . 
2006.11.17,東京  

78) 門脇孝: 肥満と遺伝子. 第 20 回臨床栄養学術セ

ミナー. 2006.11.18,東京  
79) 門脇孝: メタボリックシンドロームの分子機構と

治療戦略. 癌研有明病院 講演会. 2006.11.21,東京  
80) 田畑泉:「健康づくりのための運動指針 2006（エ

クササイズガイド）」全国健康科学センター連絡

協議会・厚生科学研究費川原班共催フォーラム. 
2006.11.25,愛知  

81) 宮地元彦: メタボリックシンドロームの予防と改

善を目的とした運動と身体活動. フィットネスサ

ミット 2006、(社)日本エアロビックフィットネ

ス協会、(財)健康・体力づくり事業財団 . 
2006.11.26,東京 

82) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの分

子機構と治療戦略―炎症・酸化ストレスの意義を

含めて . 第 3 回酸化ストレスと肝研究会 . 
2006.11.26,福岡  

83) 門脇孝: 糖尿病メタボリックシンドローム～あな

たもご用心. 宮崎市民公開講座. 2006.11.26,宮崎  
84) 吉池信男: 肥満、メタボリックシンドロームの疫

学と予防的戦略. 第 13 回北九州代謝栄養研究会. 
2006.11.27,北九州  

85) 渡邊昌: 日本人の食生活とサプリメントの現状と

将 来 . Otsuka Academy オ ー プ ン セ ミ ナ ー . 
2006.11.27,東京  

86) 山田和彦: 保健機能食品の賢い使い方と留意点. 
第 13 回神奈川 IBD 研究会. 2006.11.28,横浜  

87) 渡邊昌: 日本人の食生活とサプリメントの現状と

将 来 . Otsuka Academy オ ー プ ン セ ミ ナ ー . 
2006.11.28,大阪  

88) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームと上

手に付き合う. 「やよい会」講演会. 2006.11.30,東
京  

89) 宮地元彦: 運動プログラム作成の原則. 健康運動

指導士養成講習会. 2006.12.07,東京  
90) 吉池信男: 標準的な健診・保健指導の概要 . 健

診・保健指導セミナー、医療法人城見会 . 
2006.12.08,横浜  

91) 宮地元彦:「運動基準・運動指針」. 健康運動指

導士・健康運動実践指導者登録更新単位認定講習

会（広島会場）(財)健康・体力づくり事業財団. 
2006.12.08,広島  

92) 吉池信男: 今後の健診・保健指導の方向性. 保健

健診戦略セミナー、日本事務器株式会社 . 
2006.12.09,東京  

93) 藤井康弘: 栄養・食生活、「健康食品」と生活習

慣病. EBS 栄養情報担当者養成講座・スクーリン

グ. 2006.12.10,広島  
94) 門脇孝: メタボリックシンドロームの病態とアデ

ィポカイン. 日本内科学会関東支部主催第 35 回

生涯教育講演会. 2006.12.10,東京  
95) 吉池信男: メタボリックシンドローム健診と保健

指導. 第 19 回生活習慣病指導専門職セミナー、

(社)日本健康文化振興会. 2006.12.11,東京  
96) 田畑泉: ｢運動基準・指針における身体活動量・

体力の意義－体力はなぜ必要か－｣平成 18 年度

青・壮年体力つくり指導者講習会（健康・体力づ

くり事業財団）2006.12.12,金沢  
97) 吉池信男: 標準的な健診・保健指導の概要 . 健

診・保健指導セミナー、医療法人城見会 . 
2006.12.12,大阪  

98) 門脇孝: メタボリックシンドロームの病態と治療

戦略・最新の知見. 第 3 回城南メタボリックシン

ドローム研究会. 2006.12.12,東京  
99) 由田克士: 生活習慣病を予防する食事とは. 平成

18 年 度 人 事 院 生 活 習 慣 病 管 理 研 究 会 議 . 
2006.12.13,東京  
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100) 石見佳子: 骨の健康と保健機能食品. 静岡バイオ

テクノロジー研究会. 2006.12.14,静岡  
101) 饗場直美: 食べて高める免疫力. 第 24 回日本東

方医学会 市民公開講座 日本東方医学会 . 
2007.01.01, 東京 

102) 田畑泉: 健康づくりのための運動基準・運動指針

の普及定着. NPO 法人 日本健康運動指導士会. 
2007.01.08,東京  

103) 宮地元彦: 保健指導における健康運動指導士の役

割と可能性. 平成 18 年度健康運動指導者交流会. 
2007.01.08,東京 

104) 田畑泉: メタボリックシンドロームの解消と予防

｢健康づくりのための運動指針 2006（エクササイ

ズガイド 2006）～生活習慣病予防のために～｣平

成 18 年度 健康管理講習会 東京高等裁判所，

東京地方裁判所，東京簡易裁判所. 2007.01.10,東
京 

105) 吉池信男: 栄養教育における介入研究のデザイン

と解析. 第 2 回実践栄養学研究集中セミナー、日

本栄養改善学会・高知女子大学. 2007.01.12,高知  
106) 藤井康弘: 栄養・食生活、「健康食品」と生活習

慣病. EBS 栄養情報担当者養成講座・スクーリン

グ. 2007.01.21,大坂  
107) 門脇孝: 大血管症抑制を目指した 2 型糖尿病の治

療戦略. 糖尿病の治療戦略 2007. 2007.01.24, 高松  
108) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの病

態と治療・予防戦略―DOIT3 の意義を含めて―

アークレイ学術集会. 2007.01.25,東京  
109) 吉池信男: 今後の健診・保健指導の方向性. 保健

健診戦略セミナー、日本事務器株式会社 . 
2007.01.27,福岡  

110) 門脇孝: 2 型糖尿病の分子機構と治療戦略. チア

ゾリジンセミナー. 2007.01.30,東京  
111) 門脇孝: メタボリックシンドローム・糖尿病の治

療戦略―J-DOIT3 の意義―. 神奈川生活習慣病フ

ォーラム―動脈硬化予防への新たな治療戦略 . 
2007.02.02,横浜  

112) 門脇孝: メタボリックシンドローム―糖尿病から

みた位置付けとその対策. 第 42 回インスリン研

究会. 2007.02.03,東京  
113) 山田和彦: 保健機能食品の成り立ちと現状. 第 5

回動物のサプリメント研究会、動物のサプリメン

ト研究会. 2007.02.04,東京  
114) 渡邊昌: 食事・栄養とアンチエイジング. 日本抗

加齢医学会専門医・指導士認定委員会講習会 . 
2007.02.04,東京  

115) 門脇孝: 糖尿病・メタボリックシンドロームの病

態と治療戦略～J-DOIT3 の重要性～  Meet The 
Specialist. 2007.02.08,東京  

116) 宮地元彦: 運動プログラム作成の基本原則. 平成

18 年度健康運動指導士養成講習会、健康体力づ

くり財団. 2007.02.13  
117) 門脇孝: アディポネクチンを標的とした糖尿病・

メタボリック症候群の新規診断法・治療法の臨床

応用. 基礎研究成果の臨床応用推進研究事業に関

わる研究成果発表会. 2007.02.14,東京  

118) 田畑泉: 運動基準・指針における身体活動量・体

力の意義－体力はなぜ必要か－青・壮年体力つく

り指導者講習会 主催 (財)健康・体力づくり事

業財団, 鹿児島県教育委員会,薩摩川内市教育委

員会. 2007.02.15,鹿児島 
119) 門脇孝: 糖尿病の血管合併症の抑制に向けた治療

戦略－J-DOIT3 の意義－熊本市内科医会学術集会. 
2007.02.23,熊本  

120) 田畑泉: ｢健康づくりのための運動基準 2006－栄

養士が知っておきたい運動指針－｣第 48 回 味の

素ＫＫセミナー 主催 味の素株式会社 大阪支

社(後援：近畿各県府栄養士会). 2007.02.24,大阪 
121) 吉池信男: 肥満、メタボリックシンドロームの疫

学と公衆衛生的戦略. 第 20 回静岡県糖尿病懇話

会. 2007.02.24,静岡 
122) 門脇孝: 病態からみた糖尿病の治療戦略～レニ

ン・アンジオテンシン系の意義を含めて～New 
Focus on Cardiovascular Protection. 2007.02.25,東京  

123) 佐々木敏: 栄養摂取と運動 食事アセスメント

（低栄養対策を含む）健康運動指導士養成講習会、

財団法人健康・体力づくり事業財団. 2007.02.27,
東京 

124) 永田純一: トランス脂肪酸過剰摂取に対する欧米

諸国の対応と日本の現状について. 消費者行政研

究会. 2007.02.28,東京  
125) 江崎治: メタボリックシンドローム予防と食品分

析の今後. 日本食品分析センター多摩研究所講演

会 主催：日本食品分析センター多摩研究所 食品

品質保持技術研究会. 2007.03.02,東京 
126) 佐々木敏: 健康問題についての沖縄と生協への提

言. 学習講習会、生活協同組合コープおきなわ. 
2007.03.02,沖縄  

127) 田畑泉 : 新しい健康づくりのための運動基準

2006 とエクササイズガイド 2006. 平成 19 年度健

康運動実践指導者養成校養成講座主任研修会 . 
2007.03.05,東京 

128) 佐々木敏: 栄養摂取と運動 食事アセスメント

（低栄養対策を含む）健康運動指導士養成講習会、

財団法人健康・体力づくり事業財団. 2007.03.07,
東京 

129) 梅垣敬三: 健康食品の現状ならびに医薬品との相

互作用の考え方. 第 27 回静岡臨床薬学研究会. 
2007.03.10,静岡  

130) 門脇孝: 大血管症抑制を目指した 2 型糖尿病の治

療戦略. 第 14 回 一糖会. 2007.03.16,福岡  
131) 吉池信男: メタボリックシンドローム対策を中心

とした 今後の健診・保健指導の方向性～平成 20
年度から始まる新制度の概要と食事・運動の新ガ

イド～静岡県生活習慣病研究会学術講演会 . 
2007.03.17,静岡 

132) 門脇孝: 2 型糖尿病の分子機構と治療戦略. 第 1
回四国先端糖尿病研究会. 2007.03.17,福岡  

133) 松村康弘: 有効性評価の科学的根拠. サプリメン

トアドバイザー講義（日本サプリメントアドバイ

ザー認定機構）2007.03.19  
134)江崎治: サルコペニア（筋萎縮）のモデルマウス. 
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第 3 回 メタボリズムのゲノムネットワーク研究

会 共催：アステラス製薬株式会社. 2007.03.24,神
奈川  

135) 三浦進司: 運動による骨格筋 PGC-1α発現増加機

序：交換神経系の役割. 第 3 回 メタボリズムの

ゲノムネットワーク研究会 共催：アステラス製

薬株式会社. 2007.03.24,神奈川  
136) 梅垣敬三 : 健康食品情報と消費者への伝え方 . 

2007 食と健康シンポジウム（社団法人日本能率

協会). 2007.03.28,東京  

5. 政府関係機関審議会、委員会等  
(1) 厚生労働省等中央政府関連 
1) 渡邊昌:  

・食育推進会議委員,内閣府食育推進室 
・厚生労働省国際医療協力研究委託費評価委員  
・薬事・食品衛生審議会臨時委員，厚生労働省.

厚生労働省医薬食品局 
・ダイオキシン類への蓄積量調査検討委員会委員，

環境省 
・独立行政法人食品総合研究所運営評価委員会委

員  
・生物系産業創出のための異分野融合研究支援事

業に係る選考・評価委員. 独立行政法人農業・

生物系特定産業技術研究機構生物系特定産業技

術研究支援センター  
・ヒューマンサイエンス振興財団財団評議員  
・清掃作業従事者のダイオキシンばく露による健

康影響に係る調査研究委員会委員. 中央労働災

害防止協会労働衛生調査分析センター  
・ダイオキシン健康影響ワーキンググループ委員

会委員. 中央労働災害防止協会労働衛生調査分

析センター  
・厚生科学審議会委員，厚生労働省 

2) 吉池信男:  
・授乳・離乳の支援ガイド（仮称）策定研究会構

成員. 厚生労働省雇用均等・児童家庭局  
・食品安全委員会添加物専門委員. 内閣府食品安

全委員会  
・運動所要量・運動指針の策定検討会委員構成員.
厚生労働省健康局 

・運動所要量ワーキンググループ委員.厚生労働

省健康局 
・運動指針小委員会構成員. 厚生労働省健康局 
・健康日本 21 中間評価作業チーム委員. 厚生労

働省健康局 
・国民健康・栄養調査企画解析検討会委員. 厚生

労働省健康局   
・標準的な健診・保健指導の在り方に関する検討

会構成員・厚生労働省健康局 
・健診・保健指導の学習教材・支援教材に関する

ワーキンググループ委員・厚生労働省健康局. 
・健診・保健指導データ分析・評価ワーキンググ

ループ委員. 厚生労働省健康局 
・薬事・食品衛生審議会農薬・動物用医薬品部会

委員. 厚生労働省医薬食品局 

・薬事・食品衛生審議会添加物部会委員. 厚生労

働省医薬食品局 
・薬事・食品衛生審議会新開発食品評価第三調査

会員. 厚生労働省医薬食品局 
・国保ヘルスアップモデル事業評価検討会委員. 

厚生労働省保険局  
・糖尿病戦略研究課題１運営小委員会委員. 財団

法人国際協力医学研究振興財団（厚生労働省健

康局) 
・糖尿病戦略研究プロジェクト試験評価委員会委

員. 財団法人国際協力医学研究振興財団（厚生

労働省健康局) 
・野菜等健康食生活協議会委員. 食生活情報サー

ビスセンター（農林水産省）  
・企業・団体等野菜等摂取普及啓発検討小委員会

委員長. 食生活情報サービスセンター（農林水

産省）  
・小売業や外食産業等におけるモデル実証事業中

央検討委員会委員. 財団法人食品産業センター

（農林水産省）  
3) 田畑泉:  

・平成 18 年国民健康・栄養調査企画解析検討会. 
厚生労働省健康局 

・健康日本 21 中間評価作業チーム委員. 厚生労

働省健康局 
・運動指針小委員会委員. 厚生労働省健康局  
・運動所要量ワーキンググループ委員. 厚生労働

省健康局  
・運動所要量・運動指針の策定検討会委員. 厚生

労働省健康局  
4) 門脇孝:  

・健康日本 21 中間評価ワーキンググループ委員.
厚生労働省健康局 

・厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会委員. 
厚生労働省健康局 

・標準的な検診・保健指導のあり方に関する検討

会委員. 厚生労働省健康局  
・健診・保健指導の学習教材・支援教材に関する

ワーキンググループ委員. 厚生労働省健康局 
・健診・保健指導データ分析評価 ワーキンググ

ループ委員. 厚生労働省健康局 
5) 山田和彦:  

・薬事・食品衛生審議会新開発食品調査部会員. 
厚生労働省医薬食品局 

6) 由田克士:  
・国保ヘルスアップモデル事業評価ワーキンググ

ループ. 厚生労働省保険局  
・職域保健における効果的な保健指導事例に関す

る検討会. 厚生労働省健康局  
・健康増進総合支援システム開発事業評価検討会

委員. 厚生労働省健康局生活習慣病対策室.  
・情報評価委員会委員. 健康・体力づくり事業財

団  
7) 石見佳子: 

・科学技術学術審議会資源調査分科会専門委員. 
文部科学省 
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8) 斎藤衛郎:  
・薬事・食品衛生審議会臨時委員. 厚生労働省医

薬食品局 
・新開発食品調査部会員. 厚生労働省医薬食品局 
・新開発食品評価第一調査会調査員.厚生労働省

医薬食品局. 
・特定保健用食品評価検討委員. 厚生労働省医薬

食品局 
・U.S.-Japan Cooperative Program in Natural  

Resources (UJNR), Food and Agriculture Panel. 文
部科学省 

9) 饗場直美:  
・薬事・食品衛生審議会委員. 厚生労働省医薬食

品局 
・健康増進総合支援システム開発事業評価検討会. 
厚生労働省健康局生活習慣病対策室 

10) 松村康弘:  
・薬事・食品衛生審議会委員. 厚生労働省医薬食

品局 
11) 田中茂穂:  

・運動所要量・運動指針の策定検討会「運動所要

量ワーキンググループ」委員. 厚生労働省健康

局 
12) 宮地元彦:  

・健康増進総合支援システム開発事業評価検討会

委員. 厚生労働省生活習慣病対策室 
13) 佐々木敏:  

・科学技術・学術審議会専門委員. 文部科学省 
14) 梅垣敬三:  

・薬事・食品衛生審議会専門委員. 厚生労働省医

薬食品局 
(2) 地方自治体等  
1) 吉池信男:  

・神奈川健康プラン 21 目標評価部会委員. 神奈

川県保健福祉部健康増進課 
2) 佐々木敏: 

・「すこやか北海道 21」改訂版推進事業に係る

検討会. 北海道保健福祉部.  
・千葉県健康生活コーディネート事業管理運営委

員. 千葉県 
3) 梅垣敬三: 

・東京都食品安全情報評価委員 
・独立行政法人国民生活センター商品テスト分

析・評価委員会委員. 
4) 髙田和子: 

・群馬県体育協会スポーツ医科学委員会.群馬県 
(3) その他  
1) 吉池信男:  

・国立成育医療センター研究所研究評価委員. 国
立成育医療センター研究所 

2) 田畑泉:  
・日本学術会議連携会員. 日本学術会議 

3) 田中茂穂:  
・平成 18 年度小児の環境保健に関する健康リス

ク評価分科会・委員. (独)国立環境研究所.  

・(財)日本体育協会スポーツ医・科学専門委員会

「日本の子どもにおける身体活動・運動目標設

定と効果の検証」研究班員 
4) 江崎治:  

・倫理委員会委員（独立行政法人農業・食品産業

技術総合研究機構食品総合研究所における人間

を対象とする生物医学的研究に関する倫理委員

会). 独立行政法人農業・食品産業技術総合研

究機構食品総合研究所 

6. 関連学術団体等への貢献  
(1) 理事等の役員   
1) 渡邊昌:  

・生命科学振興会理事長 
・専門管理栄養士認定機構理事長 
・Soy Nutrition Institute Japan 代表幹事 
・日本病態栄養学会常務理事 
・日本抗加齢協会理事（国際学術担当) 
・日本抗加齢医学会理事 
・日本健康・栄養食品協会理事 

2) 吉池信男: 
・日本栄養改善学会副理事長 
・日本栄養改善学会食育推進企画・検討委員会委

員長  
3) 門脇孝: 

・日本糖尿病学会常務理事  
・日本糖尿病協会常任理事  
・日本病態栄養学会常任理事 
・日本体質医学会常任理事  
・日本糖尿病合併症学会幹事  
・日本内科学会 日本内分泌学会理事  
・日本糖尿病動物研究会会長  
・日本生化学会役員  
・日本分子生物学会役員  
・日本糖尿病・肥満動物学会理事長  

４) 山田和彦:  
・日本栄養改善学会理事 
・日本栄養・食糧学会理事 
・日本食物繊維学会常務理事 
・日本栄養改善学会倫理審査委員会委員 

5) 由田克士: 日本栄養改善学会理事 
6) 熊江隆: 体力・栄養・免疫学会理事 
7) 西牟田守:  

・日本マグネシウム学会理事  
8) 髙田和子:  

・日本スポーツ栄養研究会理事 
(2) 雑誌編集委員   
1) 渡邊昌:  

・Biofactors.Ass.Editor 
・European Journal of Epidemiology and Biostatics

編集委員 
・ライフサイエンス編集長 

2) 田畑泉:  
・日本体育学会 編集 「体育の科学」編集委員 
・International Journal of Sports and Health Science 

Section Editor 
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3) 門脇孝: 
・『Diabetes Journal』編集委員 
・『Diabetes Nursing』編集委員 
・『Diabetes News in the World』編集委員  
・『DITN』編集委員 
・『DM Communications』  
・『糖尿病治療ガイド』編集委員.  
・『科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライ

ン』編集委員 
・Diabetes care, Editorial Board 
・J. Clin. Invest. Editorial Board 
・Metabolic Syndrome and Related Disorders, 

Editorial Board 
・The Journal of Endocrine Genetics, Editorial Board 
・Diabetes, Obesity and Metabolism, Editorial Board 
・Current Diabetes Reviews, Editorial Board 
・Arteriosclerosis Thrombosis and Vascular Biology, 

Editorial Board  
・Endocrinology, Editorial Board 

4) 石見佳子:  
・栄養学雑誌編集委員 

5) 松村康弘: 
・栄養学雑誌編集委員 
・民族衛生編集委員  

6) 江崎治:  
・日本肥満学会誌「肥満研究」編集委員  
・「International Journal of Obesity」Editorial Board 

7) 熊江隆:  
・体力・栄養・免疫学会編集委員 
・体力・栄養・免疫学会雑誌編集委員  

8) 西牟田守:  
・日本体力医学会 総務委員、機関誌「体力科

学」編集委員 
・日本栄養・食糧学会、日本ビタミン学会 英文

機関誌 [J Nutr Sci Vitaminol] Editor  
9) 廣田晃一:  

・臨床栄養（医歯薬出版）編集委員 
10) 田中茂穂:  

・ Journal of Training Science for Exercise and 
Sport：編集委員  

・School Health：編集委員 
11) 髙田和子:  

・日本疫学会ニュースレター編集委員 
(3) その他  
1) 渡邊昌:  

・不二たん白質研究振興財団選考委員 
・食品産業新聞社第 36 回食品産業技術功労賞選

考委員 
・国立環境研究所ダイオキシン国際会議 2007 組

織委員会委員 
・ILSI 国際学会組織委員  

2) 吉池信男:  
・｢障害者の栄養管理マネジメントの在り方に関

する調査研究事業委員会」座長.社団法人日本

栄養士会 

・糖尿病データベース構築委員会特別委員. 日本

糖尿病学会 
3) 斎藤衛郎:  

・日本油化学会：健康科学部会員及び酸化部会員  
4) 佐々木敏:  

・平成 18 年度学術研究助成審査会専門委員. 財
団法人すかいらーくフードサイエンス研究所

（東京） 
5) 山内淳:  

・脂溶性ビタミン総合研究委員会平成 18 年度委

員 
6) 矢野友啓:  

・日本ビタミン学会トピックス委員会委員 
・International Conference Physiological and 

Pathological Importance of Gap junctions; Orgazing 
Committe Member 

7) 笠岡(坪山)宜代:  
・栄養学若手研究者の集い世話人  

7. 併任、非常勤講師等  
(1) 厚生労働省等への併任   
1) 卓興鋼:  

・特定保健用食品の表示許可に係る審査に関する

助言等. 食安発第 0329001 号  
(2) 大学の客員教授・非常勤講師   
1) 渡邊昌: 

・慶應義塾大学医学部 客員教授 
・東京農業大学総合研究所 客員教授 
・信州大学医学部 非常勤講師 
・北里大学医学部 非常勤講師 

2) 吉池信男: 
・慶応義塾大学医学部衛生・公衆衛生学 非常勤

講師 
・京都大学大学院医学研究科社会健康医学専攻系 
非常勤講師 

3) 田畑泉: 
・京都女子大学家政学研究科博士前期課程 非常

勤講師 
・共立女子大学家政学部運動生理学 非常勤講師 
・早稲田大学スポーツ科学学術院 客員教授 

4) 門脇孝: 
・群馬大学 客員教授 
・順天堂大学 客員教授 

5) 山田和彦:  
・神奈川県立保健福祉大学 非常勤講師 

6) 佐々木敏: 
・琉球大学医学部 非常勤講師 
・福岡大学医学部  非常勤講師 
・帝京大学医学部 特別講義講師 
・御茶の水女子大学大学院人間文化研究科  客員

教授  
・国立大学法人大阪外国語大学外国語学部  非常

勤講師 
・天使大学大学院看護栄養学研究科  非常勤講師 
・慶應義塾大学医学部  非常勤講師 
・学校法人香川栄養学園女子栄養大学大学院  客
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員教授 
・東京大学医学部（東京）非常勤講師 

7) 由田克士: 
・仁愛女子短期大学 非常勤講師 
・金沢医科大学 非常勤講師 

8) 熊江隆:  
・日本体育大学 非常勤講師 

9) 西牟田守: 
・埼玉医科大学 非常勤講師 

10) 宮地元彦: 
・静岡県立大学食品栄養科学部 運動生理学担当 
非常勤講師 

11) 梅垣敬三:  
・十文字女子大学 非常勤講師 

12) 三戸夏子: 
・川崎市立看護短期大学 非常勤講師 
・日本女子大学 非常勤講師 

13) 高田和子:  
・新潟医療福祉大学 非常勤講師 

14) 藤井康弘:  
・神戸女子短期大学  非常勤講師 
・徳島大学医学部  非常勤講師 

15) 矢野友啓:  
・千葉大学医学薬学府  非常勤講師 

16) 三好美紀:  
・聖母大学  非常勤講師 
・県立広島大学  非常勤講師 

(3) その他   
1) 佐々木敏:  

・共同研究員. 大学共同利用機関法人人間文化研

究機構総合地球環境学研究所（京都）2006.  
2) 田畑泉:  

・筑波大学先端学際領域研究センター（TARA）

プロジェクト審査会 委員. 2006.  
3) 熊江隆:  

・財団法人日本産業廃棄物処理振興センター 非

常勤講師. 2006.  
4) 矢野友啓: 

・日本大学大学院博士論文審査委員. 2006.  
・Van Andel Research Institute (Grand Rapids, MI, 

USA) Visiting Scientist 
5) 門脇孝: 

・東京大学大学院医学系研究科代謝栄養病体学

（糖尿病・代謝内科）教授 
・東京大学医学部付属病院 副病院長 

6) 熊江隆:  
・財団法人 日本産業廃棄物処理振興センター 

非常勤講師. 継続（2006 年５月）2006.  

8. 国際貢献  
(1) 国際会議への対応・出席   
1) 渡邊昌:  

・International Research and Development on 
Isoflavone & Equol Steering Committee. Chairman. 
2006.  

・わが国における生活習慣病対策に関する政策の

動向. Japan-WHO International Program on NCD 
Prevention and Control. 2006,和光.  

2) 吉池信男:  
・Workshop on the Implementation of the Global 

Strategy on Diet and Physical Activity and Health 
in Asian Countries, WHO. 2006.10.12, Manila  

3) 山田和彦:  
・FAO/WHO 合同コーデックス会議第 28 回栄

養・特殊用途食品部会出席.2006, チェンマイ、

タイ王国.  
4) 西牟田守:  

・Estimated average requirements for calcium and 
magnesium. -Data from human balance studies- 
International Symposium on Health Aspects of 
Calcium and Magnesium in Drinking Water. 2006, 
Baltimore, Maryland, USA.  

5) 三好美紀:  
・WHO/UNICEF Workshop on the New Child 

Growth Standards for Children under Five.2006, 
Tagaytay City, Philippines.  

(2) その他   
1) Osaka T:  

・博士論文審査員. Banaras Hindu University. 2006, 
Varanasi, India.  

9. 特許等の取得  
(1) 特許の取得   
1) 梅垣敬三:  

・「葉酸含有組成物及び葉酸の安定化方法」特願

番号：2005-127014 
2) 山田晃一:  

・「抗癌剤」特願番号：2006-78807. 2006.  
3) 田畑泉:  

・「糖尿及び高血糖の予防治療用飲料食品」特願

番号：2006-217454 
4) 門脇孝:  

・「アディポネクチン受容体遺伝子欠損非ヒト動

物およびその用途」（特許）2006.10 
5) 奥山齊, 川端吉広, 片山権一, 江崎治, 笠岡(坪山)

宜代:  
・「体脂肪の蓄積に起因する疾患の治療剤」特願

番号：2006-33598 で 平成 18 年 12 月 15 日に

出願（特許出願人：研光通商株式会社）2006.  
6) 山崎聖美, 江崎治:  

・「肝臓トリグリセリド濃度低下剤」特願番号：

2007-19573 で平成 19 年 1 月 30 日に出願. 2007.  
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4．資  料 

(1) 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標 
 

 独立行政法人通則法（平成 11 年法律第 103 号）第 29 条第１項の規定に基づき、独立行政法人国立健康・栄養

研究所が達成すべき業務運営に関する目標（以下「中期目標」という。）を次のとおり定める。 
 
 平成 18 年 3 月 1 日 

厚生労働大臣 川崎二郎 
 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所（以下「研究所」

という。）は、人々の栄養・食生活、運動と健康との関

わりについて、基礎から応用に至るまでの調査及び研

究を包括的かつ国際的な水準で行い得る試験研究機関

であることから、国民の健康・栄養状態及び QOL（生

活の質）の向上に直接あるいは間接的に寄与すること

のできる調査及び研究を効率的に行い、国民の健康と

福祉のために貢献することが重要である。 
 そのため、特にヒトを対象とした研究に関して、わ

が国の大学・研究機関の中心的存在として、総合的・

統合的な研究を推進するとともに、研究者を育成する

役割を果たすことを求める。 
 また、厚生労働行政上の重要な健康・栄養施策を推

進する上で不可欠な科学的根拠を質の高い研究によっ

て示し、それらを専門的立場から要約して発信すると

ともに、健康科学・栄養学領域において、アジア地域

への貢献を含め、国際的なリーダーシップを担うこと

を期待する。 
 

第１ 中期目標の期間 
 独立行政法人通則法（以下「通則法」という。）第

29 条第 2 項第 1 号の中期目標の期間は、平成 18 年 4
月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までの 5 年間とする。 
 

第２ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項 

 通則法第 29条第 2項第 3号の国民に対して提供する

サービスその他の業務の質の向上に関する事項は、次

のとおりとする。 
1. 研究に関する事項 
(1) 重点調査研究に関する事項 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特化・

重点化して研究を行うこと。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項 
ア 科学技術基本計画（仮称）に沿って、研究機関と

して独自性の高い基礎的・応用的研究を行うこと。 
イ 研究の成果をより広く社会に還元するために、食

育推進基本計画（仮称）に資する調査研究を推進し、

専門家（管理栄養士等）への情報提供を行うこと。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項 
ア 健康・栄養に関する施策、ガイドライン等の科学

的根拠につながる質の高い研究を行い、研究成果を

論文等を通じて社会に発信・還元を行うこと。 
イ 調査・研究の成果を社会に還元するために、知的

財産権の取得・開示を行うこと。 
ウ 健康・栄養関連の専門家を対象としたセミナー、

一般向けの講演会等を開催すること。 
エ 研究所の一般公開を実施するとともに、中学校・

高等学校等からの見学にも積極的に応じること。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項 
ア 独立行政法人という組織形態の利点を最大限活か

した研究資金等の運用及び人的資源の配置により、

研究・業務の効率化を図ること。 
イ 国内外の産業界を含む健康・栄養・食品関係の機

関との共同研究の拡充等を目的として、研究所研究

員の派遣及び他機関等の研究員の受入れをより積極

的に行うこと。 
ウ 大学及び民間企業等との連携・協力により、研究

者の交流を進め、人材の養成と資質の向上を図るこ

と。 
エ 調査及び研究の円滑な実施が図られるよう、適切

な措置を講ずるとともに、他機関との共同研究及び

受託研究において、双方の研究施設及び研究設備の

稼働状況に応じた共同利用を図ること。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項 
ア 国民健康・栄養調査の実施に関する事務のうち、

集計事務については、「健康日本 21」、都道府県健康

増進計画等の政策ニーズに適時対応して、迅速かつ

効率的に集計を行うこと。 
また、外部委託のより積極的な活用、高度集計・解

析システムの活用等により効率化を図る。 
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イ 厚生労働省が収去した特別用途表示及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確に実施する。また、

特定保健用食品の関与成分等、新たな食品成分の分

析技術及びそれらの分析に用いる食品成分の標準品

等を規格化すること。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項 
ア 関連機関等と定期的な情報交換の場を設け、社会

的・行政ニーズを把握すること。 
イ ホームページ等を通じて国民からのニーズを把握

すること。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項 
ア 国際栄養協力体制を充実強化し、特にアジア地域

における国際貢献と学術的ネットワークの構築を行

うことにより、国際社会における役割を果たすこと。 
イ 産学連携推進機能の強化、寄附研究部門の充実等

により、産学連携をより一層進め、研究成果の社会

への還元と知的財産の獲得を目指すこと。 
(4) 栄養情報担当者（NR）制度に関する事項 
 栄養情報担当者（以下「NR」という。）が社会的役

割を果たすことができるよう、研修や情報提供等を通

じてその質的向上を図るとともに、実際の業務内容の

モニタリング等を行い、制度や研究所の関与のあり方

について検討すること。 
3. 情報発信の推進に関する事項 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うための体制

を強化し、対外的な業務の推進を図ること。 
(2) 研究所の活動状況に関する情報をホームページを

介して広く公開すること。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、研究所

報告やニュースレターの刊行及び電子メディアで

の配信により公開すること。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行うこと。 
 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項 

 通則法第 29条第 2項第 2号の業務運営の効率化に関

する事項は次のとおりとする。 
1. 運営体制の改善に関する事項 
(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡を密にし、執行体制を強化す

ること。 
(2) 研究企画及び評価に関わる機能及び体制の強化を

図り、研究業務の包括的、計画的な実施を進める

こと。 
(3) 業務の確実な実施のため、各研究・業務に関する

内部進行管理及び評価を行うこと。 
(4) 法人運営に関して透明性を確保するとともに、国

民に向けての説明責任を全うするため、広報体制

を強化し、迅速な情報公開に努めること。 
(5) 外部資金の獲得に積極的に取り組むとともに、経

費節減や現況資源の有効利用を進めること。 

2. 研究・業務組織の最適化に関する事項 
(1) 業務効率化の観点から、研究部組織体制の見直し

を行い、その最適化を図ること。 
(2) 他機関との連携・交流を強化し、組織の活性化を

目指すこと。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づく業務に対して

適切に職員を配置し、効率的に研究業務を行うこ

と。 
(2) 研究職員の個人評価の結果を昇級・昇任等、給与

面に反映させること。 
(3) 研究職員の流動化計画に沿って原則公募制・任期

制により採用を行い、研究者層の向上を図ること。 
(4) 事務職員についても適切に評価を行い、資質の向

上と業務の効率化を図ること。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項 
(1) 業務の効率化を図るため、事務書類の簡素化、電

子化、事務作業の迅速化を進めるとともに、定型

的な業務でアウトソーシング可能なものについて

は外部委託を行うこと。 
(2) 事務職員については、研修会やマネジメントセミ

ナー等を通じ、研究所経営への参加意識を高める

とともに、業務意識の高揚を図ること。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図ること。 
5. 評価の充実に関する事項 
(1) 毎年度内部評価委員会において、主要な研究業務

に関して内部評価を実施すること。 
(2) 第三者による外部評価委員会により、年度計画の

事前及び事後評価を行うこと。 
(3) 評価に関する結果は、ホームページで公開するこ

と。 
(4) 研究職員について自己点検・評価を行うとともに、

できるだけ客観的な指標に基づく評価を毎年実施

すること。 
6. 業務運営全体での効率化 
 一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費は除く。）については、中期目標期間の

最終年度までに、平成 17 年度を基準として 10％以上

の削減を達成すること。 
 人件費については、「行政改革の重要方針」（平成 17
年 12 月 24 日閣議決定）を踏まえ、平成 18 年度以降の

5 年間において、国家公務員に準じた人件費削減の取

組を行うこと。 
 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを進めること。 
 業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。）については、中期目標期間の最終年度までに、

平成 17年度を基準として 5％以上の削減を達成するこ

と。 

第４ 財務内容の改善に関する事項 
 通則法第 29条第 2項第 4号の財務内容の改善に関す

る事項は、次のとおりとする。 
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1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的獲得

を図ること。 
(2)  各種研究から生じる知的財産（特許権等）の有効

活用及び研究成果の社会への還元を目的とした出

版等を行うことにより、自己収入の増加を図るこ

と。 
2. 経費の抑制に関する事項 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費も含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図ること。 

(2)  研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の節減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費の削減を図ること。 
 

第５ その他の業務運営に関する重要事項 
 通則法第 29条第 2項第 5号のその他の業務運営に関

する重要事項は、次のとおりとする。 
(1) セキュリティの確保 
 情報セキュリティの強化と利用者への情報提供等の

利便性の向上を図ること。 
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(2) 独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画 
 

 独立行政法人通則法（平成 11 年法律第 103 号）第 29 条第１項の規定に基づき、平成 18 年３月１日付けをもっ

て厚生労働大臣から指示のあった独立行政法人国立健康・栄養研究所中期目標を達成するため、同法第 30 条の規

定に基づき、次のとおり、独立行政法人国立健康・栄養研究所中期計画を作成する。 
 
 平成 18 年 4 月 1 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 渡邊 昌 

 
（前文） 
 独立行政法人国立健康・栄養研究所（以下「研究所」

という。）は、人々の健康・栄養状態及び QOL（生活

の質）の向上への貢献という目的を踏まえ、短期的・

中期的・長期的な視点から重点的に行う研究課題を選

択するとともに、研究所の社会的役割を踏まえつつ、

独自性の高い研究や将来に向けて発展が期待される萌

芽的・創造的な研究の推進に努める。 
 

第１ 国民に対して提供するサービスその他
の業務の質の向上に関する事項を達成
するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 
(1) 重点調査研究に関する事項を達成するための措置 
 研究所の独自性を発揮するとともに、厚生労働省に

おける健康づくり施策に必要不可欠な科学的知見を蓄

積し、発信することを目的として、以下の分野に特化・

重点化して研究を行う。 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
 運動・身体活動による生活習慣病の一次予防、食

事と遺伝的因子の相互作用の解明並びに運動と食事

とによるテーラーメード予防法に関して、ヒトを対

象とした試験、動物や細胞等を用いた実験を行う。

特に糖尿病及びメタボリックシンドロームの一次予

防に資する調査及び研究に特化・重点化する。 
ａ 運動・身体活動による生活習慣病予防、運動と

食事指導の併用を行った場合の効果等について、

実験的、疫学的な調査及び研究を行う。これによ

り食事摂取基準、運動基準等を作成するための科

学的根拠の提示を行う。 
ｂ 遺伝子改変動物を用いて、運動や食事指導によ

ってメタボリックシンドローム及び生活習慣病が

いかに予防されるのかを、遺伝子解析等による分

子レベルでの機序解明を試み、運動と食事指導に

よる生活習慣病のテーラーメード予防法の開発に

資する科学的根拠を提示する。 
ｃ ヒトを対象として、基礎代謝量と遺伝素因の相

互作用や遺伝子多型と各栄養素摂取量、身体活動

量等との関係を明らかにし、生活習慣病発症の遺

伝、環境リスクの相互関係を解明する。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 

 日本人の食生活の多様性を科学的に評価するため

の指標及び調査手法を開発し、それが健康に及ぼす

影響について疫学的な調査及び研究を行う。特に日

本人の食事摂取基準等の科学的根拠となるデータの

蓄積と｢健康日本 21｣の評価への応用という点を重

点目標とする。 
ａ 栄養に関する実践において最も基本的かつ重要

な指針である「食事摂取基準」について、平成 20
年度に予定される改定作業に向け、系統的レビュ

ーを平成 19 年度まで重点的に行う。また、今後の

改定に向けて、ヒトを対象とした疫学的研究及び

基本的情報の収集等を継続的に行う。 
ｂ 「健康日本 21」推進のためには、効果的な運動・

食事指導プログラムの開発と普及や、国及び地方

自治体での適切な指導効果の評価の実施等が重要

であることから、これらの手法の開発、国民健康・

栄養調査の機能強化及びデータ活用に資する検討

を行う。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
 「健康食品」に含まれる食品成分の有効性及び健

康影響に関して、実社会における使用実態等を把握

するとともに、ヒトに対する影響を評価する手法を

開発する。その結果を幅広く公開し、「健康食品」に

関わるリスクコミュニケーションに資するデータベ

ースの更新及び充実を継続して行う。 
ａ 保健機能食品等の健康志向に基づく食品の使用

実態等の情報を収集・把握し、栄養表示及び健康

表示の側面から、健康影響について調査検討する。 
また、栄養素以外の食品成分から広く健康影響を

持つ食品素材をスクリーニングして、そのヒトに

おける有効性評価について細胞モデル及び動物モ

デルを用いて検討する。 
ｂ 「健康食品」に関する正しい知識の普及と健康

被害の未然防止並びに拡大防止を目的に、公正で

科学的な健康食品の情報を継続的に収集・蓄積し、

幅広く公開する。 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 
ア 研究所の研究能力を向上させ、将来、その応用・

発展的な展開を可能とするために、関連研究領域に

おける基礎的・独創的・萌芽的研究を行う。 
イ コホートを設定し、介入研究による栄養教育の成

果を研究する。食育及び栄養ケアマネジメントに関
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して、行政、他機関と協力してエビデンス作りを図

る。また、管理栄養士等保健従事者の教育及び情報

の提供方法を研究する。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 
ア 論文、学会発表等の促進 
 調査及び研究の成果の普及を図るため、学術誌へ

の学術論文の投稿、シンポジウム、学会等での口頭

発表を行う。 
 これらについては、中期目標期間内に、学術論文

の掲載を 250 報以上、口頭発表を 750 回以上行う。 
 なお、口頭発表は、海外においても積極的に行う。 

 
イ 知的財産権の活用 

 調査及び研究の成果については、それらが知的財

産につながるかどうかのスクリーニングを行い、中

期目標期間内に 20 件以上の特許出願を行う。 
 取得した特許権の実施を図るため、特許権情報の

データベースをホームページ上に公開する。 
 また、非公務員化の利点を活用し、研究所が所有

する知的財産の活用、又は所有する情報等を用いた

共同研究を民間企業及び大学等と積極的に行うこと

とし、毎年 2 件以上の増加を目標とする。 
ウ 講演会等の開催 

 健康・栄養関連の専門家向けのセミナー、幅広い

人々を対象とした講演会等をそれぞれ年 1 回以上開

催し、調査及び研究の成果を社会に還元する。 
 また、関係団体が実施する教育・研修プログラム

への職員の派遣を積極的に推進する。 
 一般及び専門家からの電話、メール等による相談

を受けるとともに、それらの相談に適切に対応する。 
エ 開かれた研究所への対応 

 幅広い人々に研究所の業務について理解を深めて

もらうことを目的に、年 1 回オープンハウスとして

研究所を公開する。 
 また、健康と栄養に興味を抱かせ、将来、栄養学

研究を担う人材の育成に資するよう、「総合的な学習

の時間」による中学・高校生等の見学を積極的に受

け入れる。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた 

めの措置 
ア 研究・業務の効率的な実施という観点から、研究

員、研究補助員の配置を戦略的に行う。 
 研究所として重点的に実施すべき調査及び研究並

び法律に基づく業務については、研究業務費を適切

に配分し、確実な業務の執行に努める。 
イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で従前か

ら実施している共同研究に加え、新たな共同研究等

を積極的に推進するため、民間企業、大学等へ研究

所研究員を派遣するとともに、資質の高い研究員を

受け入れる。 
ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間 20 名程度受け入れ、研究所が所有する情

報・技術等を提供するとともに、研究員を広く大学

院や関係機関等に年間５名程度派遣し、研究所の持

つ情報・技術等を社会に還元する。 
 また、国内外の若手研究員等の育成に貢献するた

め、博士課程修了者、大学院生、他機関に属する研

究員等を継続的に受け入れるための体制の充実を図

る。また、連携大学を増やし、兼任教授の派遣を行

うとともに、若手研究員の指導・育成を行うため、

求めに応じ、研究所研究員を他機関へ派遣する。 
エ 施設・設備について、自らが有効に活用するとと

もに、「独立行政法人国立健康・栄養研究所設備等利

用規程」に基づき、大学、他研究機関による共同研

究等での外部研究者等の利用に供する。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、国際協

力等に関する事項を達成するための措置 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 
ア 国民健康・栄養調査の集計事務については、政策

ニーズに対応した迅速かつ効率的な集計を行う。具

体的には、当該年度の集計事務を調査票のすべてを

受理してから 7 ヶ月を目途（ただし、調査項目に大

幅な変更が生じない場合に限る。）に行う。 
 また、外部委託、高度集計・解析システムの活用

等により、効率的な集計を行うことにより、経費の

削減を図る。 
 さらに、都道府県等が行う健康・栄養調査に対す

る支援を含めて関連する技術的な事項について、研

究所がより積極的に対応する。 
 特に、平成 22 年度に行われる都道府県等健康増進

計画の最終評価に向けて、調査結果の活用、評価手

法等について、平成 20 年度までに重点的に技術支援

を行う。 
イ 厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示

がなされた食品の試験業務を的確かつ迅速に実施す

る。 
 特別用途食品の許可に係る試験業務について、分

析技術が確立している食品成分の試験業務は、検体

の受理から試験の回答までを 2 ヶ月以内に行うこと

を目指す。 
 また、分析技術の確立していない特定保健用食品

の関与成分等の新たな食品成分への技術的対応につ

いては、他登録試験機関での応用も可能な分析技術

の規格化及び当該食品成分の標準品の開発の実現を

図る。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 
ア 健康・栄養に関連する団体、大学、民間企業等か

ら直接的に研究所に対する要望等を伺う機会を年 6
回程度設け、社会的ニーズを把握する。さらに、業

務関連行政部局との間で、定期的な情報及び意見等

を交換する場を設け、行政ニーズを把握する。 
 また、国、地方自治体、国際機関等より、専門的

な立場からの技術的な協力、指導等の求めには積極

的に応じて研究員を派遣し、研究所における調査及

び研究の成果が適切に施策等に反映できるよう努め

る。 
イ 研究所に対する意見、要望等をホームページやセ
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ミナー等の参加者を通じて把握し、その内容を検討

し、可能な限り業務に反映させる。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 
ア アジア諸国との間で、栄養調査、栄養改善及び健

康づくり等に関する共同研究において中心的な役割

を果たすとともに、WHO 西太平洋地域における協

力センターの設置（平成 19 年度を目途）に向けての

準備を行う。 
  また、研究者養成及び共同研究の促進を図るため、

「国際栄養協力若手外国人研究者招へい事業」により、

年間 2 名程度の若手研究者に研究所での研修機会を

提供するとともに、アジア地域の研究者を交えたシ

ンポジウムの開催等を行い、アジア地域における栄

養学研究基盤の強化に寄与する。 
イ 民間企業、大学等の複合的な連携を強化するとと

もに、寄附研究部門の充実を図る。 
 これにより、研究所の研究成果と社会ニーズの橋

渡し、新たな展開・応用を図るとともに、知的財産

の獲得を積極的に行う。 
(4) 栄養情報担当者（NR）制度に関する事項を達成す

るための措置 
 栄養情報担当者（以下「NR」という。）が、保健機

能食品等の利用に関して、消費者に適切に情報を提供

し、消費者が気軽に相談できる者となれるよう、研修

や情報提供等を通じてその質的向上を図る。 
 また、中期目標期間開始より 3 年以内に、NR の実

際の業務内容、社会でのあり方についてモニタリング

を行う。この結果に基づき、制度のあり方や研究所の

係わりについて検討を行い、中期目標期間終了までに

結論を得る。 
 NR 事務業務について、効率的かつ的確な業務が実

施できるよう見直しを行う。また、外部委託が可能な

業務については、アウトソーシングを行う。 
3. 情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 
(1) 研究所として総合的な情報発信を行うとともに、

対外的な業務の推進を図るための組織整備を行う。 
(2) ホームページに研究所の活動状況を積極的に配信

し、ホームページの掲載内容をより充実させる。

ホームページアクセス件数は、中期目標期間中、

毎年 50 万件程度を維持させる。 
(3) 研究所の諸活動及び研究業績については、毎年度

1 回研究報告としてとりまとめるとともに、最新

の研究成果やトピックス等を紹介したニュースレ

ターを年 4 回刊行する。 
また、これらについては、ホームページ上で公開

するとともに、電子メディアでの配信も行う。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行う。 
 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項を達成するための措置 

1. 運営体制の改善に関する事項を達成するための措  
置 

(1) 研究所の意思決定と運営を機動的かつ効率的に行

うことができるよう、役員組織と研究部門及び事

務部門との間の連絡調整を密にし、執行体制を強

化する。 
また、研究所運営に対する研究所職員の意識を高

めるため、研究所運営に関する必要な情報の共有

化を図る。 
(2) 研究部門間での連携を強め、異なる研究分野から

の情報や研究手法を積極的に利用して戦略的な事

業の立案・実施を図る。 
(3) 調査及び研究業務の効率的かつ確実な推進を図る

ため、所内報告会等により各業務の進捗状況を把

握し、適切な評価を行い、その結果を計画的・効

率的な業務の遂行に反映させる。 
また、所内イントラネットを活用し、業務の進捗

状況管理等の効率化を図る。 
(4) 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律（平成 13 年法律第 140 号）に則り、積極的な情

報公開を行う。 
(5) 研究所の経営基盤の安定化のため、外部資金の獲

得に積極的に取り組むとともに、経費の節減や研

究所の所有する設備等の有効利用を進める。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 研究所が中期計画の中で重点的に行う調査及び研

究並びに法律に基づく業務に関して、業務量や集

中的に遂行すべき時期等を勘案しながら研究及び

業務チームを組織する。 
非公務員型の利点を生かして柔軟に組織の見直

し・改編を行うこととし、従来の部体制から中期

目標に掲げる業務を行うためのプログラム等を設

け、各々が独立した形での業務運営を行う。 
また、組織の見直し・改編後、毎年、その効果を

検証する。 
(2) 民間企業、大学等との連携・交流を積極的に行い、

研究員の交流を進め、人材の養成と資質の向上に

努めることにより、組織の活性化を図る。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づき実施すべき業

務については、業務運営の効率性を勘案しながら

も、必要な人員を十分に担保した上で組織体制を

構築する。 
(2) 非公務員型への移行のメリットを最大限に活かし

た柔軟な人事システムを構築し、研究職員の個人

評価の結果を昇級・昇任等の処遇及び給与面に反

映させる。 
(3) 研究員の採用に当たっては、「独立行政法人国立健

康・栄養研究所における研究者の流動化計画」に

沿って、原則として公募制、任期付の採用を行う。 
研究所が重点的に推進する調査及び研究業務が着
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実に成果が挙げられるよう、資質の高い人材を広

く求める。また、資質の高い人材については、任

期中の実績評価に基づき、任期を付さない形での

採用を行う。 
さらに、外国人及び女性研究者が業務に従事しや

すい環境づくりを推進し、外国人及び女性職員の

採用も可能な限り行う。 
(4) 事務職員の質の向上を図るため、研究員と同様に

評価を行うこととし、その評価システムとして自

己評価による評価を行い、その結果を昇給・昇任

等に反映する。 
※人事に関する指標 
 期末の常勤職員数は、期初の 100％を上限とする。 

（参考 1 ） 期初の常勤職員数 47 名 
      期末の常勤職員数 47 名（以内） 

（参考 2 ） 中期目標期間中の人件費総額 
      2,335 百万円（見込） 
 ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、

職員諸手当、超過勤務手当、休職者給与及び国際派遣

職員給与に相当する範囲の費用である。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 研究組織体制の見直しに併せて、業務の効率化を

図るため、事務部門の組織を見直す。この際、事

務部門に研究員の研究成果の積極的な活用や、対

外的な業務を担う業務課（仮称）を設け、研究員

が最大限の成果を得られるようにする。 
また、権限の明確化及び決裁プロセスの短縮化に

より、意志決定の迅速化を図るとともに、事務作

業の迅速化、事務書類の簡素化、電子化等を進め

る。さらに、定型的な業務でアウトソーシング可

能なものについては外部委託を進める。 
(2) 事務職員については、研究所で働く者として必要

な法令・知識を習得するための各種研修会やセミ

ナー等への参加を充実させ、職員が働きやすく自

己能力を最大限発揮できるような職場環境の整備

を推進する。 
これにより、研究所経営への参加意識を高め、業

務の質の向上及び効率化の一層の推進を図る。 
(3) 業務の効率化を図るため、業務・システムの最適

化を図る。 
5. 評価の充実に関する事項を達成するための措置 
(1) 毎年度内部評価委員会を開催し、主要な研究業務

に関して、内部評価を実施し、研究業務の確実な

実施及び効率化に資する。 
(2) 柔軟かつ競争的で開かれた調査及び研究環境の実

現や経営資源の重点的・効率的配分に資するため、

外部の専門家等の評価者による外部評価を毎年度

2 回程度実施する。 
(3) 内部及び外部評価結果は、ホームページ上で公表

するとともに、組織や施設・設備の改廃等を含め

た予算・人材等の資源配分に反映させる等、調査

及び研究活動の活性化・効率化に積極的に活用す

る。 
(4) 研究員については、自己点検・評価を行うととも

に、可能な限り客観的な指標に基づき評価を行う。 
また、理事長は自ら全研究員との面談を行い、適

切かつ公平な評価を行う。 
さらに、評価の結果は各職員にフィードバックす

るとともに、所内イントラネットを活用して、各

研究の研究業績を公開し、評価の透明性の確保に

努める。 
6. 業務運営全体での効率化を達成するための措置 
 一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費を除く。）については、中期目標期間中、

毎年度、2％以上削減し、中期目標期間の最終年度まで

に、平成 17 年度を基準として 10％以上の削減を達成

する。 
 人件費については、「行政改革の重要方針」（平成 17
年 12 月 24 日閣議決定）を踏まえ、中期目標期間の最

終年度までに平成 17年度を基準として 5％以上の削減

を達成する。 
 併せて、国家公務員の給与構造改革を踏まえ、給与

体系の見直しを行う。 
 業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。）については、中期目標期間中、毎年度、1％以

上削減し、中期目標期間の最終年度までに、平成 17
年度を基準として 5％以上の削減を達成する。 
 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成す
るための措置 

1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 
(1) 運営費交付金以外の競争的研究資金の積極的な獲

得を図り、外部研究資金、その他の競争的資金の

募集等に積極的に参加し、その増加に努める。 
(2) 各種研究から生じる知的財産（特許権等）の有効

活用並びに研究成果の社会への還元を目的とした

出版等を行うことにより、自己収入の確保につな

げる。 
また、「独立行政法人国立健康・栄養研究所施設・

設備等利用規程」に基づき、地域住民等への施設

開放を行い、研究所の設備等の効率的な利用に努

め、併せて自己収入の増加に寄与する。 
2. 経費の抑制に関する事項を達成するための措置 
(1) 各部門において、常勤職員の人件費を含めたコス

ト管理を四半期毎に行い、効率的な資金の運用と

コスト意識の向上を図る。 
(2) 研究業務の集約化、アウトソーシング等により人

的資源の有効活用並びに経費の削減を図るととも

に、業務運営に係る経常的経費についても、法令

集の追録購入中止等により削減を図る。 
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第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支
計画及び資金計画 

1. 予算 
   別紙 1 のとおり。 
2. 収支計画 
   別紙 2 のとおり。 
3. 資金計画 
   別紙 3 のとおり。 
 

第５ 短期借入金の限度額 
1. 限度額 
   100,000,000 円 
2. 想定される理由 
ア 運営費交付金等の受入れの遅延等による資金の不

足 
イ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給 
ウ その他不測の事態により生じた資金の不足 
 

第６ 重要な資産を譲渡、又は担保に供する
ときは、その計画 

 該当なし。 
 

第７ 剰余金の使途 
ア 研究環境の整備に係る経費 
イ 職員の資質向上に係る経費 
ウ 知的財産管理、技術移転に係る経費 等 
 

第８ その他の業務運営に関する重要事項を
達成するための措置 

(1) セキュリティの確保 
 情報システムに係る情報のセキュリティの確保に

努める。 
(2) 施設及び設備に関する計画 

  該当なし。 
(3) 積立金処分に関する事項 
  該当なし。 
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別紙１
　中期計画（平成１８年度～平成２２年度）の予算

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

収入

  運営費交付金 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業収入 189
　寄附金収入 160
　雑収入 21
　計 5,359
支出

　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健機能プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109

受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160

　計 5,359
〔人件費の見積り〕期間中総額２，３３５百万円を支出する。

　　　　　　　　　ただし、上記の額は、役員報酬並びに職員基本給、職員諸手当、超過

　　　　　　　　　勤務手当、休職者給与及び国際派遣職員給与に相当する範囲の費用

　　　　　　　　　である。

〔運営費交付金の算定ルール〕：別紙１－１

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  
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別紙 1－1 
 
 運営費交付金の算定ルール 
 1. 平成 18 年度 

 平成 18 年度は、平成 17 年度運営費交付金の額に各経費にかかる効率化係数に基づき算出し、非公務員化

に伴う新たな経費を加え、合理化額を減額し算出した。 
 2. 平成 19 年度以降 
   次の算定式による。 
 

運営費交付金＝人件費＋一般管理費＋業務経費＋特殊要因－自己収入 

 
○ 人件費＝当該年度基本給等（A）＋退職手当（S） 

   Ａ：基本給、諸手当、共済組合負担金等の人件費（退職手当を除く）をいい、次の式により算出する。 
 
    A＝〔｛（P1×α×β）＋（P2×β）＋P3｝×γ１〕＋（P4×γ2） 
     A ：当該年度基本給等 
     P1 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けるもの 
        （労働保険料を除く） 
     P2 ：前年度の基本給中給与改定の影響を受けるもの 
     P3 ：前年度の基本給中昇給及び給与改定の影響を受けないもの 
     P4 ：労働保険料 
     α ：運営状況等を勘案した昇給原資率 
     β ：運営状況等を勘案した給与改定率 
     γ1 ：効率化係数（人件費（労働保険料を除く）） 
     γ2 ：効率化係数（労働保険料） 
 
  ○ 一般管理費＝（一般管理費（B）×γ3×δ） 
     B  ：前年度一般管理費 
     γ3 ：効率化係数（一般管理費） 
      δ ：消費者物価指数 
 
  ○ 業務経費 ＝（業務経費（C）×γ4×δ） 
     C  ：前年度業務経費 
     γ4 ：効率化係数（業務経費） 
     δ ：消費者物価指数 
 
  ○特殊要因＝法令等の改正等に伴い必要となる措置又は現時点で予測不可能な事由により発生する資金需要

であって、毎年度の予算編成過程において決定する。 
  ○自己収入＝知的財産権収入、印税収入等の直接事業を実施しない収入について、過去の実績を勘案し決定

する。 
 
〔注記〕 
 1． α、β、δについては、各年度の予算編成過程において、当該年度における計数値を決める。 
 2． 中期計画全般にわたる予算の見積に際しては、 
  ①人件費のうち、退職手当については、定年退職者見込みによる。 
  ②α、β、δについては、伸び率を 0 と仮定した。 
  ③γ1（人件費の効率化係数）については、節減額 5％分を▲1.02％と仮定した。但し、労働保険料について

は、節減額 5％分を平成 19 年度から 4 年で節減することから▲1.35％と仮定した。 
  ④γ2（一般管理費の効率化係数）については、節減額 10％分を▲2.1％と仮定した。 
  ⑤γ3（業務経費の効率化係数）については、節減額 5％を▲1.02％と仮定した。 
    ⑥自己収入額については、平成 18 年度については平成 16 年度実績と同額とし、平成 19 年度以降は平成 17

年度の実績見込を基準とし、毎年一定額を増額させ算出した。 
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別紙２
　平成１８～２２年度収支計画

（単位：百万円）
区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

費用の部 5,444
 経常費用 5,444
　人件費 2,908
   うち  基本給等 2,606
         退職手当 302
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 458
　業務経費 825
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 65
　　食品収去試験等業務 59
　　栄養疫学プログラム 88
　　健康増進プログラム 85
　　臨床栄養プログラム 39
　　基礎栄養プログラム 61
　　食品保健機能プログラム 49
　　創造的研究 95
　　国際栄養協力事業 49
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 126
　　健康栄養情報事業 109
 受託経費 1,167
　　特別用途食品表示許可試験費 60
　　受託経費 758
　　栄養情報担当者事業経費 189
　　寄附研究事業費 160
 減価償却費 85

収益の部 5,444
　運営費交付金収益 4,170
　手数料収入 60
　受託収入 758
　栄養情報担当者事業経費 189
　寄附研究事業費 160
　雑収入 21
　資産見返物品受贈額戻入 2
　資産見返運営費交付金戻入 83
純利益 －
目的積立金取崩額 －
総利益 －

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。

〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給基準及び国家公務員
退職手当法（昭和２８年法律第１８２号）に準じて支給することとなるが、その全額
について運営費交付金を財源とするものと想定している。
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別紙３
　平成１８～２２年度資金計画

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

　資金支出 5,359
　　業務活動による支出 5,359
　　投資活動による支出 0

　資金収入 5,359
　　業務活動による収入 5,359
　　　運営費交付金による収入 4,170
　　　手数料収入 60
　　　受託収入 758
 　 　栄養情報担当者事業経費 189
 　 　寄附研究事業費 160
　　　雑収入 21
　　  前期中期目標の期間よりの繰越金 0

（注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。  



 

 4. 資      料 91

(3) 独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画 
 

 平成 18 年度の業務運営について、独立行政法人通則法（平成 11 年法律第 103 号）第 31 条第 1 項の規定に基づ

き、独立行政法人国立健康・栄養研究所年度計画を次のとおり定める。 
 
平成 18 年 3 月 31 日 

独立行政法人国立健康・栄養研究所 
理事長 渡邊 昌 

 
第１ 国民に対して提供するサービスその他

の業務の質の向上に関する事項を達成
するための措置 

1. 研究に関する事項を達成するための措置 
(1) 重点調査研究に関する事項を達成するための措置 
ア 生活習慣病予防のための運動と食事の併用効果に

関する研究 
ａ 運動・身体活動による生活習慣病予防、運動と

食事指導の併用を行った場合の効果等についての

研究を行う。 
 具体的には、①運動基準のバリデーションに関

する研究、②閉経後女性を対象にした身体活動（ウ

オーキング）と食事由来成分摂取による骨密度に

対する影響を関する研究、③安全なレジスタン

ス・トレーニングが中高齢者の筋機能及び基質消

費量に及ぼす影響についての研究を行う。 
ｂ 運動の肥満・糖尿病予防機序、脂質（飽和脂肪

酸、トランス酸等）や糖質（果糖、蔗糖等）過剰

摂取による肥満・糖尿病発症機序について、分子

レベルでの研究を行う。 
ｃ 肥満や糖尿病などの生活習慣病に、遺伝子多型

や栄養素等摂取量・身体活動量などの環境因子が、

どの程度寄与しているかについて研究を行う。 
イ 日本人の食生活の多様化と健康への影響に関する

栄養疫学的研究 
ａ 平成 20 年度に予定される改定作業に向けて、①

「日本人の食事摂取基準（2005 年版）」で系統的レ

ビューの追加が必要とされる栄養素を中心とした

徹底的な再レビュー作業、②すべての栄養素なら

びにエネルギーに関する新規発表論文ならび関連

資料の収集・分析、③栄養素摂取量並びにその生

体指標の収集を中心とした疫学研究、④ミネラル

の必要量に関する出納実験を行い、次回改定のた

めの基礎的資料を得る。 
ｂ 効果的かつ実践可能性の高い食事指導プログラ

ムを開発し、地方自治体等と協力して試験運用を

行い、利用可能性を評価するとともに、利用者マ

ニュアルを作成する。 
ウ 「健康食品」を対象とした食品成分の有効性評価

及び健康影響評価に関する調査研究 
ａ 健康志向に基づく多くの食品成分、素材の使用

実態等の最新情報を収集・把握し、健康影響健康

影響を持つ食品成分を生活習慣病、慢性疾患への

応用に焦点を当てる。糖尿病酸化ストレス下にお

ける抗動脈硬化性機能性食品成分の研究・開発、

効果的な摂取方法等に関する研究を進め、n-3 系

多価不飽和脂肪酸の LDL の酸化、血管内皮細胞傷

害、炎症等への影響を検討する。予防が望まれる

慢性疾患に対して有効な補完成分の探索を開始す

るため、重要になる標的遺伝子をスクリーニング

する。 
ｂ 科学的根拠がある最新の健康食品情報、ならび

に国内外の危害情報を継続的に蓄積し、ホームペ

ージ上で公開する。 
 現場の専門家との連携をより積極的に行うため、

ホームページ上の既存の情報交換ページを大幅に

改良するとともに、専門家の参加を得て、「健康食

品」の有効性・安全性についてのワークショップ

を行う。 
 また、ホームページ上で健康食品の情報を幅広

く公開するためのより効率的なフレームワークを

取り入れる。 
(2) 重点調査研究以外の調査研究に関する事項を達成

するための措置 
ア 独創的で、次期中期計画において発展的に展開し

得る研究課題のシーズとなるような研究を、所内公

募による競争的な環境の下で行う。 
 その際、外部の専門家を含めた事前・事後の評価

を行い、研究の質を担保する。 
イ 1 万人以上規模のコホートを建設し、肥満者を対

象に運動及び食事指導による介入研究を行う。 
 食育に関しては、学校保健データと国民健康・栄

養調査のデータを基に、エビデンス構築の研究を行

う。 
 管理栄養士教育に関しては、日本栄養士会、日本

栄養改善学会など関連学会との協調により卒後教育

を検討する。 
(3) 研究水準及び研究成果等に関する事項を達成する

ための措置 
ア 論文、学会発表等の促進 
 調査及び研究の成果を基に査読付き学術論文の掲

載を年間 50報以上（1.5報／常勤研究員 1人あたり）、

口頭発表を 150 回以上（4.5 回／常勤研究員 1 人あた

り）行う。 
 また、海外での研究成果の発信を積極的に行うた

めに、優れた研究成果の発表に対しては、渡航費の

付与を行う。 
イ 知的財産権の活用 
 国際産学共同研究センターを改組し、国際産学連

携センター及び事務部業務課に、知的財産取得及び
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活用を図るための人材を配置する。 
 知的財産権取得に適した研究について、その成果

の学会及び論文発表の前に掘り起こしを行い、年間

約 5 件を目標に特許の出願を行う。 
 特許に関わる諸情報については、ホームページ上

に公開するとともに、市場調査に努め、研究成果に

関心を寄せる民間企業等に積極的に技術紹介活動を

行う。 
 さらに、研究所の有する研究成果の産業応用を目

指し、民間企業と共同で研究開発を行うための共同

研究を、平成 17 年度に比べ 2 件以上の増加を目標に

行う。 
ウ 講演会等の開催 
 一般向けの公開セミナー（第 8 回）を、平成 19
年 2 月に東京で開催する。 
 重点調査研究等で得られた成果を中心に、専門家

向けのセミナーを、他機関との連携による開催を含

めて、2 回程度行う。 
 管理栄養士・栄養士等の研修や生涯教育のプログ

ラムに対して、職員を積極的に派遣するとともに、

それらのプログラムの企画等への支援を行う。 
 情報センターに、外部からの相談・問いあわせに

的確に対応するための機能を設け、その内容のうち

頻度の高い質問については、データベース化し、ホ

ームページに FAQ として公開する。 
エ 開かれた研究所への対応 

 平成 18 年 4 月 19 日に、オープンハウスとして、

運動実験施設等における体験コーナーや食事・体力

診断等を含めて、研究所の研究・業務内容を身近に

知っていただくための機会を設ける。 
 「総合的な学習の時間」による中学・高校生等の

見学にも積極的に応じ、健康や栄養にかかわる知識

や興味をもってもらう。 
(4) 研究実施体制等の整備に関する事項を達成するた

めの措置 
ア 法律に基づく業務及び重点調査研究、を確実かつ

効果的に実施するために、特別研究員及び研究補助

員の配置を行う。また、研究に関わる事務（外部と

の調整、事務書類等）の効率化を図るために、事務

補助員を業務課及び関連プログラムに配置する。 
 運営費交付金については、4 半期毎に各研究・業

務の進捗状況及び費用、並びに新たに生じた課題等

を勘案しながら、配分の調整を行う。 
イ 民間企業、大学、他の研究機関等との間で、研究

員の相互交流、研究技術の交換、施設・設備の有効

活用を行い、新たな共同研究の立ち上げを積極的に

推進する。また、当研究所の研究員を大学等へ積極

的に派遣し、研究の効率的な推進を図る。 
ウ 連携大学院、民間企業及び各種研究機関等から研

究員を年間 20 名程度受け入れ、研究所が所有する情

報・技術等を提供する。 
 研究員を広く大学院や関係機関等に年間 5 名程度

派遣し、研究所の持つ情報・技術等を社会に還元す

る。 
 また、流動研究員制度や連携大学院制度を活用し、

博士課程修了者等の若手研究者や大学院生を積極的

に受け入れ、研究所の研究活動に参加させることに

より、将来の研究人材の育成に資するとともに、研

究所の研究活性化を図る。 
 さらに、お茶の水女子大学、東京農業大学、女子

栄養大学、早稲田大学との連携大学院について、兼

任教授の派遣を行い、お互いの強みを活かした研究

協力を行うとともに、医系大学との連携大学・大学

院締結に向けての準備を進める。 
エ 組織改編に併せて、重点的に行う調査及び研究業

務が、確実かつ効率的に遂行できるよう、各プログ

ラムの性質、業務量、人員、実験施設を考慮し、再

配置を行う。 
 特に、実験的研究、ヒトを対象とした研究、疫学

調査研究が及び情報関連プログラム等が効率的に実

施できるよう、スペースの再配置を行う。 
 また、施設・設備については、各プログラムで共

通して使用する、測定室、RI 室、動物室、運動トレ

ーニング室等を整備し、自ら有効に活用するととも

に、外部研究者等の利用に供する。 
 さらに、オンラインジャーナルの活用により雑誌

閲覧の費用軽減、便宜性の向上とともに、国内他機

関で入手困難な学術雑誌を充実させるとともに、図

書館の相互貸借を活用し、図書スペースの効率的な

活用につなげる。 
2. 法律に基づく業務、社会的・行政ニーズ、  国際

協力等に関する事項を達成するための措置 
(1) 健康増進法に基づく業務に関する事項を達成する

ための措置 
ア 集計事務のより一層の効率化と結果発表までの期

間の迅速化を図るとともに、調査対象者への結果返

しを早期に行う。また、コンピュータシステムデー

タベースを適宜更新し、データの信頼性の向上を図

る。「健康日本 21」の最終評価、その他厚生労働省

の関連施策においてデータの活用を図るための各種

検討やデータベースの構築を行い、国・都道府県等

が行う関連業務に対して、当研究所がより積極的に

対応できるようにする。 
イ 厚生労働省が収去した特別用途食品及び栄養表示

がなされた食品の試験業務及び、特別用途表示の許

可などを行うに当たり、申請者の申請に基づく試験

の業務を的確に実施する。新たに創設された規格基

準型特定保健用食品における関与する成分について、

その分析法及び標準品の規格化等を的確に実施する。

試験検査用機器の有効利用及び計画的整備を図ると

ともに、食品試験業務の適性かつ効率的な実施のた

めの環境を整備する。 
(2) 社会的・行政ニーズへの対応に関する事項を達成

するための措置 
ア 社会ニーズを把握するため、健康・栄養に関連す

る団体、大学、民間企業等との意見交換会を年 6 回

程度設ける。「栄養・食生活」、「食品」、「運動・健康

づくり」及び「医学関係（特に生活習慣病予防医学

領域）」の 4 つの分野をカバーし、バランス良く選定

する。 
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 特に、研究所は国民生活に密着した分野を対象と

しており、国民にその成果を還元する重要性が高い

ことから、現場に近い人々（利用者等）から、具体

的なニーズやサービスの満足度等について意見の把

握に努める。 
 さらに、厚生労働省生活習慣病対策室、新開発食

品保健対策室、内閣府食育推進担当等と、情報及び

意見交換を行う。 
 また、国、地方自治体、国際機関等からの技術協

力、指導等ため、各種審議会、検討会等に専門委員

として派遣を行うとともに、行政・社会的ニーズの

把握を十分に行う。 
イ ホームページ上に掲示板、ウェブログ等の仕組み

を導入することで意見、要望等を収集するシステム

を構築する。 
(3) 国際協力、産学連携等対外的な業務に関する事項

を達成するための措置 
ア 第 2 回アジアネットワークシンポジウム（平成 18

年 3 月 3 日）における議論を踏まえ、WHO 西太平

洋事務局との連絡調整を図りながら、アジア諸国と

の間で栄養学研究の発展に資する共同研究や、人材

育成を進める。また、WHO、CODEX 等との連携強

化を含めて、求められる会議に研究員を派遣する。 
 また、研究交流を推進する観点から、国際栄養協

力若手外国人研究者招へい事業を活用し、年間 2 名

（モンゴル、トルコを予定）の若手研究者を受け入れ

る。 
 さらに、食事摂取基準、国民健康・栄養調査結果、

研究所ニュースレターを、ホームページ上に英語で

の情報発信に努め、海外からのニーズに的確かつタ

イムリーに応える。 
 これらの活動を通じて、WHO 協力センター設置

のための準備を行う。 
イ 平成 16 年 4 月に設立した寄付研究部（ニュートラ

シューティカルズプロジェクト）について、特に運

動と食事の相互関連を中心に、ヒトを対象とした実

験研究を進め、新たな科学的知見、知的財産、商品

開発に向けた取組を行う。 
 また、これまでに強化してきた企業との共同研究

の成果を踏まえ、新たな寄付研究プロジェクトの開

始に向けて準備を行う。 
(4) 栄養情報担当者（NR）制度に関する事項を達成す

るための措置 
 NR は、平成 17 年度までに 721 名を輩出してい

る。NR のスキルアップを図るとともに、NR 協会

の要望や社会的なニーズに対応したトピックスを

含めた、最新の情報提供等を行うため、全国 5 カ

所において研修会を実施する。 
 NR 認定試験等は、外部有識者の協力の下、的

確かつ公正に実施する。また、管理栄養士養成施

設等において、NR 養成講座指定への要望が多い

ことから、講座の質の担保に努める。 
 NR 数、NR 受験者、養成講座数の増加に併せて、

誤りなく、効率的に事務が運営できるよう、人員

の配置を行うとともに、外部委託が可能な事務に

ついては、アウトソーシングを進め、効率化を図

る。 
 また、NR 制度のあり方等については、NR のフ

ォローアップ、業務のモニタリングを行い、新た

な社会ニーズとの差がないか、他類似制度との関

係を含め、情報収集及び検討を行う。これらの結

果を踏まえ、外部有識者を含めた検討会議を設置

する。 
3. 情報発信の推進に関する事項を達成するための措

置 
(1) 「情報センター」を設置し、各プログラムにおけ

る研究成果及び関連情報を集約・加工し、国民が

適切な運動・食生活を実践するために必要な情報

の提供を行う。 
 また、国際栄養、産学連携等対外的な業務を強

化、推進するため、「国際産学連携センター」を設

置し、特に研究成果の社会還元及び外部ネットワ

ーク構築による研究の促進を図る。 
(2) コンテンツマネジメントシステム、メールマガジ

ン等の導入により研究所の活動状況を積極的に配

信し、ホームページの掲載内容をより充実させる。 
(3) 研究所の活動および研究業績を年 1 回研究報告と

して刊行する。 
 また、研究所のプロジェクト紹介や研究成果を

わかりやすくまとめた、『健康・栄養ニュース』を

年 4 回（季刊）刊行し、ホームページ上で公開す

るとともに、電子メディアでの配信も行う。 
(4) 研究所の諸規程、職員の公募等、必要な情報開示

は、ホームページ等を活用し積極的に行う。 
 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する事
項を達成するための措置 

1. 運営体制の改善に関する事項を達成するための措

置 
(1) 意思決定の迅速化を図るため、権限と責任を明確

にした組織運営を行う。 
 人員や研究資源の配置を適正に行うことを含め

て、研究所の重要な経営判断に関する審議は、役

員及び各プログラムリーダー、事務部長等から構

成される運営会議で行う。 
 研究成果が最大限あげられるよう、各プログラ

ムで行われている業務の特性を理解し、効率的、

効果的な研究支援体制を作る。研究員は、事務部

門における運営事項について、必要な理解をし、

相互の情報の共有化とコミュニケーションを図る。 
 また、研究的、技術的事項について、各プログ

ラム相互の連携を強化するため、毎週プログラム

リーダー会議を行う。プログラムリーダーは、研

究所の方向性、学術動向、行政・社会的ニーズを

理解した上で、各プロジェクトのスタッフにこれ

ら重要事項を伝え、プログラムで実施されている

業務について、何を目指して研究を行うべきか、

共通意識を持たせるようにする。 
(2) 6 つのプログラム間において、それぞれ専門とす

る領域や対象が異なる研究者相互が、研究内容及
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び成果の学術的、社会的意義を理解するために、

定期的な所内セミナーや研究交流会を通じて、自

由な雰囲気の中で活発な討議を行う。 
 また、プログラムリーダーは、毎週各プログラ

ムの内容、成果について、定例会で発表を行い、

相互の特性を活かしたプログラム横断的で、より

統合的な研究の実施に向け、戦略的な立案を行う。 
(3) 各研究業務については、プログラムリーダーが進

捗状況を把握し、プログラムリーダー会議や運営

会議において、報告を行う。また、定例セミナー

等で各プロジェクトの進捗、成果を把握し、評価

を行う。評価の結果は、四半期毎行う見直しに反

映させる。 
 また、所内イントラネットを活用し、業務の進

捗状況管理を行うとともに、各プログラム間、事

務部門との情報の共有化につなげる。 
(4) 独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法

律（平成 13 年法律第 140 号）に則り、文書を適正

に管理し、積極的な情報公開を行う。 
(5) 研究所の経営基盤の安定化を図るため、競争的研

究資金や、受託研究など外部資金の獲得に積極的

に取り組む。 
 また、経費の節減や研究所の所有する設備等の

有効利用を進める。 
2. 研究・業務組織の最適化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 現行の組織体制を見直し、重点的に行う研究及び

法律に基づく業務ごとにプログラム・プロジェク

トチームを別紙 1 のとおり編成し、4 月 1 日を目

途に組織改編を行う。 
 各プログラムにおいて、常勤職員の人件費を含

めたコスト管理及び研究業務について、各々が独

立した形で運営を行う。 
 また、年度末に、所内内部評価委員会、外部評

価委員会で組織改編の評価を行う。 
(2) 国内外の民間企業、大学、他研究機関との研究協

力を推進し、研究者の受け入れ及び研究所研究員

の派遣を行い、人材の養成と資質の向上に努め、

組織の活性化を図る。 
3. 職員の人事の適正化に関する事項を達成するため

の措置 
(1) 重点的に行う研究及び法律に基づき確実に実施す

べき業務については、重点プロジェクトとして位

置づけ、研究員、研究補助員等を適切に配置する。 
(2) 非公務員型への移行に伴い、大学、民間企業等と

の多様な形態の連携が可能となるよう、起業も含

めて、民間企業、団体等との兼業についても、研

究所の目的、理念に反しない限りにおいて、成果

の社会還元を促進する。 
 また、各研究員の個人評価結果及び各プロジェ

クトの実績評価を、各個人の昇級・昇任等、給与

面に反映させる。 
(3) 「独立行政法人国立健康・栄養研究所における研

究者の流動化計画」に沿って、原則公募制、任期

付の採用を行う。 

 また、任期付研究員については、任期終了後に

任期中の実績評価を行い、任期を付さない職員と

しての採用を検討する。 
 任期付き研究員の採用にあたっては、流動化計

画を図る一方、研究所における長期的な展望を考

えるとデメリットもあることから、研究性質、行

政・社会的ニーズに応じて、柔軟に運用を行う。 
 女性研究員の採用を可能な限り行うとともに、

研究業務に従事しやすい環境づくりとして、フレ

ックスタイム制をフル活用するとともに、各種制

度の活用を進める。産休及び育休（男性を含む）

によるブランクを埋める一手段として、メール等

を活用したコミュニケーションを進める。 
 国際協力の推進、グローバル化する健康食品等

の情報の収集、発信のため、外国人研究者の有す

る能力を活用できるような採用を可能な限り行う。 
(4) 事務職員についても、自己評価を行うとともに、

個人面接を行い、直近上司と総括上司の段階評価

を実施する。評価の結果は、昇給・昇任等に反映

する。 
4. 事務等の効率化・合理化に関する事項を達成する

ための措置 
(1) 業務の効率化を図るため、意志決定の迅速化を図

るとともに、権限と責任を明確にした組織運営を

行う。 
 迅速な意志決定と柔軟な対応をとるため、各種

事務手続きの簡素化、迅速化、電子化を図るとと

もに、業務を見直し、可能かつ適切な業務につい

ては、外部委託を進める。 
 組織の見直しにあたっては、事務部門に「業務

課」を設け、研究所の研究成果の積極的な活用や、

知的財産の実用化に向けた民間企業との連携推進

を図る。 
(2) 事務職員の資質向上を図るため、業務上必要とさ

れる知識（知的財産、安全管理、会計・契約等）

の技術取得ができるよう、自己啓発や能力開発の

ための研修を行う。また、職員が働きやすく自己

能力が最大限発揮できるよう、職場環境の整備を

充実する。 
(3) 業務の効率化を図るため、情報総括責任者（CIO）

を中心に、業務・システムの最適化・効率化を図

る。 
5. 評価の充実に関する事項を達成するための措置 
(1) 研究所組織改編に伴い、内部評価規程の見直しを

行い、交付金によって行われるプロジェクトを中

心に、主要な研究業務に関して、中間及び年度末

の評価を実施する。中間評価については、年度途

中の研究業務の見直しにより、効果的な実施につ

なげる。 
(2) 外部有識者による評価委員会については、研究所

の主要な研究業務の進捗状況、成果の社会へのア

ウトプット、将来の発展性という観点から、また

研究所の組織運営に関しては、特により良い研究

環境の構築という視点から、評価を受ける。また、

平成 19 年度計画について、当評価委員会から事前
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に評価を得る。 
(3) 内部及び外部評価の結果は、ホームページ上で公

開する。 
 評価結果については、プログラム、プロジェク

トにとどまらず、研究職員全体で結果を十分認識

し、研究所に求められている方向性や課題等を斟

酌した上で、適時研究業務の内容の修正等につな

げる。 
 また、理事長等役員は、評価結果を参考に、研

究資源の配分等に反映させる。 
(4) 研究所、社会での立場を認識した上で、学術的、

行政的ニーズへの対応という観点から、当該年度

における自らの研究及び成果について、点検及び

評価を行う。その際には、可能な限り客観的指標

を整理、分析するために、所内イントラネットを

活用した業績等の登録を行う。各人の役割に応じ

たエフォートを勘案しながら、点数化可能なもの

については、客観的な評価を行う。 
 理事長は、このような業務実績の指標及び自己

点検結果を含め、研究員全員と面接を行い、適切

かつ公正な評価を行う。評価結果については、年

度内に各人にフィードバックし、次年度の研究業

務の質の向上に役立てる。 
 任期付研究員については、任期終了後に任期中

の実績評価を行い、その結果をその後の採用等に

反映させる。 
6. 業務運営全体での効率化を達成するための措置 
 一般管理費（運営費交付金を充当して行う事業に係

るもの。人件費を除く。）については、光熱水料等の削

減等に努め、平成 17年度に比べ 2％以上の削減を図る。 
 人件費（退職手当及び法定福利費を除く。）について

は、適正な人員配置に努め、平成 17 年度を基準として

1％程度の削減を図る。 
 業務経費（運営費交付金を充当して行う事業に係る

もの。）については、業務の効率化、コストの削減に努

め、平成 17 年度に比べ 1％以上の削減を図る。 
 

第３ 財務内容の改善に関する事項を達成す
るための措置 

1. 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する事

項を達成するための措置 
(1) 厚生労働省、文部科学省等の政府機関、科学技術

振興機構等の機関が実施する公募型研究に研究課

題の応募を積極的に行う。その際に、研究所の目

的等を勘案し、競争力の高い研究課題を選択し、

また、他の研究機関等との共同研究の中核となる

課題を従事する。 
 健康・栄養に関する調査及び研究について、国、

民間企業等の受託研究及び業務については、研究

所の目的やその後の発展性及び交付金事業として

行う研究を勘案しながら、それらに合致するもの

については積極的に受入、自己収入の増加に資す

る。 
 

(2) 知的財産については、その出願や維持にかかる費

用を勘案しながら、実施につながる可能性の高い

ものについて、必要な維持を行い、自己収入につ

なげる。 
 また、研究成果の社会還元を目的とした出版（研

究所監修による書籍、マニュアル、テキスト等）

を行うことにより、自己収入の確保につなげる。 
 さらに、施設開放にあたっては、自己収入だけ

でなく、ヒトを対象とした研究への参加、地域住

民の健康づくりという視点を踏まえて進める。 
2. 経費の抑制に関する事項を達成するための措置 
(1) 6 つのプログラム、2 つのセンターにおいて、常勤

職員の人件費を含めた業務費のコスト管理を四半

期毎に行う。その結果については、運営会議、役

員会で分析を行い、効率的な運用につなげる。こ

のようなマネジメントサイクルにより、研究職員

のコスト意識の向上を図る。 
(2) プログラムにまたがる研究の実施や、施設整備、

スペース等の共有利用により、人的資源、コスト

削減につなげる。また、研究業務の遂行に付随す

る事務的手続き等の簡素化を図り、人的コストの

削減につなげる。 
 さらに、データ入力、検体の定期検査、文献資

料の収集、コンピュータプログラム、データベー

ス開発等、アウトソーシングが効率化やコスト削

減につながるものについては、アウトソーシング

を進める。アウトソーシングを行う場合は、その

内容の質の担保を確保するために必要な措置を講

じる。 
 また、法令集の追録購入中止、「健康・栄養ニュ

ース」のメールマガジン化等により、経常的経費

の削減を図る。 
 

第４ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支
計画及び資金計画 

1. 予算 
   別紙 2 のとおり。 
2. 収支計画 
   別紙 3 のとおり。 
3. 資金計画 
   別紙 4 のとおり。 
 

第５ その他の業務運営に関する重要事項を
達成するための措置 

(1) セキュリティの確保 
 情報システムに係る情報のセキュリティの確保に

努める。 
 

第６ 平成 18 年度独立行政法人国立・健康・
栄養研究所行事等予定表 

 別紙 5 のとおり。 
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別紙 1 
 
理事長─────────研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学プログラム   ──── 国民健康・栄養調査プロジェクト 
                             ── 食事摂取基準プロジェクト 
  監事─                        ── 生体指標プロジェクト 
 
  監事─         ─ 健康増進プログラム   ──── 運動ガイドラインプロジェクト 
                             ── エネルギー代謝プロジェクト 
研究企画評価主幹 ─                    ── 休養プロジェクト 
 
              ─ 臨床栄養プログラム   ──── メタボリックシンドロームプロジェクト 
                             ── 栄養療法プロジェクト 
 
              ─ 栄養教育プログラム   ──── 栄養ケアマネジメントプロジェクト 
                              ── 生活習慣病予防プロジェクト 
                              ── 食育プロジェクト 
 
              ─ 基礎栄養プログラム   ──── 脂質・糖代謝プロジェクト 
 
              ─ 食品保健機能プログラム ──── 食品分析プロジェクト 
                             ── 補完成分プロジェクト 
                             ── 食品機能プロジェクト 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報プロジェクト 
                              ── 健康・栄養情報プロジェクト 
                              ── IT 支援プロジェクト 
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養プロジェクト 
                              ── ニュートラシューティカルズプロジェクト 
                              ── NR・セミナー業務 
 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─事務部 ───────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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別紙２
　年度計画（平成１８年度）の予算

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

収入

  運営費交付金 908
　手数料収入 12
　受託収入 149
　栄養情報担当者事業収入 36
　寄附金収入 32
　雑収入 4
　計 1,141
支出

　人件費 647
   うち  基本給等 532
         退職手当 114
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 97
　業務経費 168
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 13
　　食品収去試験等業務 12
　　栄養疫学プログラム 18
　　健康増進プログラム 17
　　臨床栄養プログラム 8
　　基礎栄養プログラム 13
　　食品保健プログラム 10
　　創造的研究 19
　　国際栄養協力事業 10
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 26
　　健康栄養情報事業 22

受託経費 229
　　特別用途食品表示許可試験費 12
　　受託経費 149
　　栄養情報担当者事業経費 36
　　寄附研究事業費 32

　計 1,141

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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別紙３
　平成１８年度収支計画

（単位：百万円）
区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

費用の部
 経常費用 1,168
　人件費 647
   うち  基本給等 532
         退職手当 114
　一般管理費（光熱水料、図書館関係経費等） 97
　業務経費 168
　　国民健康・栄養調査に関連するサーベイランスプログラム 13
　　食品収去試験等業務 12
　　栄養疫学プログラム 18
　　健康増進プログラム 17
　　臨床栄養プログラム 8
　　基礎栄養プログラム 13
　　食品保健プログラム 10
　　創造的研究 19
　　国際栄養協力事業 10
　　健康食品安全情報ネットワーク事業 26
　　健康栄養情報事業 22
 受託経費 229
　　特別用途食品表示許可試験費 12
　　受託経費 149
　　栄養情報担当者事業経費 36
　　寄附研究事業費 32
 減価償却費 27

収益の部 1,168
　運営費交付金収益 908
　手数料収入 12
　受託収入 149
　栄養情報担当者事業経費 36
　寄附研究事業費 32
　雑収入 4
　資産見返物品受贈額戻入 2
　資産見返運営費交付金戻入 25
純利益 －
目的積立金取崩額 －
総利益 －

〔注記〕当法人における退職手当については、役員退職手当支給基準及び国家公務員
退職手当法（昭和２８年法律第１８２号）に準じて支給することとなるが、その全額
について運営費交付金を財源とするものと想定している。

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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別紙４
　平成１８年度資金計画

（単位：百万円）

区　　　　　　　　　　別 金　　　　　額

　資金支出 1,141
　　業務活動による支出 1,141
　　投資活動による支出 0

　資金収入 1,141
　　業務活動による収入 1,141
　　　運営費交付金による収入 908
　　　手数料収入 12
　　　受託収入 149
 　 　栄養情報担当者事業経費 36
 　 　寄附研究事業費 32
　　　雑収入 4
　　  前期中期目標の期間よりの繰越金 0

 
  （注）単位未満四捨五入処理のため、計において一致しないことがある。 
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別紙 5 
 

平成 18 年度独立行政法人国立健康・栄養研究所行事等予定表 
 

平成 18 年 
 4 月 
   19 日（水） 

 
 
○  研究所一般公開 

 5 月 
   － 

 
○  外部評価委員会 

 6 月 
   10 日（土） 
    ～11 日（日） 
   18 日（日） 
   － 
   － 

 
○ 第５回産学官連携推進会議（政府主催：京都市） 
 
○ 第３回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認定試験実施 
○ 平成 17 年度業務実績報告及び中期目標期間における業務実績報告を厚

生労働省独立行政法人評価委員会に、平成 17 年度財務諸表等を厚生労働
大臣にそれぞれ提出 

○ 「健康・栄養ニュース」（第 16 号）の発行 
 7 月 
   － 

 
○ 第３回独立行政法人国立健康・栄養研究所栄養情報担当者認定試験合格

者発表 
 8 月  
 9 月 
   － 

 
○ 「健康・栄養ニュース」（第 17 号）の発行 

 10 月  
 11 月 
   － 

 
○ 第４回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当者認定試験

受験資格確認試験 
 12 月 
   － 
   － 
 
   － 

 
○  「健康・栄養ニュース」（第 18 号）の発行 
○ 第４回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養 
  情報担当者認定試験受験資格確認試験合格発表 
○ 外国人研究者招へい者審査・招へい者発表 

平成 19 年 
 1 月 

 

 2 月 
   － 
 
   － 
   － 

 
○  第８回研究所主催一般公開セミナー兼第４回研究所公開業務報告会（東

京） 
○ 独立行政法人国立健康・栄養研究所指定栄養情報担当者養成講座の指定 
○ 第４回独立行政法人国立健康・栄養研究所認定栄養情報担当者認定試験

実施要綱の公表 
 3 月 
   － 
   － 
   － 

 
○  外部評価委員会 
○ 平成 19 年度計画を厚生労働大臣へ提出 
○  「健康・栄養ニュース」（第 19 号）の発行 

 ◎ 運営会議は 8 月を除く毎月第 2 木曜日に開催する。 
 ◎  栄研セミナーは原則、毎月第 1 及び第 3 月曜日に開催する。 
 ◎ 専門家向け公開セミナーを東京及び地方にて開催する。 
 ※ 実施日については、諸般の都合により変動があり得る。 
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(4) 研究所組織 平成 18 年 4 月 1 日 
 
理事長───────── 研究部門 
 
理 事─          ─ 栄養疫学プログラム   ──── 国民健康・栄養調査プロジェクト 
                             ── 食事摂取基準プロジェクト 
  監事─                        ── 生体指標プロジェクト 
 
  監事─         ─ 健康増進プログラム   ──── 運動ガイドラインプロジェクト 
                             ── エネルギー代謝プロジェクト 
研究企画評価主幹 ─                    ── 休養プロジェクト 
 
              ─ 臨床栄養プログラム   ──── メタボリックシンドロームプロジェクト 
                             ── 栄養療法プロジェクト 
 
              ─ 栄養教育プログラム   ──── 栄養ケア・マネジメントプロジェクト 
                              ── 生活習慣病予防プロジェクト 
                              ── 食育プロジェクト 
 
              ─ 基礎栄養プログラム   ──── 脂質・糖代謝プロジェクト 
 
              ─ 食品保健機能プログラム ──── 食品分析プロジェクト 
                             ── 補完成分プロジェクト 
                             ── 食品機能プロジェクト 
 
 
           ─ 情報部門 
 
              ─ 情報センター       ──── 健康食品情報プロジェクト 
                              ── 健康・栄養情報プロジェクト 
                              ── IT 支援プロジェクト 
 
           ─ 対外部門 
 
              ─ 国際産学連携センター  ──── 国際栄養プロジェクト 
                              ── ニュートラシューティカルズプロジェクト 
                              ── NR・セミナー業務 
 
           ─ 事務部門 
 
 
              ─ 事務部 ──────────── 庶務課 
                             ── 会計課 
                             ── 業務課 
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(5) 平成 18 年度予算額 
 

支出   （単位：千円）

事   項 平成 17 年度 
予  算  額 

平成 18 年度 
予  算  額 増△減額 

人件費 530,166 646,545 116,379
 基本給・諸手当 484,259 479,319 ▲ 4,940
 共済組合負担金 45,522 45,058 ▲ 464
 児童手当拠出金 385 381 ▲ 4
 労働保険料 0 7,339 7,339
 退職手当 0 114,448 114,448
一般管理費 96,671 93,041 ▲ 3,630
業務経費 176,326 168,441 ▲ 7,885
 栄養疫学プログラム － 24,461 24,461
  国民健康・栄養調査プロジェクト － 13,702 13,702
  食事摂取基準プロジェクト － 6,253 6,253
  生体指標プロジェクト － 4,506 4,506
 健康増進プログラム － 31,490 31,490
  運動ガイドラインプロジェクト － 15,791 15,791
  エネルギー代謝プロジェクト － 15,699 15,699
 臨床栄養プログラム  0
  メタボリックシンドロームプロジェクト － 7,485 7,485
 栄養教育プログラム － 4,128 4,128
  生活習慣病予防プロジェクト － 1,671 1,671
  食育プロジェクト － 2,457 2,457
 基礎栄養プログラム  0
  脂質・糖代謝プロジェクト － 9,447 9,447
 食品保健機能プログラム － 25,296 25,296
  食品分析プロジェクト － 15,309 15,309
  補完成分プロジェクト － 4,317 4,317
  食品機能プロジェクト － 5,670 5,670
 創造的研究費 － 14,546 14,546
 情報センター － 39,158 39,158
  健康食品情報プロジェクト － 16,866 16,866
  健康・栄養情報プロジェクト － 3,943 3,943
  IT 支援プロジェクト － 18,349 18,349
 国際産学連携センター － 12,430 12,430
  国際栄養プロジェクト － 9,600 9,600
  NR・セミナープロジェクト － 2,830 2,830
  前年度限りの経費 176,326 － ▲ 176,326
受託経費 284,623 258,358 ▲ 26,265
 特別用途食品表示許可試験費 17,200 12,040 ▲ 5,160
 受託経費 201,173 156,700 ▲ 44,473
 栄養情報担当者事業経費 35,250 54,550 19,300
 寄附研究事業 31,000 35,068 4,068
支出計 1,087,786 1,166,385 78,599

 
収入   （単位：千円）

事   項 平成 17 年度 
予  算  額 

平成 18 年度 
予  算  額 増△減額 

運営費交付金 803,163 908,027 104,864
手数料収入 17,200 12,040 ▲ 5,160
受託収入 201,173 156,700 ▲ 44,473
栄養情報担当者事業収入 35,250 54,550 19,300
寄附金収入 31,000 35,068 4,068
収入計 1,087,786 1,166,385 78,599
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(6) 人事異動 

発令年月日 異動内容 氏  名 所属名（転入、転出先） 

18.3.31 任期終了 近藤俊之 監事 

18.3.31 任期満了 大賀英史 国際産学連携センター産学連携推進室長（任期付） 

18.3.31 任期満了 髙橋佳子 栄養所要量策定企画・運営担当研究員（任期付） 

18.3.31 任期満了 宮地元彦 健康増進研究部身体活動調査研究室長（任期付） 

18.3.31 任期満了 由田克士 健康・栄養調査研究部食事評価法研究室長（任期付）

18.4.1 出向 森嶋禮三 事務部次長兼庶務課長（厚生労働省へ） 

18.4.1 出向 真榮田剛 事務部庶務課研究調整係長（国立感染症研究所へ） 

18.4.1 出向 中前貴志 事務部会計課契約管理係主事（成田空港検疫所へ） 

18.4.1 転任 渡邊克彦 事務部会計課長（小樽検疫所千歳空港検疫所支所から）

18.4.1 転任 内田信也 事務部業務課主任（国立感染症研究所から） 

18.4.1 転任 末永和義 事務部庶務課主事（関西空港検疫所から） 

18.4.1 併任 渡邊昌 栄養教育プログラムリーダー 

18.4.1 併任 芝池伸彰 情報センター長 

18.4.1 併任 横尾年裕 事務部業務課長 

18.4.1 配置換 菅谷正幸 事務部庶務課長 

18.4.1 配置換 金田真千子 事務部庶務課庶務係長 

18.4.1 昇任 千羽智之 事務部庶務課人事・厚生係長 

18.4.1 配置換 吉田正和 事務部会計課経理係長 

18.4.1 配置換 中村雅志 事務部会計課契約管理係長 

18.4.1 併任 中村雅志 事務部業務課産学担当係長 

18.4.1 配置換 吉越臣宏 事務部会計課主事 

18.4.1 配置換 古賀政史 事務部業務課調整係長 

18.4.1 併任 古賀政史 事務部業務課 NR 担当係長 

18.4.1 配置換 内藤万佐子 事務部業務課主任 

18.4.1 併任 門脇 孝 臨床栄養プログラムリーダー 

18.4.1 併任 吉池信男 国際産学連携センター長 

18.4.1 配置換 佐々木敏 栄養疫学プログラムリーダー 

18.4.1 採用 由田克士 栄養疫学プログラム 

18.4.1 配置換 石見佳子 栄養疫学プログラム 

18.4.1 配置換 西牟田守 栄養疫学プログラム 

18.4.1 配置換 近藤雅雄 栄養疫学プログラム 

18.4.1 配置換 山内淳 栄養疫学プログラム 

18.4.1 配置換 田畑泉 健康増進プログラムリーダー 

18.4.1 採用 宮地元彦 健康増進プログラム 

18.4.1 配置換 田中茂穂 健康増進プログラム 
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18.4.1 配置換 柏崎浩 健康増進プログラム 

18.4.1 配置換 高田和子 健康増進プログラム 

18.4.1 配置換 熊江隆 健康増進プログラム 

18.4.1 配置換 大坂寿雅 健康増進プログラム 

18.4.1 配置換 窪田哲也 臨床栄養プログラム 

18.4.1 配置換 渡邉明美 栄養教育プログラム 

18.4.1 配置換 山田晃一 栄養教育プログラム 

18.4.1 配置換 饗場直美 栄養教育プログラム 

18.4.1 配置換 江﨑治 基礎栄養プログラムリーダー 

18.4.1 配置換 三浦進司 基礎栄養プログラム 

18.4.1 配置換 山﨑聖美 基礎栄養プログラム 

18.4.1 配置換 笠岡宜代 基礎栄養プログラム 

18.4.1 配置換 山田和彦 食品保健機能プログラムリーダー 

18.4.1 配置換 萩原清和 食品保健機能プログラム 

18.4.1 配置換 永田純一 食品保健機能プログラム 

18.4.1 配置換 矢野友啓 食品保健機能プログラム 

18.4.1 配置換 齋藤衛郎 食品保健機能プログラム 

18.4.1 配置換 梅垣敬三 情報センター 

18.4.1 配置換 卓興鋼 情報センター 

18.4.1 配置換 松村康弘 情報センター 

18.4.1 配置換 廣田晃一 情報センター 

18.4.1 配置換 荒井裕介 国際産学連携センター 

18.6.26 任命 小早川隆敏 監事 

18.6.26 併任 内藤万佐子 事務部庶務課主任 

19.1.1 併任 手嶋登志子 栄養疫学プログラムプロジェクトリーダー 

19.1.1 採用 國井大輔 国際産学連携センター研究員 

19.1.1 採用 宇津木 恵 栄養疫学プログラム研究員（任期付） 

19.1.1 採用 松本輝樹 食品保健機能プログラム研究員（任期付） 

19.1.1 配置換 荒井裕介 栄養疫学プログラム 

19.1.1 併任 荒井裕介 国際産学連携センター 

19.3.31 配置換 笠岡宜代 栄養教育プログラム研究員 
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(7) 海外出張 

出張者氏名 所   属 出張国 出張期間 渡  航  内  容 

大石由美子 臨床栄養プログラム 韓国 H18.4.13-4.15 第５回アジア太平洋動脈
硬化血管病会議にて発
表・参加 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

韓国・ソウル H18.4.14-4.16 アジアのメタボリックシ
ンドロームに関するシン
ポジウムでの講演 

西牟田 守 栄養疫学プログラム 米国・ボルチ
モア 

H18.4.23-4.28 第 66 回アメリカ糖尿病学
会への参加 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

フィリピン・
マニラ 

H18.4.23-4.25 アジア栄養士会議におけ
るシンポジウムでの講演 

松村 康弘 情報センター デンマーク・
コペンハーゲ
ン 

H18.4.25-5.1 第６回国際食事評価法会
議に出席・発表及び情報収
集 

佐々木 敏 栄養疫学プログラム ラオス・ヴィ
エンチャン 

H18.5.4-5.15 ラオスの子どもの健康栄
養調査 

高田 和子 健康増進プログラム シ ン シ ナ テ
ィ・デンバー

H18.5.28-6.5 研究打ち合わせと ACSM
（アメリカスポーツ医学
会）への出席（研究発表と
情報収集） 

廣田 晃一 情報センター デンマーク・
コペンハーゲ
ン 

H18.5.28-6.2 デンマークの食と暮らし
の視察 

新島 貴子 国際産学連携 
センター 

米国・コロラ
ド州 

H18.5.30-6.2 American College of sports  
medicine 53rd Annual  
Meeting 参加・発表 

吉田 真咲 国際産学連携 
センター 

米国・コロラ
ド州 

H18.5.30-6.2 American College of sports  
medicine 53rd Annual  
Meeting 参加・発表 

三好 美紀 国際産学連携 
センター 

フィリピン・
タガイタイ 

H18.5.30-6.3 WHO が新たに策定した５
歳未満の子どもの成長標
準値に関するWHO/UNICEF
共催のワークショップへ
オブサーバーとして参加 

森田 明美 栄養教育プログラム 米国・トロン
ト 

H18.6.2-6.9 国際骨粗鬆症に関する研
究発表および研究打ち合
わせ 
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大石由美子 臨床栄養プログラム オランダ・ア
ムステルダム

H18.6.6-6.11 第 16 回国際血管生物学会
議への出席 

三浦 進司 基礎栄養プログラム 米国 /ベセス
ダ・ワシント
ン DC 

H18.6.6-6.14 University of Maryland およ
び National Institutes of  
Health でのセミナー、第 66
回アメリカ糖尿病学会に
て発表 

窪田 哲也 臨床栄養プログラム 米国・ワシン
トン DC 

H18.6.8-6.14 第 66 回アメリカ糖尿病学
会への参加 

大石由美子 臨床栄養プログラム イタリア・ロ
ーマ 

H18.6.18-6.23 国際動脈硬化学会への参
加 

由田 克士 栄養疫学プログラム イタリア・ロ
ーマ 

H18.6.18-6.23 14th international  
symposium on  
ATNEROSCLEROSIS にて
発表 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

韓国・ソウル H18.6.22-6.24 韓国の肥満の予防管理シ
ンポジウムにて講演 

山田 和彦 食品保健機能プログ
ラム 

マレーシア・
クアラルンプ
ール 

H18.7.16-7.20 第２回アジア健康強調表
示に関する科学基盤会議
及び第１回アジア地域機
能性食品ワークショップ
に出席 

松村 康弘 情報センター ラオス・ヴィ
エンチャン 

H18.7.30-8.15 アジア・モンスーン地域に
おける水資源の安全性に
関わるリスクマネージメ
ントシステム構築に関す
る打合せ及び現地調査・資
料収集 

高田 和子 健康増進プログラム オーストラリ
ア・ブリスベ
ン 

H18.8.30-9.3 国際肥満学会サテライト
シンポジウム（身体活動と
肥満）における学会発表と
情報収集 

田中 茂穂 健康増進プログラム オーストラリ
ア /ブリスベ
ン・シドニー

H18.8.30-9.4 第 10 回国際肥満学会議お
よびそのサテライト会議
“身体活動と肥満”への参
加・発表 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

オーストラリ
ア・メルボル
ン 

H18.8.30-9.4 ディーキン大学健康・行動
科学部（WHO 研究協力セ
ンター）での情報収集及び
国際肥満学会サテライト
会議での発表 
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笠岡 宣代 基礎栄養プログラム オーストラリ
ア・シドニー

H18.9.2-9.9 第 10 回国際肥満学会議に
て発表・出席 

三戸 夏子 食品保健機能プログ
ラム 

オーストラリ
ア・シドニー

H18.9.2-9.9 第 10 回国際肥満学会議に
て発表・出席 

矢野 友啓 食品保健機能プログ
ラム 

米国・ミシガ
ン州 

H18.9.3-10.7 補完成分プロジェクトに
関わる共同研究実施 

佐々木 敏 栄養疫学プログラム ラオス・ヴィ
エンチャン 

H18.9.4-9.20 ラオスの子どもの健康栄
養調査 

柏崎  浩 健康増進プログラム モンゴル・ウ
ランバートル

H18.9.4-9.11 小学生の健康・栄養調査 

山田 和彦 食品保健機能プログ
ラム 

韓国・ソウル H18.9.6-9.9 韓国栄養学会主催「食品の
健康表示の現状と今後の
動向ワークショップ」及び
バイオコリア 2006 におけ
る「食品バイオ技術シンポ
ジウム」への出席 

石見 佳子 栄養疫学プログラム 米国・フィラ
デルフィア 

H18.9.14-9.20 第 28 回米国骨代謝学会へ
の参加・研究発表 

由田 克士 栄養疫学プログラム 米国・ホノル
ル 

H18.9.15-9.21 国や地方レベルにおける
健康・栄養調査の手法や精
度管理並びに食事摂取基
準の活用に関する意見交
換および情報収集 

高橋 佳子 健康増進プログラム スペイン・バ
ルセロナ 

H18.9.26-9.30 I World Congress of Public  
Health Nutririon の参加・研
究発表 

宮地 元彦 健康増進プログラム 米国・インデ
ィアナ 

H18.9.27-9.30 The 2006 ACSM'S  
integrative physiology of  
exercise にて発表・討議 

三好 美紀 国際産学連携 
センター 

スペイン・バ
ルセロナ 

H18.9.27-10.2 第１回国際公衆栄養学会
における学会発表 

山田 和彦 食品保健機能プログ
ラム 

スペイン・バ
ルセロナ 

H18.10.4-10.1
1 

第２回食品と健康表示に
関する国際ワークショッ
プおよび欧州小児学会に
出席 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

フィリピン・
マニラ 

H18.10.9-10.1
3 

WHO 西太平洋事務局での
情報交換、食生活・身体活
動に関する世界戦略ワー
クショップへの参加 
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斎藤 衛郎 食品保健機能プログ
ラム 

米国・カルフ
ォルニア州 

H18.10.21-10.
29 

第 35 回天然資源の開発利
用に関する国際ワークシ
ョップおよび欧州小児科
学会に出席 

山田 和彦 食品保健機能プログ
ラム 

タイ・チャン
マイ 

H18.10.27-11.
4 

FAO/WHO 合同食品規格委
員会（CODEX)第 28 回栄
養・特殊用途食品部会に出
席 

渡邊  昌 理事長 中国・上海 H18.11.9-11.1
1 

2006 年「第１回中国（上海）
国際栄養健康産業博覧会
フォーラムへの参加 

山田 和彦 食品保健機能プログ
ラム 

中国・上海 H18.11.9-11.1
2 

2006 年「第１回中国（上海）
国際栄養健康産業博覧会
フォーラムへの参加・発表

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

中国・上海 H18.11.9-11.1
1 

2006 年「第１回中国（上海）
国際栄養健康産業博覧会
フォーラムへの参加・発表

大石由美子 臨床栄養プログラム 米国・シカゴ H18.11.10-11.
16 

米国心臓学会学術集会
2006 及び教育プログラム
への出席 

松村 康弘 情報センター 米国・ボスト
ン 

H18.11.13-11.
17 

更年期女性における保健
医療行動の日米比較研究
のための共同研究者との
打ち合わせ 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

タイ・バンコ
ク 

H18.12.2-12.6 アジア地域における地域
栄養支援プログラムに関
する情報交換及びアジア
太平洋公衆衛生連合会へ
の参加 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

ベトナム・ハ
ノイ 

H19.1.18-1.23 国際医療協力研究委託事
業「小児疾患包括的対策
（ IMCI)の効果的な実施及
びモニタリング評価に関
する研究班における研究
打ち合わせ及びフィール
ド調査 

大石由美子 臨床栄養プログラム 米国・コロラ
ド州 

H19.1.14-1.20 「diabetes:molecular  
genetics,signaling pathways 
and integrated physiology」へ
の参加・発表 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

韓国・ソウル H19.2.9-2.12 アジア肥満学会にてシン
ポジウム講演 
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松村 康弘 情報センター 台湾・台北 H19.2.28-3.5 第３回アジア・太平洋閉経
学会学術会議で発表およ
び情報収集 

石見 佳子 栄養疫学プログラム タイ・バンコ
ク 

H19.3.6-3.9 第７回国際大豆シンポジ
ウムで講演 

松村 康弘 情報センター バングラディ
ッシュ 

H19.3.6-3.17 「アジア地域における経済
発展による環境省負荷評
価およびその低減を実現
する政策研究」にかかわる
調査と打ち合わせ 

吉池 信男 国際産学連携 
センター 

韓国・ソウル H19.3.15-3.17 シンポジウム「栄養調査と
慢性疾患リスク」で講演 

宮地 元彦 健康増進プログラム 米国・テキサ
ス州 

H19.3.20-3.23 アメリカスポーツ医学会
ヘルスフィットネスサミ
ットにおいて情報収集 

 



 

110 独立行政法人 国立健康・栄養研究所研究報告 第 55 号（2006）

(8) 名誉所員 

氏  名 授与年月日 在職当時の職名 

鈴江緑衣郎 10.4.1 所長 
印南  敏 10.4.1 食品科学部長 
宮崎 基嘉 10.4.1 基礎栄養部長 
宇津木良夫 10.4.1 病態栄養部長 
山口 迪夫 10.4.1 食品科学部長 
市川 富夫 10.4.1 応用食品部長 
伊東 蘆一 10.4.1 老人健康・栄養部長 
板倉 弘重 10.4.1 臨床栄養部長 
池上 幸江 11.4.1 食品科学部長 
小林 修平 11.7.1 所長 
江指 隆年 12.4.1 応用食品部長 
澤  宏紀 13.4.1 所長 
戸谷 誠之 13.4.1 母子健康・栄養部長 
樋口  満 15.4.1 健康増進研究部長 
岡   純 16.4.1 応用栄養学研究部長 
増田 和茂 16.8.1 理事 
田中 平三 17.4.1 理事長 
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(9) 客員研究員 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

藤井 康弘 国際産学連携センター 18.4.1～19.1.31 特別用途食品の有効性に関
する調査研究 

太田 篤胤 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 骨の健全性維持に関する研
究 

吉武  裕 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 人体におけるエネルギー代
謝 

呉   堅 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 食品成分と運動が生体指標
及び身体組成に及ぼす影響
に関する研究 

二見  順 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 ヒューマンカロリメーター
を用いたエネルギー消費量
測定に関する研究 

木村 靖夫 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 地域在住高齢者の生活習慣
と健康・体力との関連 

川中健太郎 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 骨格筋糖代謝に関する研究

真田 樹義 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 肥満関連遺伝子、身体組織、
有酸素能力がメタボリック
シンドロームの発病に及ぼ
す影響 

井上 修二 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 視床下部腹内側核(VMH)破
壊動物の病態に関する研究

石田 良恵 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 中高年齢女性の身体組成と
骨強度について 

山川  純 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 中高年勤労女性に対する水
泳トレーニングの効果に関
する検討 

野田 光彦 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 膵島の代謝・シグナル伝達と
インスリン分泌に関する研
究 

梶本 雅俊 栄養教育プログラム 18.4.1～19.3.31 金属摂取・排泄パターンの公
衆栄養学的研究 

笠岡 誠一 基礎栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 ヒスチジン摂取による摂食
量ならびに体脂肪量の低下
作用 
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辻  悦子 基礎栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 生活習慣病予防における脂
質及び運動負荷の相互作用
に関する研究 

亀井 康富 基礎栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 骨格筋の遺伝子発現制御に
焦点をおいた生活習慣病の
分子機構解明 

中川 靖枝 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 食物繊維の生理作用 

江指 隆年 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 栄養素の栄養機能代謝に関
する研究 

中嶋 洋子 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 食品成分の健康影響に関す
る研究 

久保 和弘 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 脂質の機能特性に関する研
究 

清瀬千佳子 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 脂溶性食品成分の機能性解
明に関する研究 

林  邦彦 情報センター 18.4.1～19.3.31 女性の生活習慣病と健康に
関する疫学調査研究 

梅國 智子 情報センター 18.4.1～19.3.31 ウェブ上の栄養情報教育に
関する研究 

草間かおる 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 アジア諸国（ベトナム・カン
ボジア）における栄養指標・
栄養評価の検討 

菅野 幸子 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 栄養・食生活に関する疫学的
研究 

大賀 英史 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 効果的な健康サービスの提
供体制の検討とその評価に
関する研究 

手嶋登志子 栄養教育プログラム 18.10.1～18.12.31 高齢者の食介護に関する研
究－介護食を中心に－ 

石渡 尚子 栄養教育プログラム 18.10.1～19.3.31 健康づくりのための栄養教
育プログラムの開発 

久米村 恵 国際産学連携センター 19.2.1～19.3.31 特別用途食品の有効性に関
する調査研究 
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(10) 協力研究員 

氏  名 所 属 部 期   間 研 究 内 容 

岩本 珠美 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 脂質代謝とミネラル代謝の
関連について 

大木 和子 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 高齢者の口腔保健と全身的
な健康状態の関係について
の総合研究－全身的な健康
状態の評価とその経年変化
－ 

武山 英麿 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 人体におけるミネラル代謝

佐藤 七枝 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 カルシウムと食生活に関す
る研究 

島田美恵子 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 高齢者の生理特性と日常身
体活動との関係 

児玉 直子 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 人体におけるミネラルの役
割 

吉岡やよい 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 人体におけるミネラルの役
割 

森國 英子 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 人体におけるミネラルの役
割 

松崎 伸江 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 人体におけるミネラルの役
割 

千葉 大成 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 フラボノイドに着目した骨
粗鬆症に関する研究 

那  暁琳 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 卵巣切除ラットにおける大
豆イソフラボンによる体重
減少効果とそのメカニズム
の解明に関する研究 

佐藤 玲奈 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 筋疲労に関する研究 

町田 修一 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 運動、不活動、および加齢が
生体に及ぼす影響に関する
分子生物学的研究 

薄井澄誉子 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 勤労中高年女性の健康増進
に及ぼす水泳トレーニング
の効果に関する研究 
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小坂谷典子 健康増進プログラム 18.4.1～18.9.30 高校生・大学生の生活習慣と
健康に関する研究 

別所 京子 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 若年者女性の生活習慣と健
康に関する研究 

物部 優子 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 成人期・老年期の人々の
QOL に関する研究 

緑川 泰史 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 エネルギー消費量の変動要
因 

柘植 光代 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 高齢者の QOL 向上のために
免疫能の健全性を保持する
日本型食生活の解析 

窪田 直人 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 メタボリックシンドローム
の研究（インスリン抵抗性を
中心に） 

原  一雄 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 各栄養素摂取量と遺伝子多
型の相互作用の検討 

松下 由実 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 基礎代謝に影響を与える遺
伝子素因の研究 

眞鍋 一郎 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 各栄養素摂取量と遺伝子多
型の相互作用の検討 

宮本  廣 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 デルタアミノ酸を効果発現
促進剤として含有した肥料
であるペンタキープ栽培条
件等の検討 

張能 太郎 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 高齢者の免疫能を健全に保
持するための日本型食生活
の解析から、新規の食品成分
の検索と新規食品の開発研
究 

井手 智子 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 高齢者の QOL 向上のために
免疫機能の健全性を保持す
る日本型食生活の解析 

大内 和幸 事務部 18.4.1～19.3.31 血清中・尿中のフラボノイド
のバイオマーカーとしての
有効性に関する研究 

上杉 宰世 事務部 18.4.1～19.3.31 生体内イソフラボン及びそ
の代謝産物の測定 
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金子 香苗 事務部 18.4.1～19.3.31 イソフラボン測定 

柳沢 佳子 基礎栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 栄養成分の抗肥満メカニズ
ムの解明 

笠井 通雄 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 脂質栄養研究 

小島 圭一 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 高次構造油脂の栄養特性に
ついて 

渡部 景子 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 食品機能成分についての研
究 

花井 美保 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 クローン病モデルマウスを
用いたクローン病候補遺伝
子の探索および発症に及ぼ
す飼料栄養素の影響 

寺田 幸代 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 保健食品等の食品成分に関
する調査研究 

石田 達也 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 保健機能食品の微生物成分
に関する調査研究 

馬場 貴司 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 n-3 系高度不飽和脂肪酸の機
能性に関する研究 

室田 一貴 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 n-3 系高度不飽和脂肪酸の機
能性に関する研究 

木村 典代 情報センター 18.4.1～19.3.31 食品の安全性と有効性に関
する研究 

杉山 朋美 情報センター 18.4.1～19.3.31 健康食品と医薬品との相互
作用に関する研究及び情報
収集 

沢村 耕太 情報センター 18.4.1～19.3.31 食品・栄養素摂取状況とがん
の罹患・死亡との関連に関す
る分析 

阿部 詠子 情報センター 18.4.1～19.3.31 更年期以降の職業女性の健
康状態変化要因及び生活習
慣病予防のコホート型研究

高山 光尚 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 保健指導プログラムの検証
及び改善 

高橋 東生 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 栄養調査における調査研究
方法の開発 
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石田 晋也 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 健康関連の新規有用性物質
の探索及び評価 

藤井 紘子 国際産学連携センター 18.4.1～18.12.25 地域における栄養プログラ
ム評価に関する研究 

山元 健太 健康増進プログラム 18.4.17～19.3.31 生活習慣病発症の新しい予
測指標の開発と運動による
予防効果に関する大規模疫
学的調査 

大久保公美 栄養疫学プログラム 18.5.1～19.3.31 食事パターンを主とした栄
養疫学プログラム疫学的研
究 

前田 剛希 食品保健機能プログラム 18.9.4～19.3.31 黒糖抽出液の脂肪細胞分化
および増殖抑制に関する研
究 

メリッサ・メ
ルビー 

栄養教育プログラム 18.10.1～19.3.31 健康づくりのための栄養教
育プログラムの開発 

宮成 節子 栄養疫学プログラム 18.10.1～19.3.31 δ－アミノ酸の栄養学的研
究 

平川あずさ 栄養教育プログラム 18.10.1～19.3.31 健康づくりのための栄養教
育プログラムの開発 
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(11) 特別研究員 

氏  名 所 属 部 期   間 

野末 みほ 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 

猿倉 薫子 栄養疫学プログラム 18.4.1～19.3.31 

谷本 道哉 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 

髙橋 佳子 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 

大石 由美子 臨床栄養プログラム 18.4.1～19.3.31 

佐藤（三戸）夏子 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 

竹林  純 食品保健機能プログラム 18.4.1～19.3.31 

瀧  優子 情報センター 18.4.1～19.3.31 

三好 美紀 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 

吉田 真咲 国際産学連携センター 18.4.1～19.3.31 

大河原一憲 健康増進プログラム 18.4.1～19.3.31 
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(12) 平成 18 年度 所内セミナー 

期日 演    題 所  属 

4.17 栄養疫学研究における基礎データベース開発とその
活用法開発の重要性：自記式食事歴法質問票における
glycemic index database と dietary pattern analysis の試
み 

佐々木 敏栄養疫学プログラム 

加速度計を用いた活動強度の推定法 田中茂穂健康増進プログラム 

日常生活における加速度計を用いた活動強度の推定 髙田和子健康増進プログラム 

5.22 ヒト細胞に於ける損傷バイパス複製について 山田晃一栄養教育プログラム 

食事葉酸の有用性評価について 梅垣敬三情報センター 

難消化性炭水化物のエネルギー係数について 山田和彦食品保健機能プログラム 

6.5 イソフラボンと女性ホルモン関連疾患の疫学研究 永田知里岐阜大学大学院医学系研
究科 疫学・予防医学分野教授 

7.6 イソフラボンとその代謝物に関する最新知見 Dr.KennethD.R.Setchell,Ph.D. 
Cincinnati Children's Hospital Medical 
Center Professor, Director 

7.24 ベトナム農村における CommunityIMCI(Integrated 
Management of Childhood Illness)構築の試み～栄養と
感染症サーベイランスを中心に～ 

吉池信男研究企画評価主幹 

健診事後に実施した栄養教育の有効性に関する検討 由田克士栄養疫学プログラム  

血中脂質におけるイソフラボンの影響に関するメタ
分析 

卓 興鋼情報センター   

8.2 JointFAO/WHO Report: A Model for Establishing Upper 
Levelsof Intake for Nutrients and Related Substances 

Dr. Christine LewisTaylor, P.D. 
USFoodandDrugAdministration 

9.19 抗酸化成分を含む食品摂取による免疫機能の活性化 饗場直美栄養教育プログラム 

管理栄養士の育成システムの充実を目指して～公衆
栄養分野から考える～ 

荒井裕介国際産学連携センター 

飽和脂肪酸の摂取基準 江崎 治基礎栄養プログラム 

9.20 非アルコール性脂肪肝炎（NASH）とメタボリックシ
ンドローム 

寺内康夫 横浜市立大学大学院医
学研究科 分子内分泌・糖尿病内科
学教授 
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10.16 低強度自転車運動時の BCAA 含有摂取が生体に及ぼ
す影響 

藤井康弘国際産学連携センター 

大豆イソフラボンの表示と分析 萩原清和食品保健機能プログラム 

豆のアレルゲンについて 廣田晃一情報センター 

11.13 PPAR アゴニスト（ベンズブロマロン）と肝障害－原
因究明の長い旅－ 

松本一彦鳥居薬品株式会社   

11.20 閉経後女性と大豆イソフラボン～その有効性と安全
性～ 

石見佳子栄養疫学プログラム 

タウリンが不足すると肥満が加速される？ 笠岡宜代基礎栄養プログラム 

順問題および逆問題としてのエネルギー消費量の要
因加算法 

柏崎 浩健康増進プログラム 

12.4 慢性炎症とがん：食品中の抗酸化剤や抗炎症剤による
がん予防は可能か？ 

大島寛史静岡県立大学食品栄養科
学部教授 

1.22 食事の多様性指標の提案 松村康弘情報センター 

運動による骨格筋 PGC-1α発現増加機序：交感神経系
の役割 

三浦進司基礎栄養プログラム 

デルタアミノ酸を用いた脳腫瘍の治療機序 近藤雅雄栄養疫学プログラム 

血清総抗酸化能の測定法の開発と長距離選手の強化
合宿における変動 

熊江 隆健康増進プログラム 

1.18 保健所における健康食品に関する対応の現状 毛利好孝兵庫県龍野健康福祉事務
所長・龍野保健所長  

2.19 人間ドック受診者を対象とした肥満克服介入研究 森田明美栄養教育プログラム 

トランス酸に関する欧米諸国と国内の現状について 永田純一食品保健機能プログラム 

ミネラル(Na, K, Ca, Mg, P)の摂取基準をめぐる問題
点 

西牟田 守栄養疫学プログラム 

3.19 健康づくりのための運動指針 2006（エクササイズガ
イド 2006） 

田畑 泉健康増進プログラム 

エネルギー代謝調節における視床下部 GABA 感受性
機構 

大坂寿雅栄養疫学プログラム 

n-3 系高度不飽和脂肪酸摂取時の生体における脂質過
酸化に関する研究 

斎藤衛郎食品保健機能プログラム 
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(13) 食品分析リスト（特別用途食品の分析） 
 
 渡邊 昌、山田和彦、萩原清和、梅垣敬三、矢野友啓、石見佳子、山内 淳、永田純一、三戸夏子、今井智恵

子、楳澤佑香 
 平成 17 年 4 月より平成 18 年 3 月までの間、特別用途食品の許可標示取得のために提出されたものについて分

析した結果は次のとおりである。分析方法等は健康増進法に記載されている。 
 

特別用途食品 製造元 品名 

   
乳児用調製粉乳 森永乳業㈱ ＭＡ－mi 
低たんぱく食品 亀田製菓㈱ ゆめごはん１／５ 
低たんぱく食品 亀田製菓㈱ ゆめごはん１／10 
低たんぱく食品 亀田製菓㈱ ゆめごはん１／25 
乳児用調製粉乳 ビーンスターク・スノー㈱ ビーンスタークネオミルクすこやか 
無乳糖食品 森永乳業㈱ ノンラクト 
そしゃく・えん下困難者用食品 亀田製菓㈱ ふっくら梅がゆ 
乳児用調製粉乳 明治乳業㈱ 明治 ほほえみ 
低ナトリウム食品 イチビキ㈱ 丸大豆減塩醤油 
低カロリー食品 日農生研㈱ ＡＶＩＴＡＳ ０（アビタス０） 
糖尿病食調整組合せ食品 キユーピー㈱ キユーピーユニットカロリーグルメかれいの煮付けセット

   

特別用途食品 製造元 品名 

   
特定保健用食品 ㈱マルハグループ本社 ＤＨＡ入りリサーラソーセージ 
特定保健用食品 富士産業㈱ 天の葉緑茶 
特定保健用食品 大塚製薬㈱ ギャバのめぐみ 
特定保健用食品 サントリー㈱ ゴマペプ茶 
特定保健用食品 ㈱ロッテ キシリトール・ガム〈クールブルー〉 
特定保健用食品 日本サプリメント㈱ ペプチドエースつぶタイプ 
特定保健用食品 昭和産業㈱ CO-OP ウェルプラスオリゴタイム（シロップ） 
特定保健用食品 ㈱ミコー エースブロック 
特定保健用食品 コミー㈱ リブウェルディーエスウォーター（清涼飲料水） 
特定保健用食品 アサヒフードアンドエルスケア㈱ アサヒ サーデンペプチド 
特定保健用食品 フィブロ製薬㈱ イサゴール・レモン味 
特定保健用食品 カンロ㈱ コレストールファイバー 
特定保健用食品 カンロ㈱ ラシーヌサイリウムファイバー 
特定保健用食品 資生堂薬品㈱ インナーファイバー 
特定保健用食品 大正製薬㈱ グルコケア 粉末スティック 
特定保健用食品 ㈱白子 海苔ペプチド 顆粒 
特定保健用食品 昭和製薬㈱ ファイバーONE 
特定保健用食品 カルピス㈱ カルピス酸乳アミールエス 120 フルーツミックス 
特定保健用食品 キリンウェルフーズ㈱ カラダうれしい ブナハリタケ 
特定保健用食品 ㈱ヤクルト本社 グロビン ONE 
特定保健用食品 キリンウェルフーズ㈱ カラダうれしい オリゴペプチド 
特定保健用食品 エムジーファーマ㈱ ナップルドリンク 
特定保健用食品 敷島製パン㈱ からだ応援ロール 
特定保健用食品 ㈱沖縄発酵化学 ファイバーセブン 
特定保健用食品 サントリー㈱ 黒烏龍茶 
特定保健用食品 明治製菓㈱ いわしの力 
   

 



 

 4. 資      料 121

特別用途食品 製造元 品名 

   
特定保健用食品 よつ葉乳業㈱ よつ葉北海道十勝プレーンヨーグルト生乳 100 
特定保健用食品 理研ビタミン㈱ わかめペプチドゼリー〔オレンジ風味〕 
特定保健用食品 明治製菓㈱ キシリッシュプラスエフ ナチュラルミント 
特定保健用食品 日本ミルクコミュニティ㈱ ナチュレ 恵 megumi 
特定保健用食品 アークレイ㈱ 京優ＳＯＵＰイタリア産トマトを使った欧風トマトスープ

特定保健用食品 アークレイ㈱ 京優ＳＯＵＰ京野菜九条ネギ入り中華風春雨スープ 
特定保健用食品 明治乳業㈱ ファイバードリンク ラズベリー＆アップル 
特定保健用食品 キリンウェルフーズ㈱ うるウォーター 食物繊維 
特定保健用食品 ㈱花王 ヘルシアウォーター 
特定保健用食品 サントリー㈱ ゴマペプ茶 S 
特定保健用食品 キリンウェルフーズ㈱ うるウォーター ブナハリタケ 
特定保健用食品 キリンウェルフーズ㈱ うるウォーター オリゴペプチド 
特定保健用食品 フィブロ製薬㈱ ピュアフローラ青りんご味 
特定保健用食品 サントリー㈱ 黒烏龍茶ＯＴＰＰ 
特定保健用食品 理研ビタミン㈱ わかめペプチドゼリー〔マンゴー風味〕 
特定保健用食品 理研ビタミン㈱ わかめペプチドゼリー〔紅茶風味〕 
特定保健用食品 ゼリア新薬㈱ ライフナビ食物繊維入りほうじ茶 
特定保健用食品 ㈱ヤクルト本社 ビフィーネＭ 
特定保健用食品 ㈱ヤクルト本社 ビフィーネＳ 
特定保健用食品 ㈱ヤクルト本社 ソフールＬＣＳ100 
特定保健用食品 アークレイ㈱ 京優粥 紀州梅のおかゆ 
特定保健用食品 小林製薬㈱ 杜仲茶 
特定保健用食品 小林製薬㈱ 杜仲源茶 
特定保健用食品 伊藤忠製糖㈱ クルルのおいしいオリゴ糖 
特定保健用食品 常磐薬品工業㈱ ラピス S 
特定保健用食品 加ト吉 加ト吉いきいきごはん 
特定保健用食品 仙味エキス㈱ ペプチド爽快 
特定保健用食品 ㈱東洋新薬 ケアライフ 
特定保健用食品 ㈱東洋新薬 ホットファイバー 
特定保健用食品 ㈱東洋新薬 温膳家族のやさしいスープ 
特定保健用食品 ㈱東洋新薬 キトサン明日葉汁 
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